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			エルフ転生からのチート建国記④

			月夜涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・サトモトアイ（ＲＥＶＯｄｅｓｉｇｎ）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　平和な朝に

			第１話　馬車

			第２話　暗躍

			第３話　麻

			第４話　新たな戦いの予兆

			第５話　ベル・エルシエ

			第６話　禁断の果実

			第７話　嘘

			第８話　風呂

			第９話　お嬢様襲来

			第10話　妥協案

			第11話　密談

			第12話　交渉妥結

			第13話　【俺】との約束

			第14話　防壁

			第15話　人造魔石

			第16話　高炉

			エピローグ　結婚式

			番外編　新婚旅行とシリルの固有魔術

		

	
		
			　

			プロローグ　平和な朝に

			　

			　いい朝だ。自室で目覚めた俺は、布団から抜け出し大きく伸びをする。

			　昨日は大騒ぎだった。勝利の祝いと俺たちの婚約祝いで、日が暮れるまで宴(うたげ)が続いた。

			　おかげで村のエルシエワインをかなり飲んでしまった。あの酒は度数が高いわりに口当たりがよく、するすると入ってしまって危険だ。宴(うたげ)だけではなく家に戻ってからも、ルシエ、クウと共に相当飲んでいる。

			　俺の弱点の一つに、酒に弱いことがあげられる。だいたい酒を飲みすぎると、何かしでかしてしまう。

			　例えば昨晩だと、ルシエとクウ、二人を相手に羽目を外し過ぎてしまった。

			　普段は色々と気を使っているが……昨日はかなり自分本位に行動してしまった。あとで二人には謝っておかないと。

			「ルシエにはずいぶんと待ってもらったな」

			　隣ですやすやと眠るルシエの頬を撫(な)でる。

			　まだ式は挙げていないが、正式に婚約したことで彼女とやっと一つになれた。ずっと生殺しで本当に辛かったが、それは彼女も一緒だろう。時折クウのことを羨ましそうに見ていた。

			　早く子供が欲しい。そのためにも安全で豊かな国を作る必要がある。

			　考え事をしていると控えめなノックの音が聞こえた。玄関まで行き、扉を開く。

			「おはようございます、シリル兄様」

			「おはようなの！」

			　火狐のケミンとクロネが、とてもいい笑顔であいさつしてくれた。ケミンは黄色の火狐、クロネは黒い火狐で、いつもはあと一人、銀色の火狐であるユキノと三人で行動をしている。みな、クウを姉のように慕っていた。

			　二人が俺の家を訪ねてくるのは珍しい、どんな用事だろう。

			「二人ともどうしたの？」

			　そう問いかけると、二人はじゃじゃーん、と言って、人が一人入りそうな麻袋を玄関にそっとおろした。その麻袋だが、さきほどから中身が暴れている。

			「クロたちの一番大事なものを持ってきたの！」

			　確かに、この子たちとはある約束をしていた。今回の戦争でユキノを守れば、彼女たちの一番大事なものをくれると。この麻袋の中身が、そうなのだろうか。

			「この子は一通りの家事はマスターしているいい子です。物覚えもすごくよくて、一度でたいていのことを覚える天才肌。それにシリル兄様が望むなら……きゃっ」

			　ケミンは何を想像したのか、顔を赤くしてにやけた顔で、いやいやと首を振る。

			　ここまで言われればだいたい分かる。冷や汗を流しつつ、麻袋の中から一人の少女を取り出す。さるぐつわのように布を噛まされ、手と足をぐるぐる巻きにされた銀色の火狐、ユキノだ。尻尾(しつぽ)を痛めないような縄の縛(しば)り方になっているのは、二人の優しさだろう。
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			「んん、んんー、ん」

			　ユキノは恨めしそうにケミンとクロネを睨(にら)み付け、ばたばたと暴れる。

			「それでは、私たちは行きますね。ユキノ、ちゃんとご奉公してね」

			「シリル兄様。ユキノちゃんに優しくしてあげて欲しいの。ユキノちゃん、お母さんになっちゃうかもなの」

			「シリル兄様とユキノの子供だったらすごく可愛(かわい)いよね。クウ姉様との子供も楽しみ」

			「男の子だったらクロのお婿さんにしちゃうの。火狐の王子様なの」

			「年齢的にアウトでしょ」

			「成人するまで待ってもクロは二五歳。ぎりぎりセーフなの」

			「私は二六か、いける」

			「んん、んんー、ん」

			　好き勝手言うクロネとケミンに、ユキノは必死に抗議する。

			　俺の感覚だと、二〇代で結婚なら余裕でセーフだけど、平均寿命が五〇歳前後のこの時代だと、結婚が早い傾向にある。

			「ユキノちゃんのあの目はまずいの。あれはクロがユキノちゃんの尻尾(しつぽ)を枕にして、よだれ塗れにしちゃったときと同じ目なの」

			「そうね。あの目はユキノがこっそりもっているシリル兄様の……うん、逃げよう」

			　そして、来たときと同じ唐突さで二人が去って行った。ユキノの仕返しが怖いのかもしれない。ユキノの縄をほどき、噛まされている布をとってあげる。

			「ぷはっ、シリル兄様。ありがとう」

			　ユキノの恰好はゆったりとした寝巻のままだ。寝込みを襲われたようだ。

			「ユキノ、その……ご愁傷様。……まあ、なんだ。朝ごはんでもごちそうするよ。そうだ、メープルシロップを使ったクレープを試作するから、感想を聞かせてくれ。そのときに、ユキノの話も聞こう」

			　さすがの俺も人一人もらったからと言って「よし、それじゃ今日から扱き使おう。ついでに夜の世話もな、げへへへ」なんて振る舞いはできない。

			　ユキノみたいな素直で仕事熱心な子が家に居てくれれば嬉しいとは思うが、そういうのは本人の了解があってからだ。

			「クレープ？」

			「ああ、食べたことがないか？　小麦粉を使った甘い焼き菓子だよ。メープルシロップをエリンで売りこむために色々と作戦を考えていて、クレープもその一つなんだ」

			　いいものを作ってもそれが売れるかどうかは別問題だ。うまくアピールしないと誰も気にもとめてくれない。いくら甘いシロップだと言って売ろうとしても、なかなか信じてもらえないし、試食をしてもらうには量の問題があり、一度に訴求できる人数に限りがある。

			　だから、客寄せのためにカラメルソースクレープを考えた。

			「ユキノ、悪いけど手伝ってもらえないかな？」

			「うん、いいよ。シリル兄様」

			　ユキノが笑みを浮かべて頷(うなず)く。俺たちは台所に移動した。

			　まず、鉄の特製鍋にメープルシロップを注いでユキノに熱してもらう。そしてわざと少しだけメープルシロップを焦がした。

			　シロップの粘度がさらに増し、茶色が強くなる。

			　こうすると少し苦味が出て味わい深くなるし、なにより匂いがいい。メープルシロップの魅(み)力(りよく)を一度にたくさんの人に、言葉の何百倍もの訴求力で伝えることができる。甘味が貴重なこの大陸に、この匂いを嗅(か)いで興味を持たない者はいない。

			　香り高いカラメルソースを使ったお菓子を売りつつ、それに釣られた人にメープルシロップを売りつけるという作戦だ。

			　そして、その魅(み)力(りよく)を引き出すには、なるべくシンプルなお菓子がいいと考えた。そこでクレープだ。

			　卵を使わないと生地が緩(ゆる)くなるが、そこは小麦粉にジャガイモで出来た粉……片栗粉を混ぜることで粘りともちもち感を演出する。

			　ボウルに小麦粉と片栗粉と水、甘さが控えめになるようにほんの少しだけメープルシロップを入れて素早くかき混ぜ、鍋に生地を薄く延ばす。甘さを控えめにしたのは、後でカラメルソースをかけるからだ。あまり甘くし過ぎると味がくどくなる。

			　生地に火が通ると半透明なクレープが焼きあがる。それを皿に移して、たっぷりとカラメルソースをかけた。

			「うわあ、綺(き)麗(れい)でいい匂い」

			　ユキノが表情を輝かせる。さっきまでの不機嫌そうな顔が嘘のようだ。

			　その時、背後から物音がしたので振り向く。

			「シリル、いい匂いがする。なにか作ってるの？」

			「あんまり素敵な匂いがするものですから、お腹が鳴って起きちゃいました」

			　カラメルソースの匂いに釣られて目を擦りながらルシエとクウがやってくる。ルシエは金髪の華奢なエルフ、クウは金色のスタイルのいい火狐で、二人とも俺の婚約者だ。

			「あれ、ユキノ。遊びに来たんですか？」

			「クウ姉様、その、えっと」

			　ユキノに気付いたクウが声をかけると、なぜかユキノが気まずそうにしていた。

			「二人とも、ユキノの話は後にしよう。まずは、みんなで朝ごはんにしようか。お腹が空いているようだしね」

			　その言葉に答えるようにルシエのお腹の音が鳴った。

			　俺は微(び)笑(しよう)し、急いで四人分のクレープを焼きあげた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリル、これ不思議な食感だね。もちもちして口に張り付いて、面白いよ」

			「それより、この焦がしたメープルシロップがたまりません。ほろ苦い甘さが癖になります」

			　ルシエとクウがそれぞれクレープを褒(ほ)める。

			　クレープは好評なようだ。これなら、エリンでもいい客寄せになるだろう。甘いクレープと合わせるために、少し苦味のあるヨモギ茶を用意していた。山に自生していたものを乾燥して取り置きしておいたのだ。

			「ユキノの口には合ったかな？」

			「シリル兄様。すっごく美味(おい)しい」

			　言葉は平坦だが、銀色の尻尾(しつぽ)の毛が逆立ち、ぶんぶんと揺れている。

			「みんな、売れると思う？」

			「こんないい匂いしてたら、我慢できずに買っちゃうと思うよ」

			「私もです。匂いに釣られて買って、食べてみたら美味(おい)しさに感動して、おかわりでもう一枚ぐらい買っちゃいそう。いくらで売るつもりですか？」

			「銀貨一枚（一二〇〇円）だね」

			　薄いクレープ一枚でその値段は完全にぼったくりだが、甘味が貴重なエリンでは、その値段で甘味が味わえるというのは、むしろ良心的だ。

			「高い、高いです。でも、たぶん私、買っちゃいます」

			「だよね。この匂いは反則だよ」

			　客寄せの道具ではあるが、ある程度の収益は見込んでいる。一つの瓶で三五人分はカラメルソースクレープを作れる。

			　シロップをそのまま売れば金貨一枚……銀貨五〇枚（六万円）となるが、客寄せのためのサービスと考え、よしとする。

			　それに銀貨一枚だと会計が楽だ。

			「ユキノちゃん、もしかして私に会いに来てくれたの？」

			　一通り食べ終わり、改善点をある程度まとめた後に、ルシエがユキノに近づいてぎゅーっと抱きしめた。

			　ルシエは可愛(かわい)い子や、頑張り屋さんが好きだ。この前の戦いで、一緒に居る機会の多かったユキノのことをすっかり気に入ってしまったようだ。

			　小さくて、美人で、それでいて頑張り屋さん。ユキノはルシエの好みのど真ん中だ。

			　ユキノのほうもずいぶんとルシエには気を許しているし、倒れた時に看病してもらった恩もあるので、抱き着かれても嫌な顔はしない。

			「ユキノちゃん。お願い。尻尾(しつぽ)を触らせて、握らないから、ちょっと撫(な)でるだけだから」

			「……触れるだけなら、どうぞ」

			「ああん、ユキノちゃんの意地悪」

			　その言葉を聞いてルシエがユキノの尻尾(しつぽ)に手を伸ばすが、彼女の手を逃れるように右へ左へ尻尾(しつぽ)が揺れ、華麗にすり抜けてしまう。

			　火狐は尻尾(しつぽ)を殊(こと)の外(ほか)大事にする。親しい人にしか触らせないし、握っていいのは両親と伴侶だけという徹底っぷりだ。

			　ルシエは銀色でふさふさのユキノの尻尾(しつぽ)に興味津々だが、ユキノ的には尻尾(しつぽ)を触らせるほどの仲ではないという認識みたいだ。俺は三日に一度ぐらいブラッシングするときに思う存分楽しませてもらっている。それでも、触るだけで握りはしない。

			「それで、ユキノはどうしてここに来たんですか？」

			　クウがようやく本題に戻してくれた。ユキノが答え辛そうにしているので俺が答える。

			「それが、クロネとケミンが俺にプレゼントだって言って、麻袋に入れて無理やり連れてきたんだ。彼女たちの言い分だと、ユキノがうちに奉公にくるみたいだよ」

			　この世界の奉公は、住込みのお手伝いさんのようなものだ。子供を養う余裕のない家が、お金持ちの所に幼い子供を預ける。そして幼い子供は衣食住を得る代わりに労働力を提供する。

			「えっ、ユキノちゃんがうちの子になるの？　嬉しいな。村長宅と、この家の家事、イラクサの訓練をしながら回すのが辛かったから、ユキノちゃんが居ると助かるよ」

			　たしかにそれは問題だった。村長宅はよくエルシエの集会で使うので、掃除が必要だ。現状では、俺とルシエが行っているが、なかなか厳しい。

			　お手伝いさんが一人居ると非常に助かる。ましてや一人居るだけで部屋が適温に保たれ、料理や湯を沸(わ)かすのに必要な薪(まき)割りから解放され、冷蔵庫なんて便利アイテムまで使えるようになる火狐のお手伝いさんだ。喉から手が出るほど欲しい。

			「ルシエちゃんがいいなら、それもいいかもしれませんね。ユキノは今後、朝の山羊の世話と午後の訓練以外の時間を使って、ルシエちゃんを手伝うことにしましょう。その代わり、それ以外の仕事はしなくていいです。シリルくんは長ですから、一人や二人、奉公を受け入れてもいいでしょう」

			　火狐の族長であるクウからもお許しが出た。これで婚約者二人の許可を得たことになる。

			　あとはユキノの気持ちだけだが……。

			「ユキノは嫌」

			「それは、余計な仕事を増やしたくないからかな？」

			　ユキノに問いかける。彼女が嫌がるのが少しショックだった。

			「ううん、シリル兄様と一緒に暮らせるのは嬉しいし、家事も嫌じゃない。でも、クロネもケミンもそう思ってる。ユキノだけはずる」

			　ユキノがぶんぶんと首を振る。

			　どうやら自分だけが特別扱いされることが嫌らしい。だから、クロネとケミンはあんな強引な手段に出たのか。

			「選ぶのはユキノだよ。嫌なら無理強いはしないさ。でも、ずるくなんてないよ。奉公に来ても寂(さび)しい思いをさせちゃうと思うしね」

			「寂(さび)しい？」

			「うん、明日、俺たちは商業都市エリンに向けて出発するんだ。メープルシロップを売ってお金を稼(かせ)いで、そのお金でエルシエの備蓄品や必需品を買い集めないといけない」

			　戦いが終わってゆっくりできるのは今日が最後だ。やらないといけないことは無数にある。

			　当面のやるべきことは、大きく分けて四つだ。

			　一つ目はエリンでメープルシロップなどを売って外貨を稼(かせ)ぎ、必要物資を補給すること。これは明日出発して、数日をかけて実施する。

			　二つ目は結婚式の準備。エリンで特注のウェディングドレスを作り、ウェディングケーキの材料となる卵を確保するために新たに家畜となるニワトリを購入する。

			　三つ目は賠償金代わりの鉄装備の売却。一応帝国に手紙を送ってはいるが、向こうの調整が終わるまで、もうしばらく時間がかかるだろう。

			　四つ目は、エルシエの防衛力を高めること。今回の作戦は奇策の一種だ。今後は何かしらの対策が取られる。だからこそ、万が一に備えて正攻法での防衛力を高める必要がある。

			「もしユキノがうちに奉公に来てくれたら、一週間ぐらいお留守番を頼むことになる。俺たちが留守の間、家を守ってくれないか？　ずるくなんてなくて、むしろ辛いと思うんだ」

			「それは助かるね。一週間も放置したら、戻ってきたときお掃除大変だもん」

			「ずるくない……むしろ辛い」

			　俺たちの言葉に、ユキノは考え込む。優しい彼女は自分だけがいい思いをすることに抵抗があるようだが、それが辛い要素であれば罪悪感が薄れる。

			　ユキノはしばらく考え込んで、そして決意を込めて口を開いた。

			「シリル兄様、……ルシエ奥様。これからお世話になります」

			　ユキノがぺこりと頭を下げる。

			「うん、よろしく、ユキノ」

			「ユキノちゃん、私のことも奥様じゃなくてシリルやクウちゃんを呼ぶみたいに、ルシエ姉様って呼んでいいよ」

			「わかった。ルシエ奥様」

			　何かしらのこだわりがあるようで、ルシエのことは奥様で通すらしい。

			　さて、これで我が家にも可愛(かわい)いお手伝いさんが来ることになった。

			　おかげで、エリンで買うものが増えてしまった。ウェディングドレスの他に、紺色のロングスカートと白いエプロン、それにカチューシャも必要だ。

			「あとユキノ、ずっとこの家に住んでいる必要はないよ。帰りたいときはいつでも帰っていいからね」

			　その言葉で、ユキノはほっとした顔をする。いくら俺に懐いていても、やっぱり一番大事なのは友達なのだろう。クロネとケミンがユキノを一番大事といったように。

		

	
		
			　

			第１話　馬車

			　

			　夜が明ければ、ルシエとクウに、エルシエの精鋭部隊の一員でもある肉体派のロレウと純朴な村娘のコンナ、そしてクウが推薦した火狐を連れて商業都市エリンに出かける。

			　エリンを相手にした商売や買い出しは定期的に行う。その際に一々、長である俺が出かけるのは問題がある。なので、今回商売のやり方を教えて、次回以降はロレウたちに任せてしまうつもりだ。

			　イラクサの二人を使うのは、身を守る力がないと話にならないからだ。エルフや火狐は村の外に出るという行為そのものが危険であり、通商は戦闘力があるイラクサの仕事にする。

			　早朝から出発するので、今日は早くに眠ることにしたのだが、隣の様子が気になってしかたなかった。

			「くっ、苦しい」

			　ユキノのうめき声が聞こえてきた。

			　ルシエはユキノをぎゅーっと抱きしめてすやすやと幸せそうに眠っている。大変満足そうな表情だ。もともとルシエは妹のリッカを溺愛していたから、ユキノにその姿を重ねているのかもしれない。

			　ユキノのほうはすごく寝苦しそうに顔を歪(ゆが)めている。強く抱きしめすぎだ。

			　ルシエの腕の力が抜けた瞬間に、ユキノが抜け出してきた。そして全身を震わせてから、目を擦りつつ、そーっと俺の布団に入り込み、腕に抱き着いてきた。そして、満面の笑みを浮かべてから眠り始める。尻尾(しつぽ)まで俺の足に絡ませている。ふわふわの毛が気持ちいい。

			「ルシエにはもう少しユキノに優しくするように言っておかないと」

			　構ってあげるのはいいが、度を過ぎると嫌われる。

			　ユキノは繊(せん)細(さい)な子だから、余計に気をつけてあげないと。

			「いつか、大人になって大好きな人が見つかるまでは俺が守ってあげるから」

			　ユキノの銀色の髪を撫(な)でてから俺も眠りについた。

			　大事な妹分だし、間違いなく次代の火狐……ひいてはエルシエを担う一人になる。

			　そのためには、それに見合った実力が必要となってくる。それを身につけさせるのが、兄としての責務。そんなことを考えつつ、眠りについた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「長、準備はできたぜ」

			「こちちもだいじょーぶですわ」

			　村の入り口に用意した馬車に、メープルシロップとエルシエワイン、それに俺たちの分の食料と水、金貨の詰まった袋、馬の餌(えさ)を積み込んで、ロレウと妙齢の火狐レラが声をかけてきた。

			「ご苦労様。レラは、長旅は大丈夫かな」

			「はい。慣れていますわ。昔は、歌い手で色んな村を回ってましたの」

			　ずいぶんとのんびりした口調だ。レラは灰色の火狐で、一九歳だと聞いている。肉付きがよく、クウよりも色々と育っている。眉毛が太くたれ目で、全体的におっとりしたお嬢様のような印象だ。

			　クウの話では、こうした見た目とは裏腹にかなりのキレ者で、自分に何かあればユキノを代表にし、彼女に実務のサポートをお願いしたいと考えているほど、信用しているらしい。

			「それなら安心だね。今後はこうして出かけることが多くなるから」

			「シリルくん、心配はいりませんよ。レラなら全部任せて大丈夫です。私の師匠ですから。格闘術も知識も私以上です」

			「あら、クウ様。それは謙遜になりますわ。もう、クウ様に教えることはございませんもの。クウ様は私を超えましたわ」

			「クウより上かは別にしても、クウの師匠なら安心できるよ」

			　クウがそれほど信頼しているのなら、大丈夫だろう。

			　クウを超えるかもしれない格闘術と知識の持ち主なら頼りになる。

			　先日の帝国との戦いで、クウがレラではなくユキノを選んだのはレラが灰色だからだ。

			　魔力量や火魔術への適性は彼女たちの色によってどうしようもないほどの格差がある。クウやユキノのような金色や銀色は飛び抜けた力を持っているが、逆にレラのような灰色は力が劣(おと)る。それは努力で覆(くつがえ)せる生易しいものではない。だから、幼いユキノが戦わざるを得なかった。

			「これで出発する者は揃ったな」

			「うん、シリル。みんな揃っているよ」

			「行きましょうか、シリルくん」

			　予定通り、俺とルシエとクウ。それにロレウ、レラ、コンナの六人での出発だ。

			「シリル兄様、頑張って」

			「お土産(みやげ)期待していいですか？」

			「クロ、いい子にして待ってるの！」

			　見送りにいつもの妹分である火狐娘三人組が来てくれている。よく見るとクロネとケミンのおでこが赤い。ユキノが仕返しをしたのだろう。

			　可愛(かわい)らしい三人のために、お土産(みやげ)はちゃんと考えておかないと。

			　そこで違和感があった。ユキノに向かって邪(よこしま)な視線が向けられているような……。

			「ロレウ、いくぞ」

			「おっ、おう」

			　俺に声をかけられたロレウがみっともなく慌てる。

			　……まさかな。よし、馬車で確認しよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　まずは女性陣に乗ってもらい、男である俺とロレウが御者になり馬車を御する。

			「長、この馬車すごくないか？　気持ち悪いぐらいに速いし、乗り心地が良すぎるんだが」

			「色々と頑張って作ったからね」

			　馬車は特別製だ。まず馬を二頭立てにし、素材を錆び止め加工した軽量金属に変えた。そこからさらに部品の精度に徹底的に拘(こだわ)り、結果、重量を半分以下にしたうえ、摩擦を極限まで減らした。

			　車輪には特にこだわった。軽さと剛性を満たしつつ、真円に近づける。天然ゴムが手に入らなかったので、動物の死骸から石油を生成し、プラスチックを生み出しタイヤにした。

			　タイヤを履かせることで衝(しよう)撃(げき)を吸収して乗り心地ちを良くしつつ、踏破力向上を可能にした。

			「馬車だけじゃなくて馬もやべえ、これ本当に馬か？　ずいぶんと飛ばしているのに、ぜんぜんばてねえ。というか、筋肉のつき方とか、足の太さとか、明らかに別の生き物だろ」

			「丹誠込めて世話をしてくれているからだよ。美味(うま)いめしと、適度な運動のせいかな」

			　とは言ったものの、実は大魔導士シュジナのホムンクルス研究の一部を流用し、馬のほうも弄(いじ)っている。人造魔石と因子を植え付け、存在を改変した。

			　故に、馬車をひいているのは馬ではなく、馬のような何かだ。持久力と馬力が通常の二倍以上になっている上に、栄養の変換効率が高いので、エサは通常の半分で済む。

			　通常五日かかる道のりも、この馬車と馬なら二日ほどで到着するだろう。

			　速さは重要だ。この時期に一週間以上エルシエを留守にしたくない。

			　それに今後、早馬で連絡を取るシーンが増えてくる。いい馬の確保は急務だった。

			「すっげえな、こんなことまで長はできんのか」

			「できるようになったのは、実は最近なんだ」

			　馬を弄(いじ)った知識も石油の知識も、今の今までまったく思い出せなかった。あの戦いが終わってから、急に頭に浮かび始めたのだ。

			　理由は……今まではおそらく【俺】がこの知識を封印していたからだろう。封印していた理由は想像がつく。例えば石油だ。あれは危険すぎる。やりようによっては、数万人単位の虐殺すらできてしまう。

			　それを【俺】が解除したということは、状況が変わったのかもしれない。それも悪いほうに。

			【俺】に真意を質そうとしても、まったく返事をしなくなったのも気になる。こんなことは初めてだ。

			「納得いかねえ」

			「気にするな。速い分にはいいだろ」

			「そりゃ、そうだけどな。長と話をしていると頭がおかしくなりそうだぜ」

			　ひどい言われようだ。まあ、それはそれとして……。

			「ロレウ、お前は今、いくつだっけ」

			「なんだよ急に。今年で二七だ」

			「そっか、そろそろ身を固めるつもりはないか？」

			「長がそれを言うのか」

			　ロレウが微妙に不機嫌そうな顔をした。

			「もしかして、クウのことか？」

			「……長、俺がクウちゃんのことが好きだって気付いていたのか？」

			「まあ、それなりに」

			　ロレウはクウに恋をしていた。火狐たちとの親睦会で気に入って、訓練中でもクウの尻尾(しつぽ)を追いかけていたし、たまに視線がエロくて、俺は奴の目をくり抜きたい衝動に駆られることがあった。

			「ロレウは怒っているのか？」

			「悔しいが怒っちゃいないさ。クウちゃんが長を選んだ。それだけのことさ。間違っても、ルシエみたいな美少女とあんだけいちゃいちゃしているくせに、クウちゃんにまで手を出しやがってとか、それでも飽(あ)き足らず、他の女にもモテモテで羨ましいとか、幼女にシリル兄様と呼ばせて調子に乗ってるとか、そのモテ力の十分の一でも寄越せとかなんて思っちゃいない」

			「おっ、おう」

			　ロレウの本心が見えて、少しだけ引いてしまう。

			「そのあたりの話は今度にしよう。真面目な話だ。イラクサの隊長のお前が独り身なのは問題があると思うぞ、結婚はしておいたほうがいい。もういい年齢だし、子供も仕込まないとな」

			　そして、ちゃんと嫁を愛して、小さな子に邪な視線を向けるようなことを無くさないといけない。

			「それなんだがな、長。気になっている子がいるんだ。それとなく俺をその子に紹介してくれないか？」

			「うん、俺が紹介できる相手ならいいよ」

			　良かった。ちゃんと結婚するつもりはあるみたいだ。しかし、誰だろう。

			　俺はレラを紹介するつもりだった。もちろん、クウにもレラにも了承を得ている。レラは美人でエロい。男なら誰でもくらっとくる容姿だし、クウが尊敬している人物でもある。ロレウは将来性もあるし良い奴だ。

			　釣りあいが取れるし、長に続きイラクサの隊長までもが火狐と結ばれれば、エルフと火狐のさらなる友好にも繋がる。

			「長、俺な、失恋の淵に居たんだよ。長が婚約を発表するよりずっと前に、クウちゃんが長にメロメロだって気付いてな。告白もできずに毎日、クウちゃんの尻尾(しつぽ)だけを見つめる日々だったんだ」

			　唐突にロレウの自分語りがはじまった。

			「いっそ、無理やりでもクウちゃんを連れ出してエルシエから逃げようとも考えた」

			　踏みとどまってくれて良かった。そんなことをされれば、ロレウでも許せなかっただろう。彼を失うのは痛い。

			「だけどな。それでクウちゃんの笑顔が曇るのは嫌だったんだ。諦めようとしたんだが、クウちゃんの尻尾(しつぽ)が寝ても覚めても頭から離れない。そんなとき、妖精に出会ったんだ」

			　ロレウが、目を背けたくなるほどのにやけ面を披(ひ)露(ろう)してくれた。

			「俺が自主練で山に行った時だ。水音が聞こえて川に向かうと、無垢な少女たちが水浴びをしていたんだ。太陽に無垢な肌を晒(さら)して、輝く笑顔で、尻尾(しつぽ)を揺らしながら」

			　幸せそうにロレウは目を細める。そのときの情景を思い出しているのだろう。

			「その中でも、クウちゃんに負けないぐらいに綺(き)麗(れい)な銀色の尻尾(しつぽ)をした女の子に、一瞬で目と心を奪われた。それからは毎晩、その光景を頭に浮かべて一人で……って何言わせてんだよ。恥ずかしいじゃないかよぅ」

			　ロレウが照れ隠しにぽんぽんと俺の背中を叩く。大変鬱(うつ)陶(とう)しい。

			「心底気持ち悪い。というか、本気か？」

			　俺は妹分の三人に、あの川での水浴びを控えるように言うことを決意した。

			「本気だ。それからは訓練で銀色のマイフェアリー、ユキノちゃんを目で追うようになった。ますます惚れたね。一生懸命で頑張り屋さんで、気配りが出来て友達想いの美少女。あと、歳の割に色々成長してるし、尻尾(しつぽ)がやばい。モフモフしたい。たまに思うんだが、俺の目の前で揺らしてるのって、握ってくれって誘ってるんだよな？　握らないほうが失礼だよな？」

			「そんなわけあるか！　火狐の尻尾(しつぽ)を握るのは両親と伴侶だけだから、絶対無許可で握るなよ。それは強姦と一緒だし、エルシエで強姦をしたとなれば追放だ」

			「結婚すれば握り放題……あの尻尾(しつぽ)が……ごくりっ。ユキノちゃんは長のこと兄様って言って慕ってるだろ？　長が俺を紹介してくれれば、きっとユキノちゃんも頷(うなず)くと思うんだ」

			　俺は心底、ユキノを留守番させて良かったと思った。こんな狭い馬車で一緒になれば、何をされるかわかったもんじゃない。

			「だから、お兄さん。妹さんを俺にください。絶対に幸せにします」

			　俺の目を真っ直ぐに見つめて言ってくる。とても綺(き)麗(れい)な目だった。

			　だから、俺は……。

			「断る。年齢を考えろ。まだ子供だ」

			　と一蹴する。可愛(かわい)い妹をこんな獣(けもの)にやるわけにはいかない。

			「なら、あと二年待てばいいんだな？」

			「ユキノが二年後、頷(うなず)くならね」

			「へへへ、二年後が楽しみだぜ」

			「……一応言っておくけど、ユキノが頷(うなず)けばってことを忘れるな。それに、二年の間に一度でもユキノに触れたら、絶対に許さない」

			「おう、俺は紳士だ。そんな野暮なことはしないぜ」

			「あと、ちゃんとした大人の女性と一度ゆっくり話してみろ。とびっきり綺(き)麗(れい)な女性とお見合いさせる。そしたら色々と心変わりもするだろう」

			「ああ、そんなことをしても、マイフェアリーへの想いは変わらないさ」

			　とは本人は言っているが、基本的にロレウはまともに話してくれる女性がおらず、クウにあっさり転んだ男だ。クウの師匠ならあっさりとロレウを落としてくれるだろう。

			　こんな男でも、しっかりと見てくれる人が居れば変わるかもしれない。

			　ロレウはいい奴だけど残念な奴。その認識がより一層、俺の中で深まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、きっかり二日で商業都市エリンについた。関税の順番待ちとチェックをルシエたちに任せ、先行して宿を取り、商売をはじめるための下準備を開始する。

			　まず出店する許可を取らないといけない。無許可で店を開き捕まれば積み荷が全て没収されたあげくに、罰金を取られる。

			　さあ、積み荷を売りさばかないと。俺は気合を入れて歩き始めた。

		

	
		
			　

			第２話　暗躍

			　

			「戻りました、お嬢様」

			　商業都市エリンでも一際大きな屋敷、その高級感ある一室で、一人の女性が頭を下げる。二〇代後半で、執事服を着こなす美女だ。頭を下げた先には、一人の上品なドレスを着た少女が居た。
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			「おかえりなさい、じい。それで、帝国に放っていた間者はなんと言っていたのかしら？」

			　青く長い髪を持つ勝気な少女。年齢は一〇代後半に見える。エルフほどではないが、長く尖(とが)った耳が特徴的だった。彼女は水精族という種族に分類される水魔術のエキスパートだ。

			「此度の遠征ですが、帝国の遠征軍は壊(かい)滅(めつ)しました。帝国を出た四五〇〇余の兵士のうち、戻って来たのは三〇〇に満たなかったとのことです。しかも、エルフの村は勝つだけではなく、帝国の補給基地であった砦(とりで)を奪い、三〇〇ほどの難民を集めて移住させ、帝国に対する守りまで固めたと報告を受けております」

			　それを聞いた少女の目が、好奇心で輝く。

			「たった二五〇人程度の村の反乱よね？」

			「はい、そうです」

			「帝国は四五〇〇余の遠征軍よね？」

			「はい、そうです」

			「軍を率いていたのは馬鹿貴族のボンボンじゃなくて、歴戦の勇士、ルルビッシュ男爵よね？」

			「はい、そうです」

			　女性が頷(うなず)く度に、青い髪の少女はより嬉しそうな顔をする。

			「それで、エルフはどうやって勝ったの？」

			「それがわからないのです。帝国も戻ってきた兵から話を聞こうとしたそうですが、兵たちはみな心が壊れてしまっていて、まともに話が出来ず、支離滅裂なことしか言わないとのこと」

			「それほどのことをしたということね。面白い。面白いわ、じい。本国から島流しでこのエリンに来てから、こんなに心が躍るのは初めてよ。ちょうど、退屈で死にそうだったから助かるわ。念のために準備していた兵たちは解散させて」

			　青い髪の少女は心底楽しそうな笑みを浮かべる。

			「手配させて頂きます。それと、お嬢様、じいというのはよしてください。私は女です」

			「でも、すでにメイドの領域を超える仕事を任せているわ。だから、あなたはじいよ」

			「せめて、秘書とお呼びください。私のかわいらしいイメージが台無しじゃないですか」

			　さきほどまでの、完(かん)璧(ぺき)な対応を見せていた執事服の女性の態度がどこか柔らかくなる。

			「嫌よ。私のお嬢様力が下がるわ。じいかメイド以外を傍に置く気はないの」

			「もう、なんでもいいです。所詮私はしがない雇われ人……飼い主の命令には絶対服従するしかないんですね。ぐすんぐすん」

			「わかればよろしい。ふふ、私の勘が言っているの。やっと大きなことができるって」

			　青い髪の少女はにやりと笑った。その目には少女には似合わない野望の光が燃えている。

			「大きなことですか……お嬢様がこの街、エリンを治めるようになってから、たった五年でいっそう豊かになりました。商業規模は三倍ほどに膨(ふく)れ上がっています。その手腕、発想力は内外に認められています。十分、大きなことをされているのでは？」

			　その言葉に青い髪の少女は、ちっ、ちっ、ちっ、と人差し指を振る。

			「この立地でこの環境よ？　放っておいてもこの街は育ったわ。私はそれを早めただけ、作り上げたわけじゃないの。でもね、そのエルフの村の力をうまく使えば、私だけしかできないことが見えてくるのよ。欲しいわね。エルフの村の力が」

			「確かに、近頃のエルフの村は異常です。本来なら一度目の五〇〇人ほどの襲(しゆう)撃(げき)で滅んでいたはずですから」

			　青い髪の少女が頷(うなず)く。帝国は唯一の実用レベルの製鉄技術を持つ強国だ。鉄の武器を装備した兵たちの力は凄まじいものがある。それを兵数わずか一〇〇程度、五倍近い戦力差をつけられていたエルフの村が打ち破るなんて、通常では考えられない。

			　加えて二度目など、兵力差は五〇倍近い。これで勝つなんてもはや夢物語だ。

			「一度目、エルフの村が勝てたのは、信じられないことに帝国を超える品質の鉄で出来た弓矢を用意して効果的に運用したからだと聞いているわ。二度目の戦いはどうしたのかしら？　

			　気になるわ。一度、新しいエルフの長と話してみたいわね。出来ればスカウトして引き入れたいわ。小さな村で終わるには惜しい人みたいだし。そうだわ。今進めている港町の開拓。そこを任せてみましょうか。本格的に海が商業の舞台になれば、歴史が動くわ」

			　エルフの村の変化は、全て村の長が変わってからと聞いていた。

			　間者の報告によるとカリスマ性がある優秀な指導者であると同時に、軍略に長け、農業、工業に明るく、様々な発明や改革を行っているとのこと。そのどれもが生活を豊かにすることに繋がっているらしい。

			　さらに驚いたのは、帝国に滅ぼされた火狐の村の生き残りをエルフの村に受け入れた際、治安を悪化させずに良好な関係を築いたことだ。普通であれば風習が違う民族を短期間のうちに大人数受け入れれば、さまざまな軋轢が生まれる。そのことからも、新しい長の手腕の良さが窺える。

			「お嬢様、本気ですか？　エルフですよ」

			「それがどうしたのかしら？　優秀な人材が欲しいのは、為政者として当然じゃなくて？」

			「それはそうですが……火種になります」

			「結構よ。それにね、そんなことが気にならないほどのメリットがあるもの。帝国を超えるほどの製鉄の知識、これをエリンが得られれば、軍備の増強をするも、他国に売りつけるも自由自在よ。五倍の戦力を覆(くつがえ)した弓、それを一〇〇〇人ぐらいの兵士に持たせて並べてみたいわね」

			　製鉄の知識を得られるだけで国家間のパワーバランスを操作できるようになる。自国が帝国と戦う場合を想定しても、国力が勝るコリーネ王国なら優位に戦いを進められるようになるし、敵対国と争っている国に武器を供給することだって可能だ。

			　もっとも怖いのは、その知識を他の国に売られることだ。そうなれば軍事強国があっという間に出来上がってしまうだろう。

			　今までは名目上、帝国の支配下にあるエルフの村に直接接触することは国家間の火種になりえるので躊(ちゆう)躇(ちよ)していたが、今回の戦いでエルフたちが完全に独立してくれたおかげで、接触がしやすくなった。ここまで大敗しておいて、エルフの村を統治できているとはさすがの帝国も言うまい。

			　エルフが帝国に滅ぼされた暁には、難民の保護を名目としつつ有益な知識を持つエルフを確保しようと、エルフの村の近隣に兵を忍ばせていたのは無駄になってしまったが、そんなことは些(さ)細(さい)なことだ。

			「そのエルフの長、間違いなく経済感覚も優れていると思うの。考えなしに帝国から独立していたら村人たちが飢(う)えて滅んでいたはずだわ。それがない上に、二回目の戦いでは村の人口を超える難民を飢(う)えさせないばかりか支援するほどの余裕まで持っている。相当のやり手よ」

			　青い髪の少女は自分の考えを口に出すとますますエルフの村の長が欲しくなってきた。

			　年齢も若いと聞いている。いっそのこと……。

			「私の伴侶に迎えるのもいいわね。これは実際に会ってからだけど。美形じゃないと嫌だし」

			「自分の立場を考えてください。あなたの婿になるということは、この国の……」

			「それはないわよ。そういうのが嫌で、島流しを受け入れたの。そういうのは本国に残った兄妹たちが勝手にやるから私まで順番が回ってくることはないわよ。だからじいにはお姫様じゃなくて、お嬢様と呼ばせているの」

			「て言っても、お嬢様やりすぎで、めっちゃ本国から睨(にら)まれてますからね！　今でも暗殺者が普通に来てますし！　エルフを引き入れたりしたら、また増えますよ！　なんでそうやってお嬢様は私の仕事を増やすんですか。叩き潰すのは楽でも、夜にお仕事するのは肌に悪いんですよ!?」

			　あっけらかんと笑う青い髪の少女を見ながら、半泣きで執事服の女性が抗議する。

			　しかし青い髪の少女はそれをはぐらかすばかりだ。しばらくして全てをあきらめた顔で執事服の女性は口を開く。

			「……お嬢様はそういう方でした。もう好きにしてください。お嬢様、今回はたいした情報を仕入れることができなかったので、お詫(わ)びとしてエルフたちのことがわかるものを用意しました」

			　女性が指を鳴らして合図すると、扉が開きメイドが現れる。そして机の上に、皿に載った茶色いシロップがかかった焼き菓子と、二種類の瓶を置いていった。

			「これは何かしら？」

			「実は今、エルフがエリンに来て商売をしているようです。宿の予約状況を見る限り、明日引き上げるようですが」

			「気が利くわね。それにしてもエルフが商売というのは驚きだわ。彼らが売るものと言ったら毛皮製品や干し肉ぐらいだと思っていたのに。これは何かしら？　さっそくいただくわ」

			　青い髪の少女は皿に盛られた焼き菓子を、用意されたナイフで切り分けて口に含む。

			　一口食べると目を見開いて、次々に口に放り込み、一瞬で皿を空にしてしまった。

			「これはすごいわね。初めての食感。ふんわりして、もちもちして、素敵。それにくどくない素晴らしい甘味。砂糖と違って雑味もないわ。美味(おい)しくて甘いお菓子を売るほど用意できるなんて……これ、いくらで売ってるの」

			「一つ、銀貨一枚（一二〇〇円）です」

			「こんな甘くて美味(おい)しいものが銀貨一枚？　飛ぶように売れるでしょうね」

			「ええ、すごい行列でしたね。すごくいい匂いがして足を止められちゃいます。冷めても美味(おい)しいですけど、焼き立てはもっとすごくて、思わずおかわり……」

			「そう、じいは焼き立てを二つも食べたの。それも仕事中に。一つ目は調査と言い切れるけど、二つ目はどうかしら？」

			「ぎくっ!?　まっ、まあ、それは置いときましょう。他の二つもすごいんですよ」

			　露骨に執事服の女性は話題を逸らす。

			「一つは、焼き菓子にかかっている甘いソース、それの元になったシロップです。価格は金貨一枚（六万円）です」

			「砂糖と同じぐらいの値段ね」

			「はい。ですが、この焼き菓子で魅(み)力(りよく)に気づくと買っちゃうんです。私も、自分用に一瓶買いましたし」

			「ほう、勤務中に買い食いを楽しんだだけじゃなくて、個人的な買い物ね。……聞かなかったことにするわ。でも、本当に甘いわね。それも上品で洗練されている甘さ。これが金貨一枚なら、百本単位で買いたいわ。そもそもこの瓶がすごいわよ。信じられないほど透明度が高くて不純物がないガラス、これは弓と蔦と、狐の尻尾(しつぽ)かしら？　かわいい彫りまでいれられていて、こんなのエリンでも作れないわ。芸術品よ。この瓶だけで金貨一枚ぐらいの価値があるわ」

			「そう思って商人たちが集まっていましたが、こだわりがあるらしく、一人につき二本までと決められていました。今日売る分も決まっていて、残りは明日売るとのことでした。それを逃したら来月の同じ日だとのことです」

			　青い髪の少女は顎(あご)に手を当てて考える。生産が間に合わないのが理由なのか？　それとも。

			「きっと、ブランド作りね。今ある分を全て売り飛ばすことよりも、希少性で価値をあげるためにあえて流通量を絞っているんだわ。瓶の質や彫りもそういう理由ね」

			「私も同意見です。最後にお酒です。シロップを原料にしたお酒でエルシエワインと言うそうです。こちらは銀貨二〇枚（二万四〇〇〇円）」

			「強気な値段ね。銀貨一枚もだせば、それなりのワインを買えるのに」

			「それでも、期待はありますね。さすがの私も、勤務中なので味見はできていないですが」

			「そこは踏みとどまったのね」

			「褒(ほ)めてくれてもいいんですよ？」

			　執事服の女性がえらそうに胸を張る。どんどん有能そうな仮面が外れていく。

			「調子に乗らないで、じい。当たり前のことをしただけよ」

			　青い髪の少女は苦笑しながら告げる。

			「じいも味見できてないことだし、このお酒は、私が目の前で飲んであげるわ」

			「お嬢様、仕事中に昼間からお酒とは、ずいぶんと良いご身分ですね」

			　さきほど怒られた腹いせに、ジト目で執事服の女性は青い髪の少女を見つめる。

			「お酒一杯で仕事に影響が出るほど柔な体はしていないわ。それに、エルフを知るために必要なこと。これも仕事だわ。じいも飲みなさい。仕事よ」

			「仕事ならしょうがないですね。ぜひご相伴にあずかります♪」

			　彼女は仕方ないとは言いながらも、嬉しそうにグラスにお酒を注いだ。

			　甘酸っぱく、胸がすっとする香りがあたりに広がる。

			　青い髪の少女と女性はグラスをぶつけて乾杯してから、ゆっくりと味わう。

			「いいお酒だわ。これなら、銀貨二〇枚払ってもいい。甘いけど、その甘さが自然に消えていく。まるで雪のよう。後味が最高だわ。ほどよい酸味、これはクランベリーね。使っている水そのものも美味(おい)しいわ。すごく透明で、いくらでも飲めそうなお酒。じい、買い溜めしておいて、気にいったわ。一人二本なら使用人一〇人ぐらい連れて行って。贈呈品用として、取っておきたいの」

			　青い髪の少女は心底驚いていた。

			　エルフが用意した三つの商品はどれもよく売れ、金になる。これほど魅(み)力(りよく)的な商品を作り出せるとは思っていなかった。これなら少量の輸送量かつ短期間でも莫大な儲けがでる。エルフの村のような小さな村なら、月に一度程度の行商でも村人全員を養えるだろう。

			「いったい、どれほどの知識がエルフの長の頭にはあるのかしら。本当に惜しい、小さな村じゃできないことも、エリンと、この私ならやらせてあげられるのに……。そういえばじいは、自ら買いに行ったのよね？　長らしき人はいたの？」

			「はい、長と呼ばれる男性が居たので間違いないかと」

			「イケメン？」

			　問われた女性は、主の反応を予想し、言いたくないとは思いつつも口を開いた。

			「はい、イケメンです。でも、お嬢様よりも年下で一〇代半ばぐらいに見えましたよ」

			「私、年下が好きなの。ますます欲しくなったわね。絶対に手に入れるわ」

			「もし、断られたらどうします？」

			「戦争よ」

			　その一言で女性が身を硬くする。

			「正気ですか？　相手は四五〇〇人の帝国兵を蹴散らす化け物ですよ。私の力をあてにするのもいいですが、限度がありますよ？　せいぜい私の戦力は兵士一〇〇〇人程度です」

			　その言葉を聞いた青い髪の少女は悪戯(いたずら)っぽい笑顔を浮かべる。

			「別に殴りあうだけが戦争じゃないわ。文化でも侵(しん)略(りやく)できるし、商業でも包囲戦はできる。これも立派な戦争よ。それもエリンが圧倒的に優位な、ね。エルフの村はエリンという街がないと立ちゆかないはずだわ。ひとまずは、エルフの村に行く準備をしましょうか」

			「呼び出さないんですか？　今こちらに来ているのに」

			「私がエルフの村を見たいのが一つ、あとは、こっちから出向いたほうが印象がいいでしょ？　数日留守にしてもいいように、スケジュールを調整しないといけないわね」

			　青い髪の少女は口笛を吹きながら、どうやってエルフの長をスカウトするか考え始めた。

		

	
		
			　

			第３話　麻

			　

			「兄ちゃん、わりいな。金貨四枚（二四万円）も払ってもらって。うちの半月分の利益だぜ」

			「適正価格ですよ。この立地で商売をさせていただくなら、これぐらいは当然、払わせていただきます」

			「そうかそうか！　明日と明後日、この屋台は好きにしていいぜ」

			　俺は富裕層が住むエリアの隣、そこにある屋台の店主に金貨四枚（二四万円）を支払っていた。一日二枚（一二万円）の計算だ。

			　商業都市エリンでは、店を出したい商人が多く、例えば屋台でも高額な権利書が必要になる。こんな好条件の立地に至っては金を積んでも手に入らない。

			　エルシエの商売はせいぜい月に三日程度の不定期であることもあり、年単位の権利書を購入するのは割に合わず、なおかつ申請しても審査に時間がかかってしまう。

			　だから、立地がよく、なおかつ儲けが出ていなそうな屋台にかたっぱしから声をかけて二日分の権利を借りようと奮闘し、ようやく最高の場所を確保したのだ。

			「でっ、兄ちゃん。何を売るつもりなんだ？」

			「砂糖みたいなものと、甘いお菓子、それに酒です」

			「そんな高級品を売るのか、そりゃ羽振りもいいわけだわ」

			「というわけで、お近づきの印です」

			　俺は笑顔を浮かべて、エルシエワインを手渡す。本来関税を通さないといけないが、一、二本ぐらいならこっそり持ち込める。俺は二本だけこういう時のために持ち込んでいた。

			「こりゃありがてえな。この場で飲んでいいか？」

			「どうぞ。ぜひ感想を聞かせてください」

			「んじゃ、遠慮なく」

			　豪快に喉をならして、いっきに瓶の半分ほどを飲み干した。

			「うめえな、これ。金出すから売ってくれねえか？　一本じゃ足りねえ。これで買えるだけ頼む」

			　そう言って男は銀貨を二〇枚（二万四〇〇〇円）ほど取り出した。

			「やめたほうがいいですよ。金持ち用の高級酒ですので、一瓶で銀貨二〇枚です」

			「そりゃあ、俺の収入だときつい値段だ。だが、その価値はある……くそ、先に言っておいてくれよ。もっと味わって飲めばよかった。わかった、せめて一本だけくれ！」

			「それは構いませんが……いいんですか？」

			「ああ、今日は結婚記念日だ。妻に持って帰ってやろうと思ってな。こんな美味(うま)い酒、独り占めするのはあいつに悪い。二人でやるには半分になった瓶じゃ足りねえ。今日ぐらい贅(ぜい)沢(たく)してもいいだろう。金も入ったし」

			　笑顔で頷(うなず)いて酒をもう一瓶渡し、銀貨二〇枚を受け取った。

			「いい夜を」

			「おうよ。そういや兄ちゃんは結婚してんのか？」

			「つい先日、婚約をしたところです。ここには出稼ぎと食料の補充、それと式に必要なものを買いに来ました。故郷に戻ったらきちんと式をあげようと思います」

			「商売うまくいくといいな。仕事もだが、家庭も頑張れよ。一度尻に敷かれたら、一生そのまんまだぞ」

			　俺は苦笑して、権利書の写しを受け取り、もし本物が必要になったときのために店主の連絡先を聞いて別れた。最後に店主は街で一番の仕立て屋を紹介してくれたが、それが前回服を買った店と一緒で笑ってしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「長、あの行列はほんとうんざりするな」

			「だよね。エリンについたのはお昼をちょっと過ぎたばかりだったのに、もう日が沈みそう。私もシリルと一緒に先に入ればよかった」

			　ロレウやルシエたちがようやく関税のチェックを通過して街に入ってきた。

			　関税では金貨二枚（一二万円）ほどの支払いが必要だった。今回持ってきたのはメープルシロップ一五〇本、エルシエワイン五〇本。全て、関税での扱いは「酒類」だった。

			　金貨二枚（一二万円）は一本あたり銅貨一〇枚（四〇〇円）の関税と基本料金を合わせての金額だ。屋台を借りるのに必要だった金を合わせると金貨六枚（三六万円）。商売の準備だけでどんどん金が減っていく。

			　二泊三日の宿代も合わせてしまえば、三日で金貨一二枚（七二万円）これだけ稼(かせ)がないと赤字だ。

			　馬車は前回と同じ宿を借りたのでそこに繋いだ。あそこは高いが倉庫を貸してくれるし、馬の面倒も見てくれ、料理が美味(うま)くサービスが行き届いている。わざわざ別の宿を取る気にはなれなかった。

			　今回は三部屋取ってある。俺とルシエ、クウの三人、灰色の火狐レラとコンナの二人、そしてロレウという割り振りだ。

			　男と女で二部屋にすることも考えたが、ロレウと一緒に寝るよりもクウやルシエと一緒に寝たほうが嬉しい。

			「それで、シリルくん。今日はこれからどうします？」

			「まずは食料の注文だな。二日後の夕方に出発するから、それまでに届けてもらう。その次に服屋だ。ルシエとクウの結婚式用のドレス、それとロレウの服を買わないといけない」

			　ルシエとクウが目を輝かせた。二人ともお洒落が好きなので、ウェディングドレスが今から楽しみなのだろう。

			「おい、長、ルシエとクウちゃんのドレスはわかるが、なんで俺の服も買うんだ？」

			「その恰好で立っていると、売れるものも売れなくなる。ちゃんとエルシエを出る前に、可能な限り清潔でいい服を持って来て着替えろと言ったよな？」

			　俺の言いつけを守り、ルシエとクウは俺がプレゼントした最高級の服を着ており、レラは火狐の皆にこの街で買った仕立てのいい服。コンナは前回エリンに来たときに持ち帰った布で冬の間に作った服を着ていて、とても田舎から出てきたようには見えない。

			　女性陣はその美貌と、それを引き立てる服のおかげで男どもの視線を集めている。

			　だが、ロレウはいつも通りのぼろぼろの服。一応申し訳程度には洗濯してあるようだが、エリンでは浮いている。

			　ちゃんと、ロレウの分もエルフの女性陣に仕立ててもらったというのに……

			「いや、綺(き)麗(れい)な服は肩がこるんだよ。俺の恰好なんて誰も気にしねえって」

			「そうか、なら汚らしい店員が屋台で売り子をしていて、それでもお前は気持ちよく買い物ができるか？　取り扱うのは食べ物だぞ？」

			　ロレウは顔をしかめた。

			「そこまでひどくねえよ」

			「俺たちから見れば、な。だが、今回のメインの客層は金持ちだ。そういう連中が今のお前を見て、どう思うか考えてみろ。というわけで、金は俺が出すから服を着替えろ」

			「俺のせいで余計な出費を……すまねえ、長」

			「一度目のミスは気にしないでいいよ。ちゃんと理由まで話さなかった俺のミスでもあるから」

			　俺は相手がミスをした場合、一度目は笑って許す、二度目は怒る。三度目は見切りをつけるようにしている。

			「ああ、気を付けるよ」

			　ロレウが珍しく殊勝なことを言って、頭を下げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、小麦と大麦、ジャガイモ、それに、減って来た酢(す)を限界まで注文して、宿に届けてもらうことにした。ジャガイモが買えたのは嬉しい。これだけあればガラスハウスいっぱいに栽(さい)培(ばい)できる。

			　カブを収穫し終わったら、頑張って植えよう。

			　そして、アクセサリーの素材用として売られていた硫黄をあるだけ購入した。硫黄は透明感がある黄色の鉱石だ。地球でも昔はアクセサリーとして使われていた……今では、アクセサリー以上に、実用品としての需要が多い。……俺も当然そちらの用途のために購入した。

			「シリル、上機嫌だね」

			「掘り出し物があったんだよ！　本当に来てよかった」

			「もしかして、あの種ですか」

			「そう、種だ！　あれは麻って言ってね。あれより使える植物を俺は知らない」

			　麻の種が並んでいたので、大量に買い込んだ。これは難民が集まる砦(とりで)で栽(さい)培(ばい)させる。小麦や大麦、塩を支援する代わりに労働力を頂く形だ。

			　ドワーフのクイーロの力を限界まで使って砦(とりで)内の土地を耕(たがや)したので、砦(とりで)内に農地は有り余っている。俺が渡した最低限の種芋では、到底その土地は使い切れなかった。

			「この種が成長すると、砦(とりで)が麻の葉っぱで一面、緑になるよ」

			　麻は最高だ。生育が早い一年草で、いつでも植えることができ、短期間で収穫できる。

			　用途も多岐に渡り、エルシエで不足している布や縄、籠(かご)等の材料になるし、上質な紙も作れる。麻の実も葉っぱも栄養満点で、美味(びみ)だし保存が利く。油がとれるのも見逃せない。

			　薬の原料としても利用が可能だ。特に痛み止めを作って在庫を持っておきたい。

			　封印の一部が解除された名前も知らない【俺】の薬物知識を使えば、遺伝子組み換えを行い、もっとも洒落になっていない成分を、もっとも有効な強さに調整できる。種を調べたが今のままではその成分が弱すぎる。

			　これを使えば帝国を弱体化させつつ、大量の資金を得ることが可能だ。それこそ、金貨数万枚単位での。

			「一面の緑か、綺(き)麗(れい)そうだね。ちょっと見てみたいかも」

			「私もです。シリルくんがそこまで言う植物ですし」

			「うん。いいよ。収穫の時期になったら三人で行こう。本当に鮮やかで綺(き)麗(れい)な緑が、ぶわーっと広がってすごいんだ。今から楽しみだよ」

			　国家間での対立の場合、一人二人を殺したところで、らちが明かない。帝国ならこの前与えた五〇〇〇人近くの損失だって、数年経てば回復する。その度に命がけの戦いをする必要がある。

			　だが、ようやく国を傾けるほどのダメージを与えるだけの武器が手に入った。しかも、こういうものはこの世界では出回っていないので、対策もろくにできないだろう。

			　それどころか、それが出回れば、止めるべき連中も喜んで受け入れ、むしろ率先して使ってくれるかもしれない。

			　トップの頭がまわらなくなれば、二次災害も期待できる。本当に来て良かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レラやコンナと別れ、四人で服屋にたどり着いた。

			　別れるまえに、五人にそれぞれ銀貨を六〇枚（七万二〇〇〇円）ずつ渡した。せっかく街に来たので楽しんでもらいたい。これぐらいの役得はあっていいだろう。

			　コンナは文字の読み書きも計算もできないが、レラが一緒について面倒を見てくれるので、ちゃんとお金を使えることだろう。

			「レラはすごいんだな。読み書きと計算ができるなんて」

			「はい、私の師匠ですから」

			　読み書きも計算も、この時代は普通、ある程度権力がある親を持つ子供しか教わらない。だが、レラは普通の家庭に生まれたと聞いているので不思議だ。それに、たまにだがクウを見る目に険がある。

			「今度ゆっくり話してみるよ。ロレウのこともあるし」

			「ですね。レラは美人で優しくて頭もいいのに、灰色だったから火狐の村だと避けられていたんです。生まれてくる子供も、才能がない灰色になっちゃうって。でも、ロレウさんなら、ちゃんとレラのいいところを見てくれると思うんです」

			「それでか」

			「どうしたんですか？」

			「いや、なんでもない」

			　クウは黄金、数ある火狐の体毛の中でもっとも強力な存在、それに比べて灰色はもっとも力が劣(おと)る存在。色々と複雑な感情があるのだろう。

			　だが、それだけとも思えない何かを俺は感じ取っていた。

			「ロレウ、なんでそんなに体を小さくしているんだ？」

			「俺、こういう空気、苦手なんだよ」

			　確かに店構えからして高級感が溢れている。ロレウは場違いだ。

			「いいから、入れ」

			　だが、もたもたしている時間はないし、ロレウにはこういう場になれてもらう必要もある。俺はロレウの手を強引に引っ張って店の中に入った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いらっしゃいませ。ああ、あのときの旦那様。また来てくださったのですね」

			「この前買った服が気に入ったからね」

			「それは重(ちよう)畳(じよう)、後ろに居る奥様方も私どもの服を着こなしてくださっているようで、感無量です」

			「まだ、妻というわけじゃないけどね。婚約したんだ。よく、そういうのがわかるな」

			「それはもう、雰囲気でそういうのはわかるものですよ。それで、今日はどのようなご用件で？」

			　にこやかな笑顔を浮かべつつ、服屋の店主がすり寄って来た。

			「二つある。一つは、この男の服を見繕って欲しいんだ。金持ち相手の商売をするから、なるべく清潔な印象を与えるものがいい。それでいて可能な限り疲れない服を頼む。予算は金貨一枚（六万円）」

			「かしこまりました。あまり締め付けないタイプの服がいいですね。トム、あなたに全てを任せます。誠心誠意、最高のコーディネートを」

			「はい、親方！」

			　服屋の店主が店員を呼び、その店員はロレウを伴って消えて行った。

			　上客だと思ってくれるからこその対応だろう。

			「二つ目はなんでございましょう？」

			「近いうちに結婚式をあげるんだ。二人に最高のドレスを」

			「それはそれは、気合が入りますね。これだけの美人ですから、それに見合うドレス、それも人生で一度の晴れ舞台を彩(いろど)るドレスを作る。私にも覚悟がいります」

			　褒(ほ)め千切られて、ルシエとクウが俺の後ろで照れている。

			「そこは店主のセンスを信じるよ。何も要望はつけない。だから最大限、二人の魅(み)力(りよく)を引き出すドレスを頼む。二人もそれでいいかな？」

			「うっ、うん、いいよ」

			「わっ、私も構いません」

			「二人とも緊張しすぎだよ。もっと余裕をもたないと」

			　そうは言っても、なかなか緊張はほぐれないようだ。

			「それで旦那様、予算はどの程度を見込んでおりますか？」

			「一人金貨一〇枚（六〇万円）。それで足りなければ応相談。期日は二日後の夕方、二人はここに預けていくから。それでなんとかなるか？」

			　今回は俺が指導しながらロレウ、コンナ、レラの三人で商売をするので二人は居なくても構わない。このためだけに連れてきたようなものだ。

			「はい、それだけの予算があれば最高のものを約束しますよ。納期は正直、かなり厳しいですが、他の仕事を全て放り出してでも、エリン一の仕立屋のプライドにかけて完成させましょう」

			　やる気に満ち溢れ気持ちのいい返事を返す店主、それとは裏腹にルシエとクウは大きく目を見開いていた。

			「しっ、シリル、金貨一〇枚って！」

			「そっ、そんなにですか!?　小麦がどれだけ買えるんでしょう……」

			　あまりの金額に、二人が目を回しそうになっている。

			「お金は有効活用しないとね。それにこっちはエルシエの財布じゃなくて、俺の財布から出すから気にしなくていいよ」

			「でも、もったいない気がするね」

			「すっごく嬉しいですけど、さすがにそこまでしていただくのは」

			「俺が見たいから俺が金をだす。結婚式なんて一生に一度しかないんだ。だから、予算は出し惜しみせずに最高の二人を見たい。そんなに深く考えなくていいよ。可愛(かわい)い二人を見せてくれれば、それでいいから」

			　そう言うと、二人とも顔を赤くして、小声で相談してから服屋の店主と俺に頭を下げた。

			「よろしくお願いします」

			　そして、ルシエとクウの二人のウェディングドレス作りが始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その夜は、服屋で精神的に疲れ切ったルシエ、クウ、ロレウを宿まで送り届けた後に、武器を取り扱う店で俺がクイーロのときに作ったナイフを三本ほど売って金を作った。

			　きちんと価値を理解できる店主だったおかげで高く買ってもらえた。

			　これでドレス代の穴埋めをすることが出来た。俺のナイフは手に入れたからと言って製法がわかるものでもなく、たった三本では戦力に影響がでないと考えた。

			　だが、きな臭い連中の手に渡ってしまったことは気になる。

			　エリンに入ってからずっと、三人ほどに尾行されている。つけているだけではなく、宿の女将や、服屋、武器屋、屋台の店主などに俺が何を売り買いしているかを聞いているみたいで、さっきの武器屋にいたっては、俺が売ったナイフをその場で買っていた。

			　俺は気付いていない振りをしながら、風が存在する区間の情報を感じ取れる【知覚拡張】で逆に様子を探っていたのだ。

			　聞きこみされた相手の反応から、少なくとも怪しい者ではなく、この街で顔が利き信頼されている者だということがわかった。

			　だが、目的がわからない。耳を隠しているのでエルフであることはバレていないはずだ。

			　そもそも、金になると思い攫(さら)うつもりなら、ここまでしないし、こうして、一人きりでわざわざ人通りが少ない路地裏に来てやったのに手を出さない理由もない。

			「さて、なんのつもりだろうね」

			　逆に捕らえてやることも可能だが、害がない限りは捨て置くと決め、その場を去った。

			　エリンを去るまでの三日間。徹底的に警戒しなければ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その翌日、俺を尾行していた者……なぜか執事服を着こなした二〇代後半の女性が、ほくほく顔で俺たちが売るクレープを三つも食べ、メープルシロップ二瓶とエルシエワイン一瓶を買っていった。あげく数時間後、一〇人ほど人を引き連れて戻ってきたと思えば、一人二瓶限定で売っていたエルシエワインを皆に買わせていった。

			　ついでにそのとき、さらにクレープを二つ平らげている。

			　そして再び、今度は一人だけで戻ってきて。

			「やっぱり私の分は必須！　高いけど！」

			　と叫び銀貨四〇枚を叩きつけて、最後に残っていたエルシエワインを二瓶買い、スキップしながら去っていくのを見て、俺はひどくやるせない気持ちになった。

			　こんな相手を、警戒し続けていた自分がひどく間抜けに思えた。

			「あいつは何がしたかったんだ」

			　メープルシロップは全て売り切っていたが、半分近く残っていたエルシエワインを全て買ってしてくれたことに感謝をしながら、茫然として呟(つぶや)いた。

		

	
		
			　

			第４話　新たな戦いの予兆

			　

			　エリンでは、俺の情報を集める尾行者がいたものの、無事ノルマを達成した。

			　持ち込んだメープルシロップとエルシエワインを全てさばき、現地でシロップ以外の材料を購入したクレープもかなりの売り上げとなり、合計で金貨一四〇枚（八四〇万円）、銀貨一八八八〇枚（二二五万六〇〇〇円）も手に入れることができた。

			　三日でこの売り上げなら、十分すぎるほどだ。

			　その間、ロレウとコンナには接客業を叩き込み、火狐のレラにはクレープ作りを教えた。三人とも要領がいいので、次からは任せてしまって大丈夫だろう。

			　大量に買い込んだ食料や酒、酢(す)などの調味料は無事宿に届いているし、ウェディングドレスも完成し、ルシエとクウがほくほく顔で取りに行っていた。

			　残念なのはルシエとクウが俺にウェディングドレス姿を見せてくれないことだ。これは当日のお楽しみらしい。

			　そして、俺が個人的に頼んでおいた紺色を基調としたエプロンドレスも完成した。これはユキノへのお土産(みやげ)だ。残る二人の妹分、ケミンとクロネには街で流行しているアクセサリーを買ってある。

			「シリル、これからどこへ行くの？」

			「片付けと荷物の積み込みはロレウたちがやってくれているから、その間に鶏(にわとり)を買いに行く。宿で卵料理を出していただろう？　あれはある養鶏場から仕入れているらしいから、そこを紹介してもらった。雌鶏を売ってもらえるように交渉するんだ」

			「それはいいね。エルシエで卵が食べられるなんて最高だよ」

			「うん、高い買い物になるけど、買っておきたいかなって」

			　この世界で、卵は高い。三つで銀貨一枚（一二〇〇円）はする。

			　ぜひ購入したいのだが、問題もある。卵の価値が高いので、定期的に産む鶏はより高額になる。

			　一日一つの卵を産む鶏は半年で金貨一枚（六万円）以上の価値を生み出すから、なかなか持ち主が手離さないのだ。

			　たった一羽の鶏を買うのに、金貨二枚を取られてしまうこともざらにある。

			　エルシエの人数を考えると五〇羽は購入したいが、そうすれば金貨一〇〇枚となり、今回の売り上げのほとんどが消える。

			「卵ですか、美味(おい)しいですよね。私も大好物です。なんとしても手に入れて欲しいです」

			「それは運次第かな。お金を積んでも売ってくれないかもしれないし」

			　養鶏場も鶏の数に余裕があれば、相場以上のお金を積むことで譲ってくれるだろうが、鶏を増やすのに苦労するぐらいなら、なかなか売ってはくれないだろう。

			　エリンで一番規模の大きい養鶏場らしいので、余裕があると思いたい。

			「買えるといいですね。買えなかったら、シリルくんからもらったお小遣いで買えるだけ卵を買って、皆に振る舞います」

			「やめたほうがいいと思うよ。馬車は揺れるから帰る前に割れちゃう」

			「尻尾(しつぽ)で包めば大丈夫です！」

			「それだと数人分しか持って帰れないよ」

			「ううう、もっと私の尻尾(しつぽ)が立派なら」

			　俺は苦笑する。火狐の皆が羨むあの尻尾(しつぽ)で満足しないとは、なんて贅(ぜい)沢(たく)な話だ。

			「えい」

			「きゃっ」

			　クウの尻尾(しつぽ)をぎゅっと掴(つか)むとクウが飛び上がった。

		

	
		
			[image: p059.jpg]
		

	
		
			「何するんですか！」

			「急にクウの尻尾(しつぽ)を握りたくなってね。伴侶は尻尾(しつぽ)を握っていいんだろう？」

			「時と場合を選んでください。こんな人目のあるところで……その、恥ずかしいです」

			　顔を真っ赤にして消え入りそうな声でクウが言う。こんな反応をされると罪悪感が出て来る。

			　未だに火狐の感性がよくわからない。

			「いいな、シリル。私もユキノちゃんの尻尾(しつぽ)をぎゅっとしたい」

			「……俺が言うのもなんだけど、嫌われたくないなら止めたほうがいいよ」

			　ルシエは新しく出来た家族の尻尾(しつぽ)を頭に浮かべて、恍惚とした目をしていた。おそらく握れば普段おとなしいユキノも本気で怒るだろう。それはそれで見てみたいが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「鶏を売ってくれだ？　今年は雛がたくさん孵(かえ)ったからいいけど、高いぞ？　おたく、金あんの？」

			　養鶏場につき宿の女将にもらった紹介状を渡すと、養鶏場主は不審そうな表情を浮かべた。

			「うん、大丈夫。何羽までなら売ってもらえるかな？」

			「そうだな……得意先への卵の供給量を考えると、売っていいのは二〇羽ってところだな。それ以上はいくら金を出されても売れねえ」

			　二〇羽か、残念だ。もう少し数が欲しかった。

			　だが逆に考えると、それぐらいの数なら木箱に藁(わら)をいれれば持ち帰れるから、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使う必要がなくなる。

			「一羽いくらで売ってくれる？」

			「あの人の紹介だし金貨二枚（一二万円）にまけといてやる」

			　予想通りの値段。ヤギの二倍以上の価格だ。

			「二〇羽まとめて買うから、少しまけてくれないか？　金貨三〇枚（一八〇万円）でどうだ？」

			「それなら、売らん。放っておいてもそれぐらいの金は生んでくれるからな」

			　確かにそうだ。これ以上の交渉は無意味だろう。それに、もっと面白いものを見つけた。

			　養鶏場主が売ろうとするのは、ある程度歳をとって卵の産める期間の少ない鶏だ。それよりも魅(み)力(りよく)的なものがあった。

			「わかった。なら二〇羽を金貨四〇枚（二四〇万円）でもらうよ。それと、あそこにいるひよこを売ってもらえないか？　そっちは一羽いくらかな？」

			　大人の鶏の集団が居る横に大量の黄色い塊(かたまり)……ひよこが居た。

			　二つに分けられており、一つは丁寧に世話をされているようだが、もう一つはぞんざいに集められただけのようだ。俺は後者を指さす。

			「あれは、雌を仕分けたあとの残りだぞ？　どうせ何羽か肉用に育てて後は処分するぐらいしか用途がないしな。金貨二〇枚も払ってくれたんだ。おまけにしてやんよ。雛でも串焼きにすりゃ軟らかくてうめえぞ」

			「お言葉に甘えて選ばせてもらおう」

			　鶏の数を増やすためにある程度は雛を孵(かえ)す。雛が孵(かえ)ると雌雄鑑別をするのだが、これがひどく難しい。

			　その道のプロでも何割かは失敗する。というよりも雌のくせにプロが見ても雄にしか見えないような個体も存在する。

			　しかし、俺なら魔力を通した反応でわかってしまう。人でも動物でも、雄と雌だと魔力を通したときの感触が違うのだ。

			「これだけもらえれば十分だよ」

			　三〇〇羽ほどのひよこの中から二一羽を選んだ。

			「あんた、もしかして、それ全部雌だったりするのか？」

			「まさか、そんなわけないじゃないか」

			「そっ、そうか。じゃあ、馬車で運ぶんだろう？　ちょうどいい木箱を探してくるからちょっと待ってろ」

			　そう言って養鶏場主は消えて行った。

			「シリル、本当はどうなの？」

			「本当に全部雌ってわけじゃないよ。ちゃんと、数を増やしていくために五羽ほど雄も選んでいる。あとは全部雌だ。生後二週間ぐらいのひよこたちだから三か月もすれば卵を産んでくれるし、数を増やせるようになる」

			　しばらくは、エルシエ全体には行き渡らないがちょくちょく小出しにしていこう。

			　買った雛が大人になるころには皆、週に一度は卵が食べられるようになるし、もっとすれば毎日食べられるようになる。

			「シリルくんって本当に色んな特技がありますね。エルシエの外のほうが才能を活かせるんじゃないですか？」

			「そうだね。シリルだったら、もっと色んなことが出来るのに、私たちが引き留めちゃってるんじゃないかなって思う時があるよ」

			　ルシエとクウが寂(さび)しそうな表情を浮かべた。

			　彼女たちの言うとおり、例えば俺一人ならエリンでも帝国でも、大きな街に出て商売を起こせば、それなりの富も手に入るし、女だって名誉だって手に入れられる。

			「出来ると思うよ。でも、俺は今が幸せなんだ。可愛(かわい)い嫁が居て、気のいい仲間に囲まれて、飯がうまくて、気持ちよく笑える。それ以上のことは望まないよ」

			　それは俺の本心だ。富も名誉もそれなりにあればいい。そんなものはもう飽(あ)きるほど楽しんだ。エルシエの生活のほうが、魅(み)力(りよく)的にうつる。

			「シ―――リル」

			　ルシエがぎゅっと抱き着いて来た。

			「いきなり、どうしたんだ？」

			「ううん、なんでもない。ただ、そういう気分になっただけ」

			　女心は難しい。改めて俺はそう思った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　鶏とひよこを詰め込んでからロレウたちと合流して、エルシエに向けて出発した。

			　鶏はひどい悪臭を放つ上にうるさく、旅の快適さを著(いちじる)しく損なったが、卵を食べられるという期待からか、みんな我慢することが出来た。

			　馬車の荷台が重くなったことで、さすがに魔改造された馬と馬車でも三日かかり、ようやくエルシエについた。

			　エルシエに戻る間、レラには積極的にロレウと話してもらった。

			　レラ自身、身を固めたいという意識がある。彼女とロレウの結婚はエルシエの今後の発展に繋がるし、ロレウの成長も期待できる。なによりロレウを放っておくとユキノが危ない。

			　だいぶ二人は打ち解けて来ていて、楽しく会話するようになった。これで一安心だ。

			　そして夜、見張りをしつつ、焚(た)き火を囲み雑談しているとロレウが……。

			「レラ、胸でけえよな。まじ、でけえよな」

			　とか、にやけた面で言ったり。

			「あの子、絶対俺に気があるぜ。やらせてくれるかな？　でも、俺にはマイフェアリーが居るし、くうぅ。モテる男は辛いぜ」

			　とか、ドヤ顔で言ったり。

			「長、俺決めた。俺は自分の気持ちを信じる。彼女には辛い思いをさせてしまうよ」

			　とか、決め顔で言ってきた。

			　他にも色々と言ってはいたが、精神衛生上よろしくないので、適当に聞き流したのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クウとレラはヤギ小屋の増築棟に鶏とひよこを放してきて。ルシエとコンナはエルシエの皆に俺たちが戻ったことを伝えて。俺とロレウは倉庫への食料の運びこみ、それとクラオから俺たちが不在の間の話を聞く。それぞれの仕事が終わったら、今日は解散だ。長旅の疲れもある。ゆっくり休んでくれ」

			　エルシエにつき、こうして役割分担をしてから解散した。

			　旧村長宅につき、中に入る。周りを見ながら歩くが、掃除が行き届いている。俺とルシエが掃除をしていたときよりも丁寧な仕事ぶりだ。ユキノが頑張ってくれているのだろう。後で褒(ほ)めてあげないと。

			　長の執務室に入ると書類仕事をこなしていた一人の男が顔をあげた。

			　歳はロレウよりも上で、エルフには珍しい細面で学者肌の男だ。

			「おや、シリル様。やっとお帰りになったのですね。このクラオ、シリル様のご帰還を一日千秋の思いで待っておりました。さあ、この卑しきクラオに英知を授けてくださいませ！」

			「ただいま。留守の間、エルシエを守ってくれてありがとう。英知をって言うけど、教えることはもうないよ」

			「いえ、まだまだです。今は理解もせずに、シリル様の教えを守っているだけ、その教えの一つ一つに隠された真意をご教授願いたいのです！」

			　クラオは、俺とロレウが合わせて不在になる機会が増えたので、新たに指名した長の代理だ。

			　ロレウは長の代理の役職を離れ、正式にイラクサの隊長となった。エルシエの中では三番目に権力を持っていることになる。

			「そっちは話すと長くなるから、また今度」

			「このクラオ、いつまでも待ち続けますので、ぜひに、ぜひに」

			「あっ、ああ」

			　妄信といっていいほどクラオは俺に憧れている。

			　イラクサの訓練を指導する合間に、長の代理としての業務を教えていた。

			　その際に時間がなかったので、とりあえずこうしておけば大丈夫という長のマニュアルのようなものを作り手渡した。意味をかみ砕いて教える時間がなかったので、本当にただの行動指針を示しただけのものだ。

			　するとこの男は、数百回、数千回と読み込んで、内容だけではなく一文字単位で全て暗記した。凝り性の俺が作ったので、百を超えるページ数に紙を無駄にしないためびっしりと細かい文字で書きこんであるにもかかわらず、だ。

			　おかげで俺の不在時でもエルシエは問題なく活動できている。

			「いつも感謝している。クラオが居るから安心して留守にできるよ」

			「はは、もったいないお言葉です」

			　もっとも、この男はトラブルにはめっぽう弱い。マニュアルに書いてないことができない。頭が悪いわけでも、要領が悪いわけでもない。ただ、俺の意にそわない行動をすることを極度に恐れている。

			　たいていのことは保留にして俺が戻るのを待つように指示をしているが、万が一俺の判断を待つ時間がない状況が訪れてしまったとき、この男がどうするかは不安の一つだ。

			「変わったことはなかったか？」

			「ありました。一つはベル・エルシエの使者が帝国からの手紙をもってきてくれました」

			「もらおう。後で読むよ」

			　ベル・エルシエとは、奴らの補給基地の今の名前だ。

			　扱い的にはエルシエが支配する村というかたちをとっている。

			　鉄の装備を買わないかと持ちかけていた答えが返ってきたのだろう。

			「他にもあるのか？」

			「もう一つは些(さ)細(さい)なことです。妹君がこの家の一部屋を毎日借してくれと頼みに来たので、きちんと片づけすることを条件に貸し出しました。お友達と一緒に使っているようですね」

			「ユキノが？　わざわざここの部屋を借りてってことは、周りから隠れて何かをしているんだろうな」

			「そのようです。何やら可愛(かわい)らしい歌と物音が聞こえてきますよ」

			「そうか、そういうことか」

			　だいたい見えてきた。

			「長、マイフェアリーが来ているのか、会っていこう」

			「レラはどうした」

			「何言ってんだよ。昨日言っただろう」

			「そうだったか、覚えてないな」

			　適当に相槌を打っていただけで、聞き流していた。

			「仕方ない、もう一度言うぜ。レラは魅(み)力(りよく)的だ。惚れそうになった。でも、レラのおかげで、俺はもっと大事なことに気付いたんだ」

			「ほう、言ってみろ」

			「レラに惚れたってことは、年増になってしまってもマイフェアリー、ユキノちゃんを愛せるってことだ。俺の愛は本物だったんだ！」

			　俺は言葉を失った。もう、ロレウはダメかもしれない。

			　レラは一九歳。それで年増って。今までロレウに嫁が来なかったのは、男臭さが原因だと思っていたが、他に理由があったようだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ユキノが借りた部屋、その扉が少しだけ開いていたので、隙間から中を覗く。

			　俺の予想通りなら、俺にだけは見られたくないはずだ。

			　当然のような顔をしてロレウがついてきており、仕方なく一緒に中を覗き込む。

			「久しぶりの生マイフェアリー」

			　汗をかくのを見越してか、中にいた三人はみな薄着だった。息が若(じやつ)干(かん)乱れ、汗を流している。

			　ただ、ロレウの息が荒いのは、どうしてだろう。

			「シリル兄様とクウ姉様の結婚式のお祝いで披(ひ)露(ろう)する歌、はやく完(かん)璧(ぺき)にしないと！　もう一回通しでいくよ！」

			　三人の中のリーダー、黄色の火狐のケミンが、いつもよりもキリッとした声で銀色の火狐のユキノと黒い火狐のクロネに指示を出す。

			「ケミン、本当にこの歌？　ユキノ、この歌嫌い。もっとかっこいいのとか、綺(き)麗(れい)なのがいい」

			「だめ。そういう土俵だとクウ姉様の劣化版になるわよ。でも、この歌なら私たちの土俵で戦える。クウ姉様と比べられることはないの」

			「でもユキノ、この歌の全力で媚びている感じとか、プライドを投げ捨てている感じが嫌い。あと歌詞の意味がまったくわからない」

			「クロも嫌いなの。クロが黒いの、耳の先じゃないの」

			「つべこべ言わない。火狐の由緒正しい歌なんだから」

			「由緒正しいって、これクウ姉様が五歳の誕生日にクウ姉様のお兄様が、クウ姉様に贈った歌。歴史が浅い」

			　クウの兄が作った曲か、それこそクウの結婚式にはふさわしい歌だろう。

			「それでも、クウ姉様がぎりぎり耐えきれた一一歳まで毎年歌ってくれたから、由緒正しい歌よ。さすがにクウ姉様も、恥ずかしくて歌えなくなったけど」

			「ユキノ、一二歳。クウ姉様でも無理な年齢」

			「だからこそやるのよ。クウ姉様を超えてみせなさい」

			「わかった。やる！」

			　なにやらようやく心の折り合いがついたらしい。

			　三人が横一列に並び、ケミンの合図で歌がはじまった。

			「「「よっこらふぉっくす　こんこんこん♪」」」

			　可愛(かわい)らしく精いっぱい明るい声で三人が歌い始める。

			　両手を前に伸ばし、腰を落として上下に激しくシェイクしながら、右に左に体を揺らす。

			「「「尻尾(しつぽ)をふりふり　こんこんこん♪」」」

			　次は元気よく回転して背中を向け、腰に手をあて、しっぽを振りながら腰を振る。

			「「「耳の先だけ　くっろいぞ♪」」」

			　しゃがんで狐耳に手を当て、上目使い。

			「「「尻尾(しつぽ)の先は　しっろいぞ♪」」」

			　体を半身にして、尻尾(しつぽ)を手でもちあげ先を見せつける。

			「「「よっこらふぉっくす　こんこんこん♪」」」

			　サビらしく冒頭と同じ振りだ。

			「「「もふもふふかふか　こんこんこん♪」」」

			　背中を向けて尻尾(しつぽ)と腰を振る。

			「「「こーーーーん♪」」」

			　最後は全員でおもいっきり飛び跳ね、心底楽しそうに声をあげ終了。

			　その、なんというか、すっごく可愛(かわい)い。もう可愛(かわい)すぎて理性が飛びそうだ。

			　三人の可(か)憐(れん)さをこれ以上ないほど引き立てている。クウの兄は天才かもしれない。

			「ふぉ、ふぉっ」

			　ロレウが目を見開き、震えていた。

			「ふぉっくすしたい！」

			　叫び声をあげて、突撃しようとする。

			　ふぉっくすって、一体何をするつもりだ？　よくわからないが、ユキノが危ない気がしたので、襟首を掴(つか)み、頸動脈をがっしり押さえて五秒で落とした。

			「あれ？　なんか人の声がした」

			「声というか叫び」

			「ちょっと、怖い声だったの」

			　三人がロレウの叫び声を聞いてこっちに向かってきた。

			　俺にサプライズで披(ひ)露(ろう)してくれるつもりだ。見ていたことを隠すために、俺は無言で立ち去った。ロレウを置き去りにして。

			　起きたらロレウも理性を取り戻すだろうし、不意打ちでなければ、ユキノならロレウを真正面から打倒できるし、大丈夫だろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一人になって帝国からの手紙を開いた。

			「本当に馬鹿だな」

			　そこには、大量の兵を連れて鉄の装備、そして砦(とりで)を取り戻しに行く、素直に引き渡すなら許してやるとあった。

			「なら、痛い目を見てもらおうか」

			　その為の武器はいくらでもあるのだから。

		

	
		
			　

			第５話　ベル・エルシエ

			　

			　馬車に大量の食料と塩、麻の種、試作品の武器を詰め込んで、出発の準備をする。まさかエリンから戻ってきてすぐに出発することになるとは思わなかった。

			　結婚式の準備をするつもりだったのに、予定が台無しだ。

			「どうして【俺】はここまで知識に制限をかけていた？」

			　出発の準備をしながら一人で呟(つぶや)く。

			　馬車に積みこんだ新兵器、これは今までの俺であれば作れなかったものだ。

			　今回、俺が取り戻した知識の一つに、ハーバー・ボッシュ法というものがある。

			　簡単に言えば、空気中の窒素を固定することで、水と石灰と空気を材料に窒素化合物……いわゆる硝酸などを作る方法だ。

			　魔術を使わずに実施するなら非常に高度な工業技術が必要だが、ドワーフのクイーロで道具を作り、シリルに戻って道具の助けを借りながら風魔術を使えば、どうとでも出来てしまう。

			　窒素化合物の用途は多岐に渡る。戦時中には火薬・爆薬になり、日常では化学肥料となる。

			　まだ天然の硝石に依存していた頃、採掘権を巡(めぐ)って戦争が起こり、一国の経済が硝石の輸出だけで賄えていたほど、その価値は高い。

			　この知識が最初からあれば、もっと楽に帝国と戦えていたし、たい肥作りに苦労することもなかったはずだ。

			「シリル、こっちは準備出来たよ」

			　いつの間にか、ルシエが後ろに来ていた。

			「ルシエ、ごめん。式が遅れちゃいそうだ」

			「シリルが謝ることじゃないよ。うん、でもちょっと残念だとは思ってる。はやく終わらせて戻ってこよう」　

			　ルシエが冗談めかした顔で言ってくれた。

			「でも、不思議だね。あれだけボロボロに負けたのにすぐに攻めてくるなんて」

			「手紙だけじゃなくて、イラクサのメンバーが調べた結果も届いているんだが、奴らは本気みたいだよ。人数は一〇〇〇人ぐらいだけど、移動速度なんか前より速いぐらいだね。三日ぐらいでベル・エルシエにつく予想だ」

			　これだけの速度なら、前回と同じ兵糧攻めは使えない。

			　その分、イラクサからの情報では、兵の数は少なく兵の装備も揃っていない上、砦(とりで)を落とすのに必要な攻城兵器すらない。普通に戦ってもエルシエを滅ぼすどころか、ベル・エルシエ……帝国の旧補給基地を落とすことすら難しい。

			　無(む)謀(ぼう)を通り越して自殺行為にしか見えない愚(おろ)かな行動。

			　ベル・エルシエの門を閉ざして立てこもり、高台から石や矢を落とすだけでも勝てるだろう。

			「シリル、前から思っていたけど、ベル・エルシエって名前はひどいんじゃない？」

			「気にすることはないよ。エルフで、しかも学のある奴しかわからないし、あんまり実態と違う名前をつけるとわかりにくい」

			　ベル・エルシエ。俺がエルシエの支配する村としてつけた名前。

			　ベルはエルフの伝承に出て来るキャラクターの一人で、『ここは俺に任せて先に行け！　必ず追いつく』、そう言いながら多数の敵に向かって行った男の名前だ。

			「シリルってたまにすごく怖いこと言うよね」

			「そのために三〇〇人分の食料と俺の時間を投資したんだ。ベルにちゃんと守ってもらわないといけない。あそこが今後の命綱になるよ。エルシエは攻め込まれたら手の打ちようがないし」

			　エルフの村は簡単な木の囲いしかなく、火狐の住んでいる工房にいたっては囲いの外だ。帝国兵がたどり着いた時点で、俺たちの負けとなる。

			　ちゃんとした防壁を作らないといけないが、今はそれにさける人員がない状況だ。

			　春の種まきが終われば工事に入り、秋の収穫までになんとか実用性のあるものを作りたい。

			　その頃にはベル・エルシエで行っている人員の選定も終わり、まともな連中を引っ張って人手を確保できるだろう。

			「シリル兄様！　遅くなってごめんなさい」

			　ユキノが息を切らして走ってきた。

			　今回は、イラクサのメンバー全員にクウとユキノを加えたメンバーで出発する。

			　ベル・エルシエには一チーム四人が常駐しているので、それを除いた面々に声をかけている。

			「ユキノ、その服はお仕事のときだけ着ればいいよ」

			「いや。洗う時以外はずっと着る」

			　ユキノは珍しく俺の言葉に逆らい首を振る。

			　彼女が着ているのは紺色のワンピースにフリルのついたエプロンを組み合わせたエプロンドレス。家事手伝いをするならと、機能面と俺の趣味で細かくオーダーを出して作ったものだ。

			　銀の髪や尻尾(しつぽ)と紺色のコントラストが大変すばらしい。

			「そんなに気に入ってくれたんだ」

			「シリル兄様が選んで買ってくれた服だから」

			　ユキノはプレゼントした日からすごく喜んで着てくれている。洗った後も魔術ですぐに乾かして、その間何も着ないで乾くのを待つ徹底っぷりだ。

			「でも、汚れたり、破けちゃうかもしれないよ」

			「汚れたぐらいなら、ちゃんとお洗濯するから大丈夫。破けることもない。ユキノは絶対に引っ掛けたりしないし、誰にも触れさせない。銀の火狐の誇(ほこ)りにかけて」

			　その言葉に有無を言わせない迫力があった。

			　確かに本気になった彼女に触れられる者はそうそう居ないだろう。

			「シリル、ユキノちゃんがその服着るようになってから、抱き着こうとしたら避けるようになったの。ぎゅっとしたいのに……」

			　ルシエが涙声でぼやく。

			　そして後ろからがばっとルシエが飛びつくが、ユキノは涼しい顔のまま死角からの抱擁を最小限の動きで回避する。

			　今まで抱き着かれたらされるがままになっていたが、服を守るためにルシエを全力で避けるようにしているのか。

			　今も銀色の狐耳がぴくぴく動いて、周りを警戒している。

			「えい！」

			　だったらと、試しにユキノに抱き着いてみる。……普通に抱き着けてしまった。避けてくれると信じていたので、かなり大胆に抱き着いてしまっている。柔らかくていい匂いがする。

			「……ユキノ、避けないんだね」

			「シリル兄様は特別」

			　ユキノは自分からも抱き着いて来て、俺の胸に鼻を押し当ててくんくんしながら尻尾(しつぽ)を振っている。

			「ああ、シリルずるい！」

			　そんなにユキノが気に入ってくれたなら着替えにもう一着プレゼントしよう。不便で可哀相だ。今度こっそりと抜け出して買いに行けば、きっとばれない。

			　そうこうしている内に皆が揃って出発した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔改造した馬車を使おうとも、イラクサのメンバーなら走ったほうが早い。

			　なので武器と食料を満載した馬車を一チームに任せて、残りは俺が先導して先を急ぎ、なんとか半日でベル・エルシエにたどり着くことが出来た。

			　防壁のエルシエ側の門の見張りに向かって、口を開く。

			「見張りご苦労様。俺がわかるか？」

			「もちろんです。恩人の顔を忘れるわけがありませんよ。シリル様」

			　朗らかな声で見張りの男が笑いかけてくる。三〇代前半のしっかりとした印象を与える青年で、帝国の残党に村をめちゃくちゃにされて難民となったコボルト族の族長だ。

			　全体的にくすんだ茶色の毛が生えた耳と尻尾(しつぽ)をしている。

			「さっそくで悪いが、五大長を集めてくれ」

			「はっ、ただいま。声をかけて参りますので、シリル様は先に作戦室でお待ちください。おい、ビアンナ、お前はシリル様たちを案内して一番いいお茶を用意しろ」

			「了解です、ヨハン様！　さあ、エルフと火狐の方々、こちらに」

			　コボルトの族長の指示で、一緒に見張りについていたコボルトの女性が俺たちを案内する。ヨハンと同じぐらいの年齢の落ち着いた女性だ。

			　二人は夫婦だと聞いている。

			　夫婦ならもう少し対等な形になると思ったが、コボルト族は皆こうらしい。家族内でもきちんと上下関係が決まっている。

			「新しい暮らしはどうだ？」

			　案内されている間暇(ひま)なので、それとなく聞いてみる。

			「すごく大変ですよ、やっぱり人が色んな所からいっぱい集まっているので、みんなの当たり前が全然違うし、言い合ったり殴り合ったりの喧(けん)嘩(か)も日常茶飯事です。食料の分け方とか仕事の割り振りとかも揉めに揉めて全然進まなくて、そもそもここに来る前から仲が悪い村同士だったりして……」

			　マシンガンのように口から不満が出て来る。

			　俺は苦笑いする。俺の立場を知った上で、よくここまで言えるものだ。

			　だが、「幸せです。不満はありません」なんて言われるより、ずっと納得できるし好感が持てる。

			　しばらく不満が続いて、しかしそれからゆっくりと、ビアンナは言葉を付け加えた。

			「それでも、お腹が膨(ふく)れて、ちゃんと仕事があって、温かい寝床が用意されていて、明日の不安がない。だから、すっごく感謝しています」

			「それは良かった。それが続くように、俺は頑張るし、君たちも頑張って欲しい」

			「言われるまでもありません。ベル・エルシエは、もう私たちの新しい故郷ですから」

			　そう言って、ビアンナは微笑(ほほえ)む。やはりいつの時代も女性は強い。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　作戦室に案内される。

			　俺はロレウを残して他のメンバーには来客用の部屋で休むように指示した。頭を使うのは俺とロレウだけで十分だ。

			「長、話し合いなんてめんどくせえ。なんでこんなことをするんだ？　長が命令して、それで終わりでいいだろう」

			　ロレウが退屈そうにお茶を啜り、出されたお茶請け、乾燥させたクルミを食べていた。

			「ベル・エルシエはエルシエの支配下にあるけど、ちゃんと自治権もある。皆で決めないとだめだよ。そうしないと誰も従ってくれない。それも、今回は他種族相手なんだ。エルフ同士とは勝手が違う。長も一人じゃないしね」

			　ベル・エルシエは難民たちが集まって出来た村だ。

			　だからこそ、まだうまく統率がとれていない。俺が上から何か言ったところで、言うことは聞かせられない。

			　現状、難民の中で同郷者の数が多い五つの村から代表者をだし、彼らがある程度面識のある少数派の村を吸収し、責任を持って管理・統括することでなんとか指揮系統をまとめている。

			　今のところ、この五人が協力すれば、ある程度まともな運営ができていた。

			　もし一人を選んでそいつが代表だ！　なんて言っても大多数はそっぽを向くだろうし、その一人になろうと内乱が起こりかねない。

			　付け加えるなら、自分たちの種族に対する優遇なんてこともはじまる。面倒でも権力を分散させる必要があった。

			「飯も住む場所も恵んでやっているのに、生意気だな」

			「みんな命からがら住み慣れた村から逃げ出してここに来たんだ。戸(と)惑(まど)いもするし、不安にもなるよ。それにね、恵んだわけじゃない。俺は必要だから投資した。俺たちは対等なんだ。彼らがここに住んでいることがエルシエの安全に繋がる。もし、彼らが住んでいなければとっくに帝国に奪い返されていた。エルフだけでこの砦(とりで)を帝国から守るのは不可能だよ」

			　ここまで言って、ようやくロレウが納得してくれたようだ。

			　このあたりの話は、エルシエに残しているクラオのほうが呑み込みは早い。もちろんロレウも頭が悪いわけではないので、根気よく話していけば理解してくれる。

			「それにね、ここは俺の夢を叶(かな)えるための拠点になるんだ」

			　まだ、誰にも言っていないが、将来的にはここをエリンのような商業都市にしたいと思っていた。

			　もともと帝国への侵入を防ぐと同時に、周囲の村から税を取り立てる目的で作ってあるので防壁は堅牢で立地的にも守りやすく、多数の村の中心に位置しており、交易がしやすい。

			　その上、ありとあらゆる種族が一緒に生きているという実績が現在進行形で積まれている。

			　五年先か一〇年先かは分からないが、文化と商業の中心にしてみせる。　

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリル様、大変お待たせしました。五大長、全員が揃いました」

			　しばらくして、コボルト族のヨハンが四人の中年から初老の男たちを連れてきた。

			　ベル・エルシエをまとめている五人が揃った。

			　コボルト族の他に、人間族、白兎族、猿人族、虎人族がこの街の多数派になる。

			「皆、集まってくれてありがとう。今日集まった理由はわかるな？」

			「もちろんです、シリル様。憎き帝国の連中が、やっと得た我らの安息の地を奪いに来るのですね？」

			「シリル様の情けを無駄にしやがって」

			「シリル様の優しさに付け込むなんて、万死に値する」

			「最後の一人まで皆殺しにしてやる！」

			　五大長がそれぞれ血気盛んな言葉を吐く。

			　帝国のせいで住む場所を失い、今日の食事にすら困っていた彼らは、俺が「ベル・エルシエに住んでいい。衣食を揃え、農地と種芋も用意する」と言ったら、すぐに飛びつき協力すると言った。

			　当然、さまざまな苦労もしたし、今も苦労は続いている。以前の通りの生活とはいかない。それでも、やっと得た安住の地。

			　それを奪おうとしている帝国に対してどうしようもないほどの怒りがわいてくるのも当然だ。

			「みんな、落ち着いて建設的な話をしよう。敵は見込みだと三日後に到着する。兵は一〇〇〇程度で速度重視だから、この砦(とりで)の防壁を打ち破るだけの武器はもっていない。梯子でもかけて防壁をよじ登ろうとするだろう」

			　帝国の守りの要で作った砦(とりで)だけあって、通常の装備ではまず、ここの防壁を壊すことは不可能。必然的に乗り越えるしかなくなる。

			「シリル様が来たということは、エルフの力をお借りできるということですよね？」

			　ヨハンが手をあげて質問してきた。

			「その通りだ」

			「なら、特に捻(ひね)った策は必要ないかと思われます。エルフの風の力があれば、高台の兵が落ちることはありませんので」

			　梯子や縄を引っ掛けて壁を乗り越える場合、必ず兵は無防備になる。そこを狙い打つのは簡単だ。そうさせないために、高台に居る兵たちを弓矢で殺す、もしくは牽制し身動きできなくするのがセオリーだが、エルフが居る場では、風で矢が届かないので効果が薄い。

			　エルフが居るだけで守りは数段堅くなるのだ。

			　そのため、常にイラクサのメンバーを四人はベル・エルシエに常駐させている。

			「その通りだ。おそらくこの戦い、普通にしていれば勝てる。だけど、それだとどうしても戦いが長引く。それは不安定な情勢のベル・エルシエへのダメージになる。みんな帝国に追われてここに来たから不安なはずだ。一度快勝して、ここは大丈夫だと意識付けをしたい」

			　立てこもって、来る日も来る日も迎撃する。

			　それは非常に疲れるし、時間の無駄だ。

			「ならば、こちらからうって出るのでしょうか？　高台から矢で射れば、遠くまで攻撃できますが、角度の問題で頭上に盾を構えられれば、そうそう打撃は与えられません。一〇〇〇人相手に砦(とりで)の守りなしに戦うのは辛いかと思われます」

			「そっちは大丈夫。もうすぐ馬車で新兵器が届くから」

			　大量に得た人工硝石を使った武器の試作品。

			　その利点は圧倒的な威力の他に、コストの低さと、量産のしやすさ、猿でも使える扱いやすさがある。

			「シリル様がこの前いらっしゃった時に言われていたものが出来たのですか！」

			「それは心強いですぞ」

			「それさえあれば、エルフが不在のときでも、我らだけで戦えますな」

			　みんなが盛り上がる。

			　俺が不在時の防衛について話し合っていた際、新兵器の構想について共有していた。それを思い出したのだろう。

			「シリル様の武器があるなら、普通の作戦でも……門を閉ざし高台から投げつける、もしくは矢に括りつけて放つだけで、一瞬で大打撃を与えて短期決戦に持ち込めます」

			「うん、それでいい。難しいことは考えるな。五大長が鍛(きた)えてくれているとはいえ、まだまだこっちの練度は低い。複雑なことを指示しても実行できないよ」

			　そうして、帝国との戦いに関する話し合いは終わった。

			「帝国に関してはこれで終わりだ。あとはベル・エルシエの運営についてだ。ここに来るときに中を見てきたが、人口が増えてるな？」

			　前に来たときは三〇〇人ほどだったが、今は四〇〇人ほどに増えていた。

			　もともと数千人単位が常駐できる基地なので、スペース的には問題ない。

			「はい、シリル様の予想通りです。曲がりなりにも私たちが安定した暮らしができ、仕事にもありつけているので、その噂を聞いてやってきたのでしょう。残党にやられた村以外にも、他の貧しい村から来ているようです」

			「言いつけは守っているな」

			「もちろんです。ちゃんと字が書ける者に名簿を作らせ、必ず五大長の誰のところに所属するかを明記し、行動に問題があれば、追い出すようにしております」

			「人数はまだ増えそうか？」

			「いえ、最近は落ち着いてきました」

			「よし、なら予定通り五〇〇人までは受け入れろ。そこから先は心を鬼にして切り捨てろ。これ以上は養いきれない」

			「はい、かしこまりました」

			　五〇〇人が今年面倒を見られる限界だ。もう種まきがはじまるが、それ以上の人間が食える分の食糧が用意できないし、余った土地に麻を全て植えても五〇〇人居れば人手が足りてしまう。それ以上はベル・エルシエで仕事を割り振れない。

			　食べ物を育てる以外の仕事を作るのは、もう少し先だ。そっちの産業を軌道に乗せられれば、そのときはまた人を増やす。

			「人が増えて渡した種芋だけだと人手が余るだろう。余った農地を全て使って、新たに育てて欲しい作物の種がある。食べられる実と葉もつけるが、収穫したものは全てエルシエに納めてもらう」

			「……大恩あるシリル様の命令なら従いますが、ただ働きですか。みんなにどう説明すればいいのか悩ましいです」

			　コボルトの族長は頭を抱える。受けた恩を返すためと自分は納得できるが、生きて行くだけで精一杯の村の一人一人を納得させられるかは別問題だ。

			「ただでなんて言わないさ、前払いで馬車にいっぱいの小麦と大麦、それに塩を持って来たし、今年の春に産まれたヤギも何頭か譲ろう」

			「そこまでしてくださるのですか！　ぜひ受けさせてください！　本当のことを言うと、これ以上人数が増えれば、収穫前に食料が尽きると不安でしかたがなかったのです」

			「うちもやる」

			「もちろん私の所も。シリル様のお願いなら、ただでも受けてましたわ」

			「おまえ、調子いいこと言いやがって」

			「ありがとう。農地と報(ほう)酬(しゆう)の割り振りはこっちに届いた種を見てから、五人で決めてくれ。ちゃんと話し合いで決めてくれよ」

			　俺がそう言うと、五人が頷(うなず)き、その場で話し合いがはじまった。

			　みんなそれぞれ長い間自分の村を治めていた実績があるだけあって、指針さえ示せば放っておいても話を進めてくれる。

			　戦いの経験がある者も多く、長を中心に種族を跨(また)いで協力しあって訓練しているので、時間さえかければ練度もあがっていくだろう。

			　いい傾向だ。これで、三か月もすれば大量の麻が手に入る。俺が手を加えた悪魔の麻が。

			「帝国に隠し玉がなければいいが」

			　このタイミングで、砦(とりで)があるにもかかわらず少数での突撃を選んだその意味。

			　それがわからないことだけが唯一の不安だった。

		

	
		
			　

			第６話　禁断の果実

			　

			　ベル・エルシエに来てから四日が経っていた。

			　予想よりも帝国兵の到着が遅い。おそらく無理をしたつけが途中で回って来たのだろう。

			　何度か偵察に向かわせたが、兵の顔に生気がなく、負傷している者も多いようだ。

			　食事が最低限しか与えられておらず、逃走兵も出ており、その度に見せしめを行っているが、歯止めが利かないらしい。

			　空いた時間で俺はベル・エルシエの民に麻の育て方や、新兵器の使い方を教えていた。

			　今日はイラクサのメンバーに与えられた一室を使い、話し合いをしている。再度偵察にだしたメンバーが戻ってきたので、その結果を共有してもらっていたのだ。

			「ロレウ、偵察からの報告を聞いてどう思う？」

			「わけがわからん」

			「俺もそう思う。長期戦を覚悟していたけど、勝手に飢(う)え死にしかねないな」

			　状況だけを見ると、帝国側は前回の戦いで大打撃を受けたまま、兵の回復すらせず、ただ現状で出せる戦力を出しただけのように見える。

			「……長、どっちにしろ攻めてきたら追い返すだけだぜ、考えるだけ無駄だ」

			「それは確かに正しいな」

			　ロレウは単純故に、物事の真理をつくことがある。

			　いくら難しく考えてもやることは変わらない。降りかかる火の粉を払うだけだ。

			「でも、シリル。こんなのが続くと嫌だね。いくら楽に勝てても、度々襲われるのは辛いよ」

			「そうですね。あれだけ痛い目にあわせても襲ってくるなら……本当に私たちが死ぬまでずっと、こんなことが続くかもしれません」

			　ルシエとクウが不安げに呟(つぶや)く。

			　彼女たちの不安はもっともだ。エルシエのような体力がない国なら、一回負ければ致(ち)命(めい)傷(しよう)だが、帝国は五〇〇〇人が再起不能になるという打撃を受けても、数年すれば癒えてしまう。

			　一度負ければ終わりの俺たちと、何度負けても構わない帝国。

			　そもそも、人口に差がありすぎて、こちらから攻めることができないのも大きい。

			「そのあたりのことは考えていて、帝国を戦争どころじゃないようにさせるための仕込みをやってるんだ。今日持ち込んだ麻の種がそれだね」

			「植物が帝国にダメージを与えるの？」

			「うん、ちょっとした薬を作ってばら撒(ま)こうと思うんだ」

			　帝国にダメージを与える作戦の一つとして、ここで麻を育てる。

			　狙うのは麻薬汚染。薬物が出回っていないこの世界なら、うまくすれば大打撃を与えられる。

			　麻を原料に大麻を生成する。もちろん、ただ大麻をばら撒(ま)くだけでは、たいしたダメージは与えられない。

			　大麻そのものには大した効果はない。トリップは酒と同程度で、軽い酩酊を楽しむ程にしかならず、依存性はカフェイン以下。体への悪影響も酒やたばこよりもよっぽどましだ。

			　大麻で依存症になるのは、毎日一升瓶を空にしてアルコール中毒になるぐらいにハードルが高い。

			「シリルくん、薬ですか？　毒じゃなくて」

			「本当に気持ちよくなるだけの薬だよ。毒なんてみんな飲みたがらない。一人二人が飲んで死んだところで意味がないんだ。ただ、毒ならともかく、気持ちよくなる薬ならみんな飲みたがるだろ？……この薬の気持ちよさに慣れると、何を犠(ぎ)牲(せい)にしても薬を飲まないと居ても立っても居られなくなる。それこそ、薬を巡(めぐ)って殺し合うぐらいになるよ。そのタイミングで薬の供給量を減らせば、国が滅びるぐらいの混乱が起きる」

			　真に大麻が威力を発揮するのは、他の薬物と組み合わせた場合だ。大麻が引き起こす酩酊状態により、体の抵抗力が落ち、ありとあらゆる感覚を鋭敏にした上で、薬の成分の吸収率を上げる。

			　幸いなことに、山には麻黄の近種やヒカゲシビレタケの近種が自生している。

			　両方とも単独で人を壊すことができるが、人の手で増やすことは難しいので、量の確保が厳しい。だが、大麻を混ぜこめばごく少量でも通常以上の薬効を発揮するので、大量の薬を用意できる。

			　大麻の麻薬成分、テトラヒドロカンナビノールを含んだ粉末をベースに、麻黄の近種から抽出したメタンフェタミン、ヒカゲシビレタケの近種から抽出したシロシビン、それに粉末アルコールを少量混ぜた上で加工し錠剤にすると、人間をやめたくなるほど圧倒的な快楽を与え、理性を一瞬で吹き飛ばし最高にハイな気分になって幻覚まで見えてくる、最悪のドラッグが生まれる。

			　なにより厄(やつ)介(かい)なのは、この薬は極度の依存症を生み出す。これを五回も使ってしまえば、脳のエンドルフィンの過剰分泌による自家中毒まで併発し、薬のことしか考えられなくなる。

			「シリル兄様、よくわからない。いくら薬を飲めば気持ちよくなるからって、人を殺してでも欲しいなんて、ユキノなら思えない」

			「それはユキノに理性があるからね。このお薬は最初に理性……思いやりの心を奪うんだ。人が人じゃなくなって獣(けもの)になる。人が持っているものが欲しいと思った次の瞬間には、奪おうとする。邪魔する奴が居たら殺す。邪魔をした奴のせいだって心の底から思いながらね」

			「シリル兄様、怖い。そんな怖いの使いたくない」

			「うん、俺も使いたくないよ。たぶん、一度使っちゃえば俺にも止められないと思う」

			　一〇万人以上が暮らしている大国でこんなものを大量に作って放出すれば、本当に洒落にならない地獄が生まれる。

			　その上、犠(ぎ)牲(せい)になるのは無関係な一般市民だ。なんの自覚もないまま、壊れてしまい、人を傷つけるようになる。そんな人間を何千人も生み出す結果になるだろう。

			「シリル、私も怖い。やっぱりやめようよ」

			「それでも、戦いが続くなら手を打たないといけない。戦い続ければ、いつか必ず負ける。俺はね、帝国の数万人よりもエルシエの皆が大事なんだ。……だから、帝国が俺たちをこれ以上追い詰めないことを願っているんだ」

			　薬の準備は進めておく。

			　もし、この薬が完成する頃に、まだ帝国がエルシエを諦めていないなら、慈悲もなく使うだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そこからさらに二日後、帝国兵がやっとのことでベル・エルシエにたどり着いた。

			　かなり近づいた段階で門を全て閉ざし、高台に兵を配置する。配置する兵にはかなり気を配った。

			　難民を受け入れているベル・エルシエは、その特性上、敵を中に抱え込みやすい。中で暴れられるほどの数は居ないだろうが、帝国の諜報員は確実に入り込んでいる。もしかしたら、それ以外の国からも。

			　帝国兵に意識を向けると同時に、背後にも気を配る必要がある。そのため、信頼できる五大長が指定した人物以外はイラクサのメンバーの近くには置いていない。

			　俺は帝国兵がもっとも集まってくるであろう方面の高台で、ルシエと二人、配置についていた。

			　さすがに学習したのか、今回の帝国兵たちは名乗りなんてあげずに叫び声をあげながら突撃している。降伏勧告すらない。

			　防壁にかけるための梯子を数人がかりで持って走り、その周辺を大きな盾を持った人間が囲んでいる。鎧(よろい)は着ていなかった。

			「よく考えられている」

			「うん、ちょっとやりにくいね」

			　鎧(よろい)を着たところでクロスボウなら貫(かん)通(つう)できるので、着る意味がない。だが、大盾なら突き刺すことはできても貫(かん)通(つう)させることはできない。よって致(ち)命(めい)傷(しよう)を回避できる。

			　ましてや、前回より少ないとはいえ、一〇〇〇人は居る。一撃で致(ち)命(めい)傷(しよう)を与えられない状況の中、この人数で攻められるのは辛い。

			　事実、ベル・エルシエの兵が放つ矢は当然として、イラクサのメンバーが放つ矢も致(ち)命(めい)傷(しよう)にはなかなかならない。

			　高台に居ることはメリットになるが、どうしても射角が限定され、上に掲げられた盾を前に有効的な攻撃ができない。

			　……もし、今までと変わらない武装なら厄(やつ)介(かい)だっただろう。

			　だが、こちらも新兵器を用意してある。

			「全員、まだ引き付けろ！」

			　距離は一〇〇メートルほど離れている。

			　焦って新兵器を使わないように釘をさす。

			　今回、新兵器を使うのはいずれもベル・エルシエの兵たちで、二〇人ほどに集中して訓練を施(ほどこ)した。

			　扱いを間違えれば、冗談抜きでこちらが全滅する。

			　それ故に、扱いには気を使うし信用できる者にしか渡していない。

			「投(とう)擲(てき)兵、構え！」

			　俺の指示で二〇名のベル・エルシエの兵たちがラグビーボール大の金属の筒を取り出す。表面は薄い金属で、中には金属で出来た芯があり、その他の空間は黒い砂のようなものと鋭い金属の破片がぎっしり詰まっている。

			　帝国兵たちの叫び声がどんどん近づいてくる。

			　その距離、五〇メートル程度。

			「投(とう)擲(てき)！」

			　俺の合図で、一斉にベル・エルシエの兵たちが筒を放り投げた。かなりの重量があるため、砲丸投げのような投げ方だ。

			　そんな重量と投げ方でもベル・エルシエの兵たちが力自慢かつ高台から投げたということもあり、五〇メートルほど飛んだ。

			　金属の筒が落ちた位置は帝国兵の先頭集団が抜けたところだった。運の悪い兵の頭の上に落ち、直撃した者は即死、盾で受け止めた者は、その衝(しよう)撃(げき)で骨が折れた。

			　だが、悲劇はそこからだった。

			「全員耳を塞(ふさ)いで口を半開きにしろ！」

			　俺は全力で叫ぶ。事前に口を酸っぱくして何度も言い聞かせていたが、もう一度言っておく。

			　兵や盾にぶつかった金属の筒は地面に転がり、次の瞬間には凄まじい轟音を立てて爆発した。

			　あたり一面が土煙に覆(おお)われる。

			「これはひどいな」

			　直前まで兵で埋め尽くされていたはずの光景、だが、そこに立っている者は居なかった。爆風に蹂(じゆう)躪(りん)された者、無数の金属片が突き刺さった者。

			　見渡す限りの死体が生まれ、生き残っている者も重傷もしくは致(ち)命(めい)傷(しよう)を負っていた。

			　一〇〇メートル以上離れた帝国兵たちすら、数十人が体に突き刺さった金属片により膝をつき激痛に喘いでいる。外傷が無い帝国兵も、あまりの爆音にそのほとんどの鼓膜が破れ、のたうち回っている。

			　被害は人間だけにとどまらない。木がなぎ倒され地面に穴があき、丈夫な防壁にいくつもの金属片が突き刺さっていた。

			「シリル、これ、なんなの、強すぎるよ。おかしい、人がこんなに簡単に死ぬなんて」

			　味方のはずのルシエまで恐怖に震えていた。俺たちがその威力を見るのは初めてだった。

			　あまりに威力が大きすぎて、試射が出来なかったのだ。

			「これは手榴弾って武器だよ。ルシエの言うとおり、できれば人には使いたくない武器だ」

			　俺が作ったのは手榴弾。鉄の筒の中には極度の衝(しよう)撃(げき)で点火する信管と大量の黒色火薬、それに無数の細かい金属片を混ぜ込んでおり、仕組みは非常に簡単なものだが、その威力は尋常ではない。

			　まず爆発の時点で半径二〇メートルほどを吹き飛ばす。その時点でかなりの数が爆死する。

			　さらに、爆薬と一緒に混ぜ込まれた金属片が数十メートルから一〇〇メートルほど周囲に散らばる。爆風によって四散する金属片は一片一片が銃弾並みの威力があり、爆風よりも多数の被害者を生む。

			　そんなものが等間隔に二〇もの数投げつけられた。これで立っていられるような生き物は居ない。

			　問答無用の無差別破壊兵器。分厚い防壁に守られている状況が必要かつ着弾点を防壁から五〇メートルほど離さないとこちらも被害を受けるという使いにくさはあるが、こと防衛においてこれ以上効果的なものはない。

			　防衛特化のため、巨大なものを作った。

			　手榴弾の素晴らしいところは構造が非常にシンプルなので量産が容(よう)易(い)。整備もいらないことにある。

			　材料の入手も楽だ。鉄は帝国から奪ったものが大量にある。火薬も硝石と木炭と硫黄があれば、作ることができる。元となる硝石は水と石灰と空気があれば作れ、木炭は木を焼けばいい。硫黄はエリンでアクセサリーの素材用となっていたものを買い占めてあるし、最悪、死体を材料に魔術で生成すればいい。

			　手榴弾は防衛にしか使わないので、高台から落とすことを前提に、意図的に全力で地面に叩きつけない限り、爆発しないようにした。安全性も高い。

			　密集陣形が主流の今、これほど安価で効率よく人を殺す武器は存在しない。

			　さあ、追い打ちをかけよう。

			「イラクサのみんな、追撃だ！」

			　後方に控えていた兵たちは、あまりの状況に固まって身動きができない。当然だ。一瞬にして一〇〇人以上が即死、その倍以上は重傷を負っている。

			　だからと言って、容(よう)赦(しや)はしない。

			　前に進まなければ安全だと思っているから、逃げようとしない。その認識を正してやる。

			「特別製の矢を構えろ！」

			　俺の命令で、エルフたちが一斉にクロスボウへ矢をセットする。

			　今回用意したものは若(じやつ)干(かん)矢が長くなっており、先端にはアタッチメントがある。

			　そこに小型の手榴弾を取りつける。

			　ラグビーボール大の大威力のものは無理だが、小型化すれば矢に取りつけられる。

			　通常であれば矢の先端にこんなものをつければ空力がおかしくなり、真っ直ぐ飛ばず、空気抵抗も大幅に増すので飛距離がかなり落ちる。

			　だが、エルフの【風避け】の魔術があれば、こんなものでも風の影響を受けずに長距離を狙える。

			「放て！」

			　俺の合図で今度はイラクサのメンバーの矢が、いっせいにとんだ。

			　目標は一〇〇メートル先。

			　イラクサのメンバーが本気になれば手榴弾付きの矢でも一五〇メートルまでが射程内となる。

			　そして、その矢は兵の密集したポイントに着弾した。

			　再び、多数の爆発音が重なる。さきほどよりも規模は小さいが、それでも一〇数メートルは爆風で吹き飛び、金属片が無数に飛び散る。さきほどと同じようにたった一回の斉射で、一〇〇人近くの犠(ぎ)牲(せい)者が出た。

			　エルフとクロスボウと手榴弾。この三者の特性を組み合わせて、はじめて出来る驚異的な戦術。長距離ピンポイント爆撃。

			　帝国兵たちがいっせいに逃げはじめた。俺は風でその声を拾い集める。

			「にげろぉぉぉぉ」

			「あんなの勝てるわけねえよ」

			「なんで、こんなに遠くにいるのに」

			「いやだぁ、あんな死に方したくない」

			　無理もない。俺たちはいつでも狙ったポイントの周囲一〇数メートルを吹き飛ばし、致命的な威力の金属片を数十メートルにまき散らす。こんなものを見せつけられて向かってくる奴はいない。

			　今まで俺たちは一人ずつしか攻撃してこなかった。だから自分は大丈夫だと帝国兵は希望が持てた。だが、クロスボウと手榴弾の組み合わせはそんな希望すら持たせてくれない面攻撃だ。

			「逃げるな！　走れ、走れ、奴らが次を撃つ前にたどり着いて防壁を壊せ！」

			　血気盛んなことに、貴族の男が後ろで喚(わめ)いている。ここからかなり距離があり、さすがに狙うことができない。

			　貴族の努力もむなしく一部を除いて兵たちは全て逃げ出した。残っているのは近衛ぐらいだろう。

			　なぜ、逃げない？　俺が首を傾げていると、馬に乗った身なりの良い騎士たちが一〇数騎かけてきた。

			　増援を待っていたのか？　貴族の男が笑みを浮かべて両手をあげて騎士の男を迎え入れようとする。

			「おう、増援か、恩に着るぞ」

			　すると、次の瞬間……。

			「殺した？」

			　男は貴族の首をはねた。周囲の兵たちは抗議をしようとするが、他の騎士たちが黙らせた。

			　その騎士は剣を地面に置き、貴族の男の首を持って両手をあげた上で、ゆっくりとこちらに歩いてきた。

			「エルフの諸君、聞いてくれ。この度の襲(しゆう)撃(げき)は帝国の意志ではない。自らの失態を拭(ぬぐ)おうとしたフォランディエ公爵の独断専行だ。帝国は金貨で鉄の装備を取り戻す決定をしていたのだ」

			　声が届く位置までたどり着くと、よく通る声でその騎士は叫んだ。声は真摯で、申し訳ないという気持ちが伝わって来る。

			「この通り、フォランディエ公爵は粛清した。これを誠意の証(あかし)と見て欲しい。その上で改めて交渉させてもらえないだろうか。この私、帝国からの正当な使者、四大公爵が一人、ヴォルデックに」

			　数瞬の思考の後、俺は口を開く。

			「俺はエルシエの長シリルだ。いいだろう。そちらの立場は理解した。交渉の場は、帝国の旧補給基地、今はエルシエの支配下にあるこの村、ベル・エルシエの一室。そちらは一人の従者のみを連れてという条件でなら受けよう」

			「ありがとう。エルフの長よ。感謝する」

			　俺はその思い切りの良さに、ある種の関心を覚えると同時に警戒心を強めた。

			　何より気になったのが、これだけ下手に出ていながら、この男は最後にエルシエの長ではなく、エルフの長と言ったことだ。

			　それはすなわち、俺たちの国を認めないという意思表示にほかならない。

		

	
		
			　

			第７話　嘘

			　

			「どうぞこちらに」

			　俺は帝国の四大公爵の一人、ヴォルデックを応接間に案内していた。

			　ここは帝国の元拠点だけあって、来客用に洒落た部屋が用意されていた。

			「お気遣いなく座ってください」

			　表面上は、にこやかに着席を勧める。

			「お言葉に甘えさせてもらうよ」

			　ヴォルデックが微笑(ほほえ)みを返して椅子に座る。従者のほうは手を後ろに組んで立ったまま、ずっとこちらを見ていた。

			　ヴォルデック本人も従者も鎧(よろい)を着ておらず、武器も持っていない。

			　その気になればいつでもこちらは二人を殺すことができる。

			　それでいて、この余裕。

			　正直に言うと驚いている。帝国のエルフに対する認識は未開の蛮(ばん)族(ぞく)だ。話が通じると信じて、話し合いの場につくこと自体が異常である。

			「エルフの長殿、この度は誠に申し訳なかった。何分、フォランディエ公爵とは管轄が違いまして、まったく動きに気付けず、止めることができなかった」

			　考え事をしているとヴォルデックが頭を下げて来た。

			「こちらとしては被害が出ていないので、そう目くじらを立てるつもりはありませんよ。むしろ、今回の戦いでそちらの兵を多数殺してしまいましたが、そちらについて思うところはないのですか？」

			　おそらく、帝国は既に利益だけを考えてエルシエと戦っているわけではない。感情面が多分に含まれている。勝つために俺たちは殺し過ぎた。

			「恨み骨髄に徹すという奴だね。私自身、士官学校時代の仲間がだいぶ殺されている。とはいえ、それはお互い様だ。こちらも、エルフをたくさん殺した。火狐の村に至っては不本意ながら滅ぼしてしまった。そういう話はなしにしておこう。下の連中ならともかく、我々トップがこの場で言い合っても話が進まない」

			「それはありがたい。こういう場は少ないので建設的な話をしたいと思っていたところです」

			「エルフの長、あなたとは気が合いそうだ。これは土産(みやげ)だ」

			　剣と鎧(よろい)を取り上げた中、一つだけ持ってくるのを許可した皮袋。そこからとあるものをヴォルデックは取り出す。

			「謝罪の気持ちだ。前回の戦いの総指揮官の男だよ。厳重に処罰した。これで少しでも溜飲を下げて欲しい」

			　それはルルビッシュの首だった。いくつもの拷(ごう)問(もん)痕が残り、表情は苦悶に歪(ゆが)んでいた。

			　この男はフォランディエ公爵について、管轄が違い動きが見えないと言った。しかし、こうやってフォランディエ公爵の配下の男を捕らえて情報を引き出している。

			　エルシエ側についてはある程度情報が漏れていると思ったほうがいい。特にルルビッシュはエルシエ内のスパイからかなりの情報を引き出していた。それが全てヴォルデックに渡っていると考えるべきだろう。

			「お気持ちだけ受け取っておきましょう。我々エルフは人間のように生首をもらって喜ぶような残(ざん)虐(ぎやく)な嗜好はもっていないので」

			　これをこの場で出したのは、ヴォルデックの意思表示だ。けして自分たちは旗色が悪くなったから予定を変更したわけではない。はじめからこうして交渉に来るつもりだったと、俺に言いたかった。だから気持ちは受け取ったと返答した。

			「それは残念だ」

			　ヴォルデックは「不快なら」と言って首をしまった。

			　そして再び微笑(ほほえ)みあう。空気が重い。

			　そんな中、扉が開きクウとユキノがお茶とお菓子を持ってやってきた。

			　俺の指示で持ってきたヨモギ茶とクッキー。

			　二人が慎重にコップを俺とヴォルデックの前に置き、メープルシロップの入った小瓶をテーブルの中央に置く。

			「長い話になるのでお茶を」

			「これはありがたい！　それにしても火狐族の女性はみな綺(き)麗(れい)だと聞いていたが、これほどとは！　お二方とも大変お美しい」

			　ヴォルデックが大げさに驚きながら、クウとユキノを褒(ほ)める。

			　二人は警戒心を強め、狐耳はピンとなり、尻尾(しつぽ)の毛が逆立っていた。

			「いやいや、ずっと私は不思議に思っていた。厄(やつ)介(かい)者の火狐をどうしてエルフが受け入れたのか。風の魔石だけだったら、我々も割に合わないと手を引いていた。戦いが続いているのは火狐を受け入れたせいだって、あなたならわかっているでしょう？」

			　疑問という形を取りながら確信しているという表情。俺はヴォルデックを睨(にら)み付ける。

			「だが、お二方を見て納得がいった。これだけ美しく、若い女性ばかりに縋りつかれてしまえば、受け入れてしまうな。うん、お二方とも、その美貌でエルフに取り入って生きながらえていることに罪悪感は覚えないかな？　平和な暮らしをしていたエルフに迷惑をかけている自覚はある？」

			　クウとユキノがひどく動揺し、俺の顔を不安げに見た。内心の苛(いら)立(だ)ちが極限まで高まる。

			「彼女たちは俺の妻と妹だ。彼女たちへの侮辱はエルシエの長である俺への侮辱と受け取る」

			「これはこれは、失礼した」

			「二人とも、もう部屋を出ていい。それとクウ。今聞いたことは絶対に誰にも言わないでくれ」

			「はい……シリルくん」

			　クウの声に震えがあった。ユキノが泣きそうな顔でクウの服の裾を掴(つか)んでいる。

			　クウたちもそういったことを考えたことはあったのだろうが、帝国の人間から直接言われると辛いものがあるだろう。

			「今のはわざとか？　俺を怒らせたかったのか」

			　気が付けば敬語ではなく、普段の口調に戻っていた。

			　だが、構わない。先に無礼な態度を取ったのは向こうだ。

			「とんでもない。ちょっと興味本位で聞いただけだ。まさかご家族だとは思わなかった。興味本位でもう一つだけ、あなたが家族だから火狐を守るのはいい。だが、エルフの長として個人的な感情で村全体を危険に晒(さら)していることに良心は痛まないのか？」

			　その問いは何度も自問自答した。そして答えはとっくに出ている。

			「エルシエの発展のために、彼女たちの力が必要だったから受け入れた。事実、彼女たちの力でエルシエは豊かになった。これからもっとそうなる。そのために、些(さ)細(さい)なトラブルを抱え込むぐらいは覚悟している。それだけだ」

			「ほう、些(さ)細(さい)なトラブルね」

			　おかしそうに、ヴォルデックは笑う。

			「いやいや、まあ、強気にはなるよ。当然だ。だって、あなたはすごい！　天才だ。私が調べた限りでも、我が帝国を凌駕する製鉄技術を持ち、信じられない性能の弓を作り、軍略の天才でもある。少数で何度もわが軍を打ち破った。武勇も相当のものだ。二〇人ほどの最精鋭で襲い掛かっても、一人で討ち倒す！　おまけに商才も豊かときたものだ。エリンでは大儲けしたそうじゃないですか」

			　こいつ、どこまで知っている？

			　警戒心がどんどん強くなる。　

			　それを表面に出さないように努める。

			「それはどうも」

			「今回見せてくれたあの爆発もすごかった。たった数分で二五〇人が死んだ。心底驚いた。もし、帝国が本腰を入れて襲(しゆう)撃(げき)したときにあれを使われていれば、悲惨なことになっていただろうな」

			「一度見たから対策が出来るとでも言いたいようだな」

			「そんなことを考えるなんてとんでもない。我々にあなた方の村を攻めるつもりはない」

			　ヴォルデックはオーバーリアクションで首を振る。

			「そうか、自身が死んでも正確な情報がしかるべき場所に伝わるようにとあなたが帝国に放った兵を追いかけさせて捕縛するつもりだったが、問題なかったようだな」

			　今回の攻撃を見た兵たちは無数にいる。

			　だが、そいつらが帝国に戻っても正確な情報は伝わらない。あの場では誰もが狂乱していた。冷静さのかけらもなかった。過剰に誇張が入ったものになる。

			　効果範囲、威力、数量。そういったものを客観的な情報として伝えられる者は限られる。

			　それが出来るのは、蹂躙され慌てふためくフォランディエ公爵軍の後ろで、はじめから様子見をすると決めていたヴォルデックの部下のような連中ぐらいだろう。

			　俺の言葉を聞いて、一瞬だけヴォルデックの目が細くなった。

			「冗談だよ。俺たちは何もしていないさ。大丈夫。ちゃんと情報は伝わる。そもそもあなたをきちんと帰すつもりだ。口封じをする意味がない」

			「……性格が悪いね」

			「よく言われる」

			　主に二人の婚約者に。もっとも、彼女たちの言葉には親しみが込められている。

			「あなたに野心はないのかい？　他の国を支配しようだとか、いっそ帝国を乗っ取ろうだとか」

			「そんなものはない。俺はエルシエがあればそれでいい。ここだって本当は……」

			　そこで一度俺は言葉を切った。

			「欲しいものは自分たちで手に入れる。誰かのものを奪おうなんて思わない。だから、俺たちから奪おうとするな」

			　それが本心だ。ヴォルデックは何が楽しいのか、口の端を釣り上げてから口を開いた。

			「ちょっと脱線が過ぎましたね。では、エルフの長、本題に入ろうか。この基地に保管されている鉄の装備の返還についてだ。全身鎧(よろい)一式が金貨四枚（二四万円）、両手剣が金貨二枚（一二万円）。このセットが三〇〇〇ほどで金貨一万八〇〇〇枚（一〇億八〇〇〇万円）での返還という条件でしたね」

			「こちらの希望はその金額だ」

			「帝国の決定としては、鎧(よろい)が金貨三枚（一八万円）、両手剣が金貨一枚（六万円）なら要求を呑むというもの。合計で金貨一万二〇〇〇枚（七億二〇〇〇万円）」

			「ずいぶんと値切るな」

			「この前の大敗で、兵の補充や遺族への補償に金がかかって仕方がない。帝国で動かせる金額はそれだけ。フォランディエ公爵が失(しつ)脚(きやく)して奴の領地も全部私が面倒を見ないといけなくて、頭が痛いよ」

			　なるほど、筋は通っている。それなら……

			「金貨一万二〇〇〇枚（七億二〇〇〇万円）で二〇〇〇セットを返却しよう。それ以外の条件なら返却しない。帝国製の装備を欲しがる連中はいくらでもいる。エルシエとしては、運搬の手間をかけたくないから声をかけただけだ」

			　帝国以外に需要があるのは主にエリンになるが、あそこへの道のりは馬車一台がかろうじて通れるスペースしかない上に山道だ。重い鉄の装備を運んで何往復もしたくない。

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使うとどうしてもエルシエに俺が居ない期間が長くなってしまう。鉄の装備を運ぶには四トンという縛(しば)りと一二時間に一度という縛(しば)りがきつい。一回の往復にどれだけ頑張っても四日から五日かかる。

			　それでも買い叩かれるぐらいなら、断るしかない。

			「ううん、金を言い訳にしておいて、そう言われると断れないね。わかった。それでいい。三日後、こちらに金貨を持って馬車が一〇台ほど来る。受け渡しはどうする？　うちの馬車を一〇台ほど中に入れて運び出していい？」

			「それは許容できない。当日、門の外に受け渡す鎧(よろい)と剣は全て出しておこう」

			「了解。では、契約成立。いや、何事もなく終わって良かった」

			　ヴォルデックが握手を求めて来たので、それに応える。

			　そして彼とその従者を案内して外に向かう。

			　途中、何人もの殺意と敵意を込めた視線がヴォルデックに突き刺さっていた。

			　ここに居るのは皆、帝国のせいで村を追われた者たちばかりだ。憎しみも深い。

			「エルフの長、最後に警告しておこう。このまま続ければいつかエルフの村は滅びるよ。君が作る武器や戦術は素晴らしい。だけど、一度世に出たものは、どれだけ進んでいようがいずれ周りが追いついて再現する。対策も出来てくる。そうなれば数で劣(おと)るエルフの村なんて一瞬で終わる」

			　それは一つの真理だ。どれだけ進んだ技術であっても、それがあるとわかってしまえばいずれは同じものを作られる。概念を見つけることが一番難しく、それは俺が何かを作る度に広まってしまう。戦えば戦うほど首が締まっていく。そんなことはわかっている。

			「もしかしたらその度に新しい何かを君は作るかもしれない。だけど、それも君が生きている間だけの話だ。君が居なくなったとたん、君が作り上げたものは簡単に崩れ落ちる」

			「……何が言いたい」

			「いい加減、意地を張るのをやめたらどうだい？　今までの君たちの頑張りでかなり譲歩してもいい。この手の話は、ルルビッシュ男爵もしたと思うが、帝国に来て君の手腕を活かしてくれないか？　村も悪いようにしない。とりあえず、火狐の半数も差し出してもらえば。ある程度の対価も払ってやろう。君の貢献と、半数の火狐。それがあれば帝国が保護してやる。エルフの村は安泰だ。君はエルフの村を破(は)滅(めつ)から救った英雄として語り継がれる。火狐だってお気に入りの子を残して万々歳だ」

			　検討する必要はみじんもない。そんな条件を呑めるわけがない。

			「そんなものは譲歩とは言わない。もし呑める条件があるとするなら、自然死した際に無事取り出せたものを相(そう)応(おう)の対価を受け取った上で渡す。その条件なら考えてもいい」

			　魔石は生きている内にしか取り出せないと言われているが、死んで数分なら結晶化する可能性がある。形見として、死んだ後にすぐ魔石を取り出す風習はエルフにも火狐にもあった。

			「こっちは交渉決裂だな。まったく君は頭がいいが、馬鹿だ」

			「馬鹿で構わない。第一、俺は嘘つきとは形が見えるものしか約束しない」

			　今回のような金と鉄の装備の交換。これは嘘のつきようがない。

			　だが、手を出さない。こういった話はいつ反故にされるわからない。

			「嘘つき？　なんのことやら」

			「フォランディエ公爵は独断で兵を出した。それを止めようとしたが間に合わなかった。慌てて追いついて粛清し、本来の交渉を行ったと言ったな」

			「その通りだ。その言葉に嘘はないよ」

			　にこやかな顔を崩さずに、ヴォルデックは言った。

			「違うな。ヴォルデック公爵。あなたがフォランディエ公爵をけしかけた。ここを取り返さなければ失(しつ)脚(きやく)すると囁(ささや)いて。もしかしたら、自分の兵が増援で向かうから安心しろとでも言ったのかもしれない」

			　フォランディエ公爵のヴォルデックが来たときの喜びようは異様だった。不審に思うことなく、本来干(かん)渉(しよう)しあわない四大公爵の軍勢を味方だと捉(とら)えた。

			「なんのために？」

			「フォランディエ公爵が失(しつ)脚(きやく)すれば、彼の領地が手に入る。四大公爵内の権力が増す。さらに、それは同時にあなたがいずれ先頭に立ってエルシエを討(とう)伐(ばつ)することを意味する。だから、あなたは必ず失敗する遠征を無理に急かしてより絶望的にして、俺たちの切り札を暴くと同時に消(しよう)耗(もう)させようとした」

			「それはないだろう。それならいずれ私のものになる兵を減らしてしまう」

			「あなたはそれで構わない。フォランディエ公爵の支配する領地が自治は不可能な状況まで疲弊していないと、外様であるあなたは介入しにくい。同じ領地内の別の誰かが頭になるだけだ。だから、あなたはこう言うんだろう、フォランディエ公爵の失敗により、統合しない限り、独力では満足に防衛すらできない状態だと」

			　ヴォルデックは大きく目を見開いた。

			　そして拍手をする。

			「すごい、すごい、正解だ。うん、その通り。完全に死んでくれないと乗っ取れなかったんだ。おかげで立て直すためにかなりの金と人を使うけど、そんなものはいずれ取り返せる」

			「エルシエを落として得た魔石でか」

			「言っただろう。エルフの村に喧(けん)嘩(か)を売るつもりはないって」

			　そうして、ようやく門の外までたどり着く。

			「それではエルフの長、今日は有意義な話をありがとう。私も忙しい身で三日後の受け渡しには立ち会えないが、いずれまた、必ず会おう」

			「戦場じゃないどこかであることを祈っておく」

			　そうして俺とヴォルデックは別れた。

		

	
		
			　

			～ヴォルデック視点～

			　

			　一台の高級感溢れる馬車が帝国に向かって走っていた。

			「ヴォルデック公爵、どうでした、実際に会ってみて」

			「想像していたより、頭は良いようだ」

			　ヴォルデックは先ほどまでのにこやかな顔が嘘のように、能面のような無表情を浮かべていた。その無表情をまったく気にしていない様子で年若い少年兵が話しかけていた。

			「ヴォルデック公爵が言ったとおり瞬殺でしたね。でも、フォランディエの馬鹿のおかげで奴らの切り札を見られてよかったですよ。あんなの初見で突っ込んだら、何千人死んだかわかったものじゃない」

			「そうだろうね。だけど、その対策をしたから安全ってわけじゃないようだ」

			「どういうことですか？」

			「あのエルフの長は、今回の攻撃を知られたことをまったく痛手に思ってない。強がりじゃなく本心からね。だからきっと、切り札はまだある。それは一枚かもしれないし、二枚かもしれない、いやもっとあるかも」

			「そんな馬鹿な！」

			「私もそう言いたいな。だがね、実際にそうなんだよ。あれは化け物だ。そもそも論として、彼の話ぶりからすると帝国との戦いには勝てて当たり前っていう考えが透けて見える。むしろ、どんなふうに勝つかを気にしているような気がする。ほら、今回見せていいのはここまでだって」

			　その言葉に少年兵は絶句する。

			　主人の観察眼は何よりも正確だ。その主人がそう言っている以上、エルフの長とやらが本物の馬鹿ではない限り、あれほどの武器がまだ他にあるということだ。

			「何より、驚くほど彼はちぐはぐなんだよ。一度試しに怒らせてみて、素の彼を見ようとしたんだけどね。その子供っぽさに驚いた。知性も知識も、経験すら感じさせるのに根っこが子供。わけがわからない。あんなのは私も初めて見たよ」

			「子供でも知性と知識と経験があったら、弱点にならないじゃないですか!?　なら、どうやって勝つんですか？」

			「たぶんね、彼の余裕は彼が知っている帝国の戦力からの逆算だ。だから、勝つには彼の知らない帝国の戦力を投入しないといけない。それこそ勇者のような」

			「自由に使える勇者様は行方不明のままですよ。もう一人は帝の守護で動けないですし。本当にあのガキ、どこで道草食ってるんだろう」

			「殺されたんだろうね。おそらく彼に。ルルビッシュ男爵から聞き出した情報を分析すると、彼が村を不在にしていた時期、そして向かった先の地域が、勇者が行方不明になった時期や地域と一致する」

			「勇者を倒す怪物!?　そんなの、ますます勝てないじゃないですか!?」

			「焦らなくていい。今はゆっくりと仕込みをする時期だ。幸いあてがある。あらゆる属性魔術の天敵の綺(き)麗(れい)な女の子が海を渡って来てくれる」

			「あの化け物がですか？　数百年前から生きていて世界中を回っているっていう」

			「化け物なんて失礼な。私は子供の頃に見たことがあるが、本当に綺(き)麗(れい)な少女だった。そして今も少女だろう」

			　ヴォルデックは目をつむり記憶を呼び起こす。金色の髪と翡翠色の眼をした幻想的なまでに美しい少女を。無表情な顔に、自然と笑みが浮かんでいた。

			「その顔、気持ち悪いですよ。まだ無表情のほうがマシです」

			「ひどいな君は。話は変わるけどね、一度本気で笑いを堪えきれなくなったところがあったんだ。『欲しいものは自分たちで手に入れる。誰かのものを奪おうなんて思わない。だから、俺たちから奪おうとするな』。本当に馬鹿だよね。何もしないってことは、相手が何かする時間を与えるってことなのに」

			　その言葉を最後にヴォルデックは口を閉ざして、黙々と書類仕事を始めた。

			　倍近くなった領地、仕事は山ほどあるのだから。

		

	
		
			　

			第８話　風呂

			　

			　その後、ロレウを筆頭に三チームだけ残してエルシエに戻り、一日が経った。常駐している一チームに加えて二チームを残したのはもしもの時のためだ。

			　ロレウたちには小型の手榴弾を相当数持たせているので、もし戦いになっても防衛戦なら特に問題はないだろう。

			　今日、ルシエはイラクサの訓練で出かけており、家にいるのは俺とユキノだけだ。

			「ユキノ、元気がないな。どうしたんだ？」

			　ユキノは今日も紺色のワンピースとフリルのついたエプロンを組み合わせたエプロンドレスで掃除をしてくれているが、表情がいつもより暗い。心なしか狐耳もペタッと倒れている。

			「シリル兄様、火狐のせいでエルフが迷惑をしているって本当？　ユキノのせいでシリル兄様困ってる？」

			　背を向けて顔を伏せたまま絞り出すような声でユキノが言った。ヴォルデックに言われたことを気にしているようだ。

			　あの話は絶対に外で言わないように念を押した。大半のエルフはそれで火狐を責めたりはしないが、一部は間違いなく悪感情を持つ。それに火狐たちにもあまり気を使わせたくなかった。……今のユキノみたいになってしまうからだ。

			「そうだね。火狐が居るから帝国が諦めきれないっていうのは間違いなくあると思うよ。火の魔石の価値は風の魔石よりも圧倒的に大きい」

			　ユキノの小さな背中がピクリと震えた。

			　嘘をつくのは容易(たやす)い。だが、その嘘はいずれ明らかになり、余計に彼女を傷つける。

			「……っ」

			　ユキノが何も言わずにそのまま走り出そうとした。

			　俺はその背中に追いついて、抱きしめる。彼女の狐耳がピンと立つ。

			「だけどね、そのことで火狐の皆が、ユキノが悩むことはない。これは俺の責任だ」

			　そして、それもまた真実だ。

			「俺はね、火狐たちを受け入れたときから、こうなることはわかっていた。わかっていて受け入れたんだ」

			「危険だってわかってたのに、どうしてシリル兄様はユキノたちを受け入れてくれたの？」

			　か細い声で、ユキノが問いかけてくる。

			「エルフだけだとエルシエは豊かになれないって思ったから。やりたいことはいくつもあったのに、こうすればいいってわかっていたのに、エルフだけじゃできないことがいっぱいあった。火狐の皆が居たから、メープルシロップがたくさん採れた。火狐の皆が居たから、美味(おい)しいお酒を作れた。火狐の皆が居たから、ヤギや鶏を育てる余裕があった。火狐の皆が居たから、春にカブとジャガイモがたっぷり収穫出来た。全部、火狐が居てくれたから出来たんだ」

			　これらは全部、火の魔術を使える火狐たちが居たからこそ、なしえたことだ。彼女たちの力があったからこそ、今の豊かなエルシエがある。

			「でも、そんなの、なくても生きていける」

			「生きていくだけならね。でも、それって楽しくないだろ？　それにエルフは基本的に内向的だからね。みんなが来てくれて初めてエルシエの中以外の世界を、外の人を知ることが出来た。それが一番大きいんだ。小さなエルフの村でエルフ以外とかかわらず一生、慎ましく今のまま生きて行く。それはそれで美しいことだけど、やっぱりつまらないよ」

			　交流があった火狐とまず仲良くなったというのは大きい。いきなりまったく知らない種族だともっと強く拒絶しただろう。これからどんどん他の種族とのかかわりあいは増えていくのだから、慣れることは必要だ。

			「シリル兄様、でも、でも」

			　俺が言葉を重ねても、ユキノは納得しないようだ。だから俺は彼女を抱きしめた手に力を込めた。

			「でもはいいよ。あとね、これはエルフっていうより、俺個人の話だけど、こんな可愛(かわい)い妹が出来た。それだけで十分だよ」

			「……シリル兄様、後悔してない？」

			「もちろんだよ。もし、ユキノたちを見殺しにしていたら一生後悔していた。第一、たかが帝国に目を付けられただけだろう？　それで俺が、俺のエルシエがどうにかなると思うかい？」

			　ユキノは首を何度も振った。

			「ううん、シリル兄様が負けるところ、全然想像できない」

			「うん、俺は負けない。今までも、これからも。でも、勝つためにはエルフだけじゃダメなんだ。エルフと火狐の皆の力を合わせないといけない。もちろん、ユキノの力もね。そうしてきたから今まで勝てたんだ。これからもいっぱい力を貸してもらう。だからユキノ、落ち込んで泣いている場合じゃないよ」

			「ユキノ、泣いてない」

			「声が涙ぐんでる」

			「ユキノ、泣いてないもん」

			　ユキノは顔を見せないようにしながら体を反転させ、そのまま顔を俺の服に擦り付ける。

			　涙を拭(ふ)いているんだろう。

			「シリル兄様」

			「なんだい？」

			「ユキノの尻尾(しつぽ)、握っていい」

			　俺は言葉に詰まる。火狐にとって尻尾(しつぽ)を触らせるのは親しみの証(あかし)。でも、握るとなると重い意味を持つ。彼女たちの尻尾(しつぽ)を握っていいのは、両親と伴侶だけだ。

			「ユキノ、そういうのはよくないと思うんだ」

			「強く握っていい」

			　消極的な否定に追い打ちをかけてくる。

			「ユキノの尻尾(しつぽ)、握りたくない？」

			　胸に顔をうずめていたユキノが、顔をあげて上目使いで見上げてくる。

			　俺の心の中のお兄ちゃんの部分に、激しく訴(うつた)えかけてくる。

			「握りたいけど、そういうのはいつかユキノを一番大好きって言ってくれる人に言わないとダメだよ。俺は、ユキノを一番大切にしてあげられないから。ルシエとクウが居るんだ」

			　そう言うと、ユキノは首を振った。

			「違う。ユキノ、そんなことお願いしてない。結婚してなんて言わない。火狐が両親と伴侶だけに尻尾(しつぽ)を握らせるのは、自分の全てを委ねていいっていう意味。ユキノはシリル兄様にユキノの全部をあげるって決めた。ユキノはシリル兄様が選んでくれなくても、シリル兄様とずっと一緒だって決めた。だから、ユキノの尻尾(しつぽ)握って、ユキノのこと受け取って」

			　ユキノは彼女なりに覚悟を決めて言ったのだろう。

			　だから、その気持ちに応えないといけない。

			　俺は生唾を飲んで、彼女の勇気を無駄にしないために、震える手を尻尾(しつぽ)に伸ばす。そして掴(つか)んだ。柔らかい毛に手が沈み込み、その奥にある肉の芯が反発する。さらに力を込めると俺の指の形に変形する。

			「んっ」

			　ユキノが熱い吐息を漏らした。
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			「シリル兄様が、ユキノの尻尾(しつぽ)、握ってくれた。これでユキノは、シリル兄様のもの」

			　まだ幼いはずなのに、妙な色気があってこっちがドギマギしてしまう。

			　尻尾(しつぽ)を放して抱擁を解く。ユキノはさきほどまでの泣き顔が嘘のような笑みを浮かべてくれていた。

			「不思議、もう尻尾(しつぽ)放してくれたのに、まだ尻尾(しつぽ)ぎゅーってなってる」

			　首を傾げてユキノはパタパタと尻尾(しつぽ)を左右に振った。その仕草が一々可愛(かわい)らしい。

			「ごほんっ、元気になってくれて良かった。早速だけど、火狐の力が必要な仕事をお願いしていいかな？」

			「火狐しかできない仕事？」

			「うん、火の魔術が必要なんだ。これがうまく行くとエルシエの皆がすごく喜んでくれると思う。大変な仕事だけど、頼みたいんだ」

			「うん、やる！」

			　ユキノは上機嫌に俺の提案に乗って来た。

			　自分が迷惑をかけていると感じて落ち込んでいるなら、エルシエの役に立てる仕事を用意するのが一番いいと思って、昨日のうちに【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使って用意していたものがある。

			「お風呂って知ってるかい？」

			「知らない」

			「お湯をたっぷり溜めて、その中に浸かると気持ちいいんだよ。だけど、たっぷりのお湯を用意するのはたくさんの薪(まき)が必要で難しい。そこでユキノの出番だ。火狐の力があれば簡単にお湯を用意できるだろ？」

			　汲み上げ式ポンプを使えば水は確保できるが、どうしてもお湯にするには大量の薪(まき)が要る。この時代のお湯は貴重だ。それを湯船にいっぱいなんて、とてもじゃないが準備できない。

			「お湯に浸かるのが気持ちいい？　はじめて聞いた。ユキノやってみたい」

			「いいよ。エルシエのみんなが使うすごく大きなお風呂を作る前に試作で小さなものを家の横に作ったから、それにお湯を沸(わ)かして入ってみるといい」

			「シリル兄様も一緒に入ろう」

			「それは駄目だよ。今まで水浴びとかに誘ってくれたけど、ユキノはそろそろ恥じらいを持ったほうがいい。俺は後で入るから」

			　断腸の思いでユキノの提案を断る。兄として成長を見守りたい気持ちはあるが、ユキノに発情するロレウの姿を見て、自分の浅ましさに気が付いてしまった。

			「一緒がいい。シリル兄様、駄目？　ユキノと一緒のお風呂は嫌？」

			「嫌なはずがないよ。ユキノと一緒のお風呂、楽しみだな」

			　再びの上目使いのお願いを受けて、俺は気が付けば即答していた。妹の可愛(かわい)い頼みを断れるはずがなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺が家の横に増築した試作の風呂は、無駄に凝った作りになっている。

			　まず、地下水を汲み上げるポンプが二つ。一つはそのまま冷たい水を汲み上げて湯船に注ぐものだが、もう一つは汲み上げる途中の地下にタンクがあり、そこに水を溜めることができる。

			　そのタンクは魔法瓶のような役割を果たすことが可能で、溜めた水を温めると数時間はそのままの温度を保つ。

			「ユキノ、そこの金属の筒に手を入れて」

			　俺は一度タンクの中を水で満杯にしてから、地下から水があがってくる部分を閉じ、水が漏れないようにして、ユキノに手を入れてもらう。

			「シリル兄様、水、冷たい。これをお湯にする？」

			「そうだよ。出来るだけ熱くしてね」

			「うん、もうお湯になった」

			「えらいぞ。それじゃ手を出して」

			「わかった。シリル兄様」

			　ユキノが手を抜くと、蓋(ふた)を閉じて密封状態にし、熱が逃げないようにした。

			「仕込みは出来た、あとは実験だね」

			　まずタンクが付いていないほうの普通のポンプを使い、水を勢いよく流し込む。

			　そしてタンクがついているほうのポンプでタンクの中に入っていたお湯が湯船に注がれ、水と混ざる。

			　湯船の横には簡易温度計があるので、適温がわかる。水とお湯のバランスで温度を調整する。

			　これなら一日に数回タンクの中の水をお湯にしてもらえば、あとは好きなタイミングで温度調整ができるので火狐がずっと張り付いている必要はない。

			「大成功だね。ユキノ、偉いぞ」

			　ユキノの頭を撫(な)でると彼女は目を細めて笑みを浮かべる。

			「シリル兄様、準備できたしお風呂入ろう」

			　そうして妹のように思っているユキノと一緒にお風呂に入ることになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリル兄様、お風呂気持ちいい」

			「うん、俺も久しぶりだけど。やっぱりいいね」

			　熱めのお湯を浴びたあと、広めに作った湯船に二人で浸かる。

			　両足を広げて風呂の壁に体を預け、全身を弛(し)緩(かん)させる。これが一番正しい風呂の楽しみ方だと思っている。

			　ユキノは俺が広げた両足の間にちっさな体をすっぽりと入れて、背中を預けていた。

			　名前の通り雪のように白い肌が上気している。

			「ユキノ、溶けちゃいそう」

			　ユキノは俺以上に全身の力を抜いている。初めてなのに風呂の楽しみ方がよくわかっているようだ。

			「気に入ってもらえてなによりだ」

			「シリル兄様の腕やお腹、硬くて力強くて、くっ付いていると安心する」

			　俺は暇(ひま)さえあれば魔術を使って体を鍛(きた)えている。効率よく筋組織を破壊して治(ち)癒(ゆ)魔術で強制的に再生しているので、服の下にはかなり筋肉がついていた。

			「俺はこう見えて力持ちなんだ。ユキノのことはちゃんと守ってあげるから安心して」

			「シリル兄様の気持ちは嬉しいけど、それじゃダメ。ユキノがシリル兄様を守りたい」

			「ユキノが俺を守るか、そのためには俺より強くならないとね。そんな日が来るのが楽しみだ。まずクウから綺(き)麗(れい)に一本とらないと」

			「もうすぐ何とか出来る気がする。でもクウ姉様、ずるい。追いつくって思ったらいきなり強くなって引き離してくる」

			「そうか、ならクウが強くなるより早く強くならないとね」

			「頑張る」

			　クウとユキノは毎日訓練をしている。実質上イラクサのメンバーである二人は常日頃から心身を鍛(きた)えている。

			　クウは鬼教官となりユキノを扱いているのだが、最近、その成果が出始め、ユキノがクウを冷や冷やさせることが多くなっていた。まだだいぶ手加減しているらしいが、クウの話ではあと一年も経てば、本気で相手をすることになるそうだ。

			「それと、さっきの話だけど。ユキノが俺に自分の全部をくれるって言ってくれて、すごく嬉しかった。だけど、俺よりいい男……強くて優しくて頼れる男を見つけたら、そのときは俺のことなんて気にしなくていい。ユキノが一番幸せになれる方法を考えて欲しいんだ」

			　彼女には未来がある。いつまでも縛(しば)り付けてはいけない。そんな気がして今のセリフを言った。しかし、ユキノは微笑(ほほえ)んで首を振る。

			「そんな心配はまったくいらない。シリル兄様より強い人も、優しい人も、頼れる人も絶対いないから。ユキノの一番はずっとシリル兄様」

			　あまりに可愛(かわい)いことを言うので、もたれかかっているユキノを抱きしめてしまった。今日はよくユキノを抱きしめる日だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　風呂からあがりヨモギ茶を飲む。

			　ユキノは着替えてからそそくさと旧村長宅のほうに向かって行った。あっちの仕事もユキノの大事な仕事だ。

			　風呂のほうは大成功だから、大浴場も作ってみんなに楽しんでもらおう。女湯と男湯を作るのは面倒だから、時間で分けないといけない。

			　そんなことを考えていると、クウが現れた。気配がなく突然現れたものだから、びっくりしてしまう。

			「シリルくん、妹を、ユキノを励(はげ)ましてくれてありがとうございます」

			「クウ、見てたのか」

			「はい、実はユキノのことが心配で見に来てたんです。それで、シリルくんが居たもので話しかけ辛くて気配を消してずっと見ていました」

			　背中に冷や汗が伝う。何か不味いことを言っていなかったか。

			「ダメですね。私はあの子のお姉ちゃんなのに、落ち込んでいるあの子にずっと何を言っていいのかわからなかった」

			「それは仕方ないよ。クウも同じ立場だから」

			「はい、盗み聞きでしたけど、シリルくんがあの子にかけた言葉、すっごく嬉しかったです」

			「あれは俺の本心だよ。クウたちを受け入れて良かったとずっと思っている」

			　良かった。ユキノとの過剰なスキンシップは気にしていないようだ。

			　だが、油断した次の瞬間、空気が変わったことを俺は肌で感じていた。

			「それはそうと、シリルくんってすっごくいいお兄さんですね。ちょっとユキノが羨ましかったです」

			「ユキノのことは妹だと思っているからね」

			「妹で良かったです。私も万が一ですけど、シリルくんがまだ小さなユキノの無知に付け込んで変なことをするようだったら、少し、ほんの少しだけ怒っていたかもしれません」

			　そう言ってクウは笑みを浮かべたが、目が笑っていなかった。俺はあくまで今後も兄としてユキノを見守って行こうと決めた。

			　トントンとノックの音がする。これ幸いと俺はそっちに向かった。

			「どうしたんだ？　クラオ」

			　扉を叩いたのは長代理を任せてあるクラオだった。

			「その、シリル様、大変なんです」

			「まさかロレウたちに任せてある鉄の装備の受け渡しが失敗したのか？」

			「そっちじゃなくて」

			　アクシデントに弱いクラオは、テンパっていて、いまいち要領を得ない。

			「クラオ、まず落ち着け、大きく息を吸え、まだ、吸え、俺がいいと言うまで吸え……よし、じゃあ息を吐け」

			　あまりに長い間空気を吸い込んだので、クラオは苦しそうにしていた。

			　だが、その甲(か)斐(い)があって多少は落ち着いたようだ。

			「もう一度聞こう。クラオ、一体何があった？」

			「はい、シリル様、行商人が来たんです！　それでここで半日だけ商売をさせてくれと」

			「何？　ここで？　一度会って話をする。俺が直接行こう」

			「シリル様！　お供します」

			　嬉しそうにクラオが後をついて来る。

			　それにしてもエルシエに行商？　一部を除いて通貨の概念すら理解していないエルフ相手に行商なんて、儲かるはずがないのに。

			　俺はその行商人の正体を推測しながら、クラオと共に行商人のところに向かった。

		

	
		
			　

			第９話　お嬢様襲来

			　

			　行商人はどうやらエリン方面から来たようだ。

			　帝国方面は何かあればベル・エルシエから連絡が来るはずだし、見張りも用意してある。

			　だが、エリン方面の監視は行っていない。

			　クラオの話では、入り口で待たせているようだ。エルシエも非常に簡易的ではあるが、全体を木の柵で囲っており、入り口は限られている。

			　もっとも、その気になれば簡単に切り倒せるものなので、早急にきちんとしたものを作らないといけないのだが。

			「クラオ、それで規模は？」

			「馬車が三台です」

			「それぐらいが限界だろうな」

			　エリン方面をあまり警戒していない理由として、エリンからエルシエに来るまでの道がひどい悪路であることがあげられる。

			　曲がりくねっている上に山を一つ越える必要があり、さらに馬車一台がせいぜいの道幅しかない。多数の兵を送り届けるのは非常に厳しい。

			　そして少数同士の戦いであれば、エルシエが負けるはずはない。故に、あまり見張りに労力を割いていないのだ。

			「行商人がどこから来て、何を目的にしているのかは聞いたのか？」

			「それが、その、何分慌てていたもので」

			「今回はいいけど、次から俺が知りたい情報を推測して、事前に集めてから報告するように」

			「はっ！　このクラオ、肝に銘じました」

			　クラオは一度言ったことは必ず守るので大丈夫だろう。

			　むしろ、俺の言うことを素直に聞きすぎて、心配になるぐらいだ。

			　五分ほど歩いて、エリン側の門にたどり着く。そこには馬車が三台止まっていた。飾り気はないが、どれも車輪の精度などを見る限り、かなりの高級品であることが窺える。

			　五名ほどが馬車の外にいて、門番のルシエに話しかけている。本来イラクサのメンバーはこのような仕事をしないが、もしもの時に備えて呼ばれたのだろう。

			　このあたりはマニュアルに記載してあるので、きっちりとクラオが指示を出したようだ。

			「中に入れないってどういうことかしら、暴れるつもりはないわよ。ただ、商品を売るだけと言っているじゃない」

			「申し訳ないけど私の一存じゃ決められないよ。上の判断が出るまで待って。すぐ来るはずだから」

			　馬車で来た五人のうち、一際態度が大きく派手なドレスを着た青い髪の少女が喚(わめ)き声をあげているのを、ルシエが受け流していた。少女は一〇代後半に見える。

			「私の立場をわかって言っているのかしら？　私は」

			「お嬢様、ストップ、まだ言っちゃ駄目！　ほら、エリンの最先端の商品を安い値段でばら撒(ま)いて、娯楽を知らないエルフがその素晴らしさに触れて盛り上がったところで、自分の立場を明かしてびっくりさせるって、馬車に揺られながらドヤ顔で言ってたじゃないですか！」

			　今にも殴りかかりそうな青い髪の少女を、後ろから上品な執事服を着た女性が嗜(たしな)めている。

			「じい、止めてくれたのは嬉しいけど、それをここで言ってしまったら意味がないわ」

			「お嬢様、きっとこの子は下っ端ですよ。上まで話が行きませんって」

			「それもそうね。この子、素材はいいけど、恰好がどろ臭いし、あまりいい生活はしてなさそう」

			「そうそう、下っ端も下っ端、ただの長の妻ってだけですから」

			「全然大丈夫じゃないでしょ!?」

			「確かに!?」

			「というかシリルきゅん、結婚してたの!?　なんで報告しなかったのよ」

			「だって言ったらヒスるじゃないですか、そうなったらお嬢様めんどくさいです。第一、シリルきゅんってなんですか、ドン引きですよ、ドン引き。そういうのは寝室で絵に向かってだけにしてくださいよ。人が居る場で『きゅん』とかないわー」

			　いつのまにか、青い髪の少女の矛先が、完全に執事服を着た女性へと切り替わっていた。

			　あんまりかかわりたくないタイプだと思ってしまう。

			　しかし、そうはいかないだろう。俺は意を決して近づき、声をかけた。

			「お待たせしました。行商人の方々、私がエルシエの長、シリルです。本日はお越し頂きありがとうございます」

			　少なくともいきなり武力行(こう)使(し)をする気はないようなので、あくまで客を相手にするつもりで接することに決めた。

			　俺が声をかけた瞬間、青い髪の少女の顔つきが変わった。あくまで上品に、そしてどこか知性を感じる光を目に宿している。

			「これはこれはご丁寧に。突然のぶしつけな訪問をお許しください。私はアスールともうします。エリンで商店を切り盛りしております。エリンで話題になっている甘いシロップと最高のお酒の噂を聞いて、仕入れに来ました。それだけだと味気ないから、ここで売るためのものも用意しました。というわけで、シロップとお酒の生産者の紹介と、人通りが多い広場で商売をする許可を求めます」

			　そう言って握手を求める。なぜか鼻息が荒い。

			　後ろの執事服を着ている女性の口元が、さっきから微妙に動いている。

			　なんとなく読唇術で読み取ると。

			『うわぁ、お嬢様機嫌いいな。年下の美少年とか超好物だし。絵でもはぁはぁしちゃってるぐらいだから夜とか襲っちゃいそう。選り好みしまくってまだ処女だけど、今回こそ手を出しちゃうかも。あの人お姫様だって自覚ないし。そうなったら色んな人が怒るだろうな。私の首とか比喩じゃなく飛びそう。そしたら退職金でるかな？　でないと妹たち飢(う)え死にか。貯金しとけばよかったな。調子乗って二回もおかわりしたクレープ。あれ一枚買うお金で、一週間ぐらいの食費になったのに……情けないお姉ちゃんを許して』

			　俺は青い髪の少女……アスールと執事服の女性、二人同時に憐みの視線を送る。

			「ごほんっ。すごいですね。エリンに商店を構えるなんてなかなかできることじゃないです。エリンからここまで大変だったでしょう」

			「そうよ。道は狭いし、でこぼこしていて馬車が揺れまくるし、狼は出るし。あまりに人(ひと)気(け)がない街道なおかげで山賊の類(たぐい)が一切出ないのが唯一の救いね」

			「そんな道を通って来てまで割に合うと思っているのでしょうか？」

			「思っているわ。実際にその品物を私たちも見ているもの」

			「そういえば、そちらの方は私どもの菓子を二回もおかわりしてくださいましたね」

			　俺が執事服の女性に微笑(ほほえ)みかける。すると、アスールの視線が若(じやつ)干(かん)険しくなった。

			「じい、おかわり一回じゃなかったのね」

			「大変美味(おい)しゅうございました」

			「ナイフも買って行かれましたが、切れ味はどうでしたか？」

			「そりゃ、もうばっちりです。お魚を三枚に下ろすときとかすごいですよ。シュッシュッて切れて、料理が終わったあと、空中でシュッ！　ってすると血と脂がとんで、キラッて輝くんです。もう手放せませんね……ってはう!?」

			　執事服の女性が慌てて口を押さえる。

			　ナイフは屋台を借りての商売では品物として置いていない。あくまで個人として武器屋に売ったものだ。

			　俺を尾行していたこの女性は、俺が売ったものを全て買い集めている。

			　他にも、俺が買ったものの情報も全て集めていた。食料や、エリンではアクセサリーの素材として売られていた硫黄、そしてウェディングドレスまで全ての情報を掴(つか)まれている。

			「じい、あなた、尾行がもろばれしていたわね」

			「申し訳ございません、お嬢様。でも、ぜんぜん気付いたそぶりなんてなかったですよ」

			「あとでお仕置きね。それと、減給二か月」

			「ひいぃ、そんな」

			　この世の終わりみたいな声を執事服の女性があげる。

			「あまり、責めないであげてください。彼女は一番ましでしたよ。あとの二人に比べたらずっとうまかった。彼女のミスではなく、彼女たちの技量では気付かれてしまう相手に、尾行を命じた人間のミスだと私は考えます」

			「……なるほど、そう言われればそうね。認めるわ。じい、この件は不問よ」

			「この件？」

			「ええ、エルフが売ったものは全部集めろと言ったわよね？　どうしてあなたは、エルフが売ったナイフで魚を三枚に下ろしているのかしら？」

			「ひっ、まさかの身から出た錆び!?　ほんの出来心なんです。全部ちゃんと、お渡しするつもりだったんですよ。でも、そのこう、太陽にかざすとキラッてして、なんか、その一本ぐらい他の客が買ったことにして、自分で買っちゃおうかなっと……」

			「じい、減給三か月」

			「殺生な！」

			　そうして執事服の女性……改め、じいは崩れ落ちて、地面にのの字を書き始めた。

			「もう一度聞きましょうか？　エリンに入ってすぐに尾行をつけて俺を追い回していたあなたたちが、本当にただの商人だと言い張るつもりですか？」

			　そんなはずはない。メープルシロップを売りはじめた後ならまだわかるが、入ってすぐに尾行をつけたということは、少なくとも遠く離れたエリンに居るにもかかわらず、エルシエの状態を把握していたということだ。耳を隠した上で俺の正体に気付けたということは、俺の顔の情報まで持っていたことになる。これはもう一商人が扱える情報の範(はん)疇(ちゆう)を超えている。

			「ふう、予定が狂ったわね。これ以上の演技は無駄だから答えてあげる。私は、コリーネ王国の商業都市エリンを治める町長、アスール・フェル・コリーネ。今日は、エルフの村との交渉に来たの」

			「驚きました。その筋だということは予測しておりましたが、まさか町長自ら来られると思っていませんでした」

			「まあね。普通はこんな辺境なんて来ないわね。道が悪いせいで往復に一週間はかかるもの。私が一週間不在にするのはエリンにとって大きなマイナスよ。それでも、来る必要があると考えて来たわ」

			「書状でもいただければ、こちらから伺いましたのに」

			「それでは誠意が伝わらないわ。私はお願いする立場なのだから」

			　不敵な笑みをアスールは浮かべた。自信家で我が強いタイプ。エルシエにはいないタイプだ。

			「商売をしていただくことは構わないのですが、残念ながらエルシエには計算ができて貨幣を扱えるものがそうはおりませんので、代表のものが注文をさせていただく形になります」

			　勉強している暇(ひま)があれば畑を耕(たがや)せというのが、この時代の常識だ。

			　エルフも火狐もある程度の力のある家の子供以外は、字も計算も教わっていない。エルフと火狐合わせて二五〇人ほど居るが、その中で貨幣を使いこなせる者は二〇人にも届かない。

			「構わないわ。持ってきたものと単価のリストを渡すから欲しいものをまとめなさい。ただし、条件があるわ。商品の受け渡しは個人単位にして欲しいの」

			　俺はその言葉を聞いて、面白いと思った。

			「構いませんよ。私としてもそっちのほうがありがたい」

			　こういった機会に、少しでも外に興味を持つエルフを増やしたい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふうん、趣がある建物ね」

			「素直に質素と言ってもらって構いませんよ」

			　アスールとじいの他に三名を旧村長宅の一室に案内した。

			　旧村長宅がエルシエでは一番立派だし、客間もあり、宿泊してもらうのに都合が良かった。

			　扉を開けると、はたきを持ったユキノが、爪先立ちで背伸びをしながら必死に手を伸ばして掃除をしていた。

			「あっ、シリル兄様、お客様？」

			「うん、お客様。ここの掃除はもういいから、いつもは使ってない客間を急いで掃除して来て」

			「うん、わかった。頑張る」

			　ユキノは握りこぶしを作って部屋を出て行った。

			「ねえ、シリルきゅ……シリルさん。あの子、可愛(かわい)いわね」

			　アスールが、去っていくユキノの尻尾(しつぽ)を見つめながらそう言った。

			　確かにユキノは美人だし、着ている衣装もばっちり似合っていて、最高に可愛(かわい)い。俺の自慢の妹だ。

			「そう言ってもらえると嬉しいですね。自慢の妹ですから」

			「あの子、うちに預ける気はない？　うちで雇ってあげるわ。ちゃんとした教育も受けさせてあげるし、ここにいるより、いい暮らしを送れると思うわよ。支度金も払ってあげる」

			「家族を売るような人はいませんよ。それに、あの子は火狐です。エルシエ以外では幸せになれない」

			「口減らしが出来てお金が入るならって喜んで家族を売る人は無数にいるわよ。後者については……そうね。悪かったわ。私たちと違ってエルフと火狐は有名すぎるわね。エリンなら魔石狙いでいつ襲われるかわかったものじゃないわ」

			「その口ぶり、もしかしてとは思っていましたが、あなたは水精族ですか？」

			「ご名答、私の先祖の水精族の変わり者が地上に出て作った国がコリーネよ。水精族は滅多に人前に出ないし、特徴と言えば青い髪とほんの少し尖(とが)った耳だけど、割と他の種族にもある特徴だから、狙われたりしないのよ。一番の特徴の、水の中でも皮膚呼吸が出来るっていうのは、見た目でわからないし」

			　水精族は、魔石を体内に宿す四種族の一つだが、幻の種族と言われている。海底に住んでいるせいで、まず人前に現れない。

			　そのせいでどんな姿をしているのかすらも、情報としてあまり残っていない。

			「それは羨ましい」

			「とは言っても時間の問題だと思うわよ。今後、海の上が商売の主戦場になる。そしたら、海底にへばりついて、上を通った船を住処が荒らされたと言って襲う水精たちは、駆除され始める。そしたら死体が晒(さら)され姿形が出回って、エルフや火狐と同じ立場になるかもしれないわね」

			「水の中で水精族に手を出せるとは思えませんが」

			「今はね。これは私の持論だけどね。全てのできないには『今は』っていう言葉がつくの。たくさんの人が願っていることほど、『今は』が取れるのが早い。駆除されるのは時間の問題よ。頭の固いあいつらを説得しているのに、まるで話を聞こうともしない。あいつらにとって世界は海底の狭い縄張りで終わっているのよ。水精族の力を健全に使えば、大貿易時代の覇者にだってなれるのに！」

			　大貿易時代の覇者。そのあまりにも大きな目標に度(ど)胆(ぎも)を抜かれた。

			「海が商売の中心、確かに面白いですね。地上にある無数の関所を無視できるから税は安くなる。一度に運べる荷物の量が陸路とは段違いに多い、商売の相手が別の国どころか、別の大陸まで広がる。海には夢がありますよ」

			「そうよ！　絶対にそんな時代が来るわ。今は、色んな街の中継点になる内陸の街に富と物、人が集まっているけど、私が死ぬまでに港町に全部が集まる時代が来る！」

			「まだまだ船の性能が悪いし、航行技術も拙い。その両方が円熟すれば、すぐにでもそうなるでしょうね」

			「だからこその水精族よ！　あの頭でっかちどもを囲い込んで水流を操らせて、未熟な船と技術でも安全かつ迅(じん)速(そく)な船旅を可能にするのよ」

			「それは面白い、ならエルフも手を貸せるかもしれませんね。風を読めるから天気はだいたい予想できて嵐や大雨を避けられる。帆を張れば、風の力で、水を操るだけよりずっと早く船が進むでしょう」

			「いいわね、それ。どこよりも早く手に入れたいわ」

			　いつの間にか二人で盛り上がってしまった。周りの皆は口を開けてぽかーんとしている。

			　アスールとの話は面白い。

			「シリルさん、噂以上に博識なようね。私の話について来てくれる人は少ないから嬉しいわ。でも、私の今話した内容って、夢があるけど危険だってことも理解できるわよね？」

			「そうですね、エルフと水精の力を借りるんじゃなくて、風と水の魔石を用意できればと多数の国が考え出したら、今以上に狙われるのは間違いない」

			　鉄を溶かす火力が必要になり、火狐の魔石の需要が増したように、今後、風の魔石の価値が跳ね上がる可能性は確かにある。

			「そうよ。だから思うの。エルフと水精、そして火狐。魔石を宿す種族はみんな、協力をしていくべきよ」

			　話がきな臭くなってきた。

			「だから、エリンがエルシエを保護してやるとでも言うつもりでしょうか？」

			「ええ、雑談をたくさんしちゃったけど、その提案をするつもりだったのよ」

			「もう少し詳しく話をお聞かせください」

			「エルシエが帝国の砦(とりで)を落として難民を集めているのは知っているわ。でも、やはり素人(しろうと)ばかりというのは不味いと思うの。エリンからプロの兵士を三〇〇人出して常駐させるわ。平時は難民たちの教育と治安維持まで面倒をみてあげる」

			「そっちは事足りています。つい先日も帝国の一〇〇〇人以上の規模からなる襲(しゆう)撃(げき)を追い払いました」

			　俺の言葉を聞いたアスールは、ほうっと、感嘆の声をあげた。

			「素人(しろうと)以下の連中を集めて、よく反乱も起こさずに対処できたものね。驚きだわ」

			「だから、エリンの手を借りるまでもないのです」

			「あなたが言うなら、そうなんでしょうね。でも、問題はそれだけじゃないわよ。食料はまだ人口に対して生産が追い付いていないわよね。エリンでの補充が必要なんじゃないかしら？」

			　それは確かにそうだ。もともと五〇〇人までは増やしていくつもりだったが、今の段階で四〇〇人まで人口が膨(ふく)れ上がったのは予想外だった。

			　収穫までの間は、ベル・エルシエの手持ちの食料でしのぐのだが、今の人数でぎりぎりという試算結果だ。これ以上人数が増えれば、どこかのタイミングで買い出しをしないといけない。

			「それは、脅(おど)しているつもりですか？」

			「そんなつもりはないけど、脅(おど)すなら、そうね。エリンの保護を断るようなら、エリンへのエルフの立ち入りを禁じ、エルフとかかわりをもった者は今後一切のエリンでの商業活動を禁じる。こんなのはどうかしら？」

			　この女ならやりかねない。

			　現状、エルシエから帝国方面の村は全て貧乏だ。売るほどの備蓄なんてないだろう。そしてここからエリン方面にはいくつかの村があるが、どこもエリンと深いかかわりをもっている。

			　エリンと絶縁してまで、エルフに物を売ってくれる村なんて存在しない。

			　ベル・エルシエは難民キャンプのようなものだ。食べ物があるうちは最低限の治安は保つことができるが、それが無くなれば一気に荒れる。

			　下手をすると帝国に寝返ることまで考えないといけない。

			「保護するだけならエリンにメリットはない。保護の見返りに何を要求するつもりでしょうか？」

			「エルシエの鉄の矢の話は聞いているわ。あなたの持つ製鉄の技術、それを教えて欲しいわ。出来れば工房の立ち上げまで面倒を見て欲しいわね」

			「……まったく、戦争でもするつもりですか？」

			「何をするにも武力は必要よ。そして、一番手っ取り早いのが鉄の装備を揃えることだわ。それに、鉄は武器以外にも活躍するしね」

			「それだけですか？」

			「あと、もう一つ。あなたに港町の開拓を任せてみたいと思っているのよ。もともと、冗談のつもりだったけど、私と同じ目線で話をしてくれたあなたになら、任せていいわ」

			　港町の開拓、確かに面白そうな話だ。純粋に興味はある。だけど、エルシエを放ってまでやりたいとは思わない。

			「この場では回答できません。そちらの滞在期間中に返事を出そうと思います。何日とどまるご予定でしょうか？」

			「今日を含めて三日、お世話になりたいわ」

			「滞在期間の間、最大限のもてなしをさせてもらいます」

			「期待しているわ」

			　アスールはそう言ったあと、ごほんっと咳をした。

			「それはそうと、大きな話は終わりにして、小さな話を済ませてしまいましょう。これが今回持ってきた商品のリストよ。値段はぶっちゃけ原価以下、赤字価格でのサービス、エリンのすごさを思い知るがいいわ」

			「ずいぶんと無茶な要求を突き付けて置いて、よくそんなふうに話せますね」

			「それはそれ、これはこれよ。そうじゃないと商業都市の町長なんてやってられないわ。切替えの速さは商人の必須条件よ」

			　そして、その日はメープルシロップとエルシエワインの販売数と価格の調整。

			　計算が出来る連中を呼び集め、予算を決めて可能な限りエルシエの一人一人の要望を聞いて買うものを選んでいる内に、日が暮れてしまった。

			　そろそろ夕食の仕込みの時間だ。

			　ここで粗末なものを出せば、エルシエ自体が軽んじられる。いつも以上に気合をいれて俺は料理の準備を始めた。

		

	
		
			　

			第10話　妥協案

			　

			　夕食が終わり、食後のお茶を楽しむ。

			　夕食で不興を買わずに済んだことに一安心していた。

			「驚いたわね。まさか僻地でこれほどのものが食べられるとは思わなかったわ」

			「その通りです、お嬢様。屋敷の料理より美味(おい)しいぐらいですよ。食べ過ぎて苦しい。パンは二つで止めとけばよかった」

			　夕食の席には、エルシエからは俺とルシエとクウ。エリンからはアスールと、じいと呼ばれる女性が出席した。

			　他のエリンのメンバーはこの場を辞退しており、エルシエ側も可哀相だがユキノは呼ばなかった。

			　エルフの巫(み)女(こ)としてしつけられているルシエや、火狐の長の娘として育てられたクウと比べて、どうしても対外向けのマナーが怪しい。

			　ユキノのために今日のご馳走をお弁当にして手渡してあるので、後で楽しんでくれるはずだ。

			「気に入ってもらえて私も嬉しいです。頑張った甲(か)斐(い)がありました」

			「この料理、シリルさんが作ったの？」

			「ええ、腕によりをかけて作らせて頂きましたよ」

			　今日のメニューはたっぷりヤギバターと酵(こう)母(ぼ)をいれて柔らかく焼き上げたパン、骨付き子ヤギ肉のソテーに、ジャガイモのポタージュ。それにカブのサラダを用意した。

			　ヤギは今年生まれた雄の子ヤギを使った。ヤギは成長するにつれて癖が強い味になり、臭みも出て硬くなってしまうが、乳離れ寸前の肉は非常に軟らかく、臭みもない上に味もいい。

			　本当なら味が落ちてでも、もう少し育てて大きくしてから食べるのだが、客をもてなすために急(きゆう)遽(きよ)用意した。最高の肉を活かすために焼き加減とソースには徹底的にこだわった。

			「シリルさん、随(ずい)分(ぶん)と器用なのね」

			「うん、シリルはすごいよ。自慢の旦那様」

			　青い髪のお嬢様アスールの褒(ほ)め言葉をまるで自分のことのようにルシエは喜ぶ。

			　旦那様という単語を聞いたとき、若(じやつ)干(かん)アスールの口元がぴくりと動いた。

			「食後のデザートも用意してあるので、ぜひどうぞ」

			　俺は大きな金属の筒を取り出した。その中は氷と塩水で満たされており、一回り小さな金属の筒が入っている。

			　その小さな筒を開くと白い塊(かたまり)がへばりついていた。そう、これはアイスクリームだ。

			　作り方は簡単で、金属の筒の中にヤギのミルク、そしてミルクから作った生クリームにメープルシロップと卵黄をいれる。あとはその筒を塩とユキノに頼んで作ってもらった氷が入った大きな筒にいれて、三〇分転がすだけ。

			　そうすると筒の中身が大量の空気を取り込みながら凍っていき、軟らかい口当たりのアイスクリームになる。

			　氷菓はエリンでも見なかったので、驚いてくれるはずだ。

			「見たことがないわね。これは何かしら？」

			「アイスクリームという冷たくて甘いお菓子です。スプーンですくって食べてください」

			　そう言いながら、筒の中身を取り分けて皿に盛り、配っていく。

			　アスールはおそるおそると言った様子で、スプーンを白いアイスクリームに突き刺した。軟らかく沈んでいく感触に興味が湧いたようで、すぐにそれを口にいれる。

			「これはすごいわ。冷たくて、甘くて、口の中ですぅってとけて、こんなの初めてよ」

			「私も好きなお菓子です。ルシエとクウも、ほら、遠慮せずに」

			　俺とアスールに注目していた二人は、俺の言葉を聞いてようやく、目の前に用意されたアイスクリームに手を出した。

			「シリル、これすごいね。私、好きかも」

			「ひんやりして癖になりそうです。もっと早く作ってくれても良かったのに」

			「卵黄が必要なお菓子だから、今までなかなか手が出せなかったんだ」

			　鶏が手に入ったのは、つい最近のことだ。

			　卵があれば料理のレパートリーはずいぶんと広がる。

			　ただ、今は卵を食べてしまうより、雛を孵(かえ)して鶏の数を増やすほうを優先しているので、気軽には使えない。こういう場でもないと、なかなか振る舞えないという状況だ。

			「実は、これが一番シンプルなアイスクリームで、他にもバリエーションがあるんです。一つはクランベリーの果汁をいれた、甘酸っぱくてさっぱりしたアイスクリーム。もう一つはエルシエワインをいれて、アルコールの苦みを残した大人のアイスクリーム。お腹の空き具合と相談して食べてください」

			　クランベリーのほうは割と簡単に作れたが、アルコール入りは工夫を凝らした。普通にアルコールを混ぜ込んでも、アルコールは氷点が水よりずっと低いので凍らない。そのため、シカの骨から取ったゼラチンで固めて混ぜ込むという手間をかけたのだ。

			「もちろん、全部頂きますよ！　二つとも大盛りで！」

			　俺の言葉に真っ先に手をあげて身を乗り出したのは、執事服を着た女性だった。

			「じい、あまり私に恥をかかせないで」

			「いえ、その、これは、毒見って奴ですよ。お嬢様がどれを食べても大丈夫なように！　全部安全確認を」

			「じい、相手が居る前でどうどうと毒見なんて言うのはどれほど失礼なことか、想像がつかないのかしら？」

			「はう、いえ、その、それはなんていうか、そんなこともある。気にすんなよ！」

			　なぜか、執事服の女性は俺に向かって笑顔で親指を立ててくる。

			「そもそも、じいはカブのサラダに手を付けなかったわよね」

			「カブはどうしても苦手で、子供のころからダメだったんですよねー」

			「ほう、私は普通に食べていたけど毒見する気があったのかしら？」

			「あはははは、私、エルフの皆さんのこと信じていましたから、毒なんて絶対に盛らないって」

			　色々な意味でじいは残念すぎた。

			　もう、墓穴を掘りすぎて、どこから突っ込んでいいのかわからない。

			　アスールは優しく微笑(ほほえ)んで、そしてゆっくりと口を開いた。

			「じい、減給半年に延長ね♪」

			「そっ、そんな～」

			　そして、じいは崩れ落ちる。崩れ落ちて涙を流しながら、アイスクリームをむしゃむしゃと食べて、幸せとため息をつく。

			「従者が見苦しいところを見せてしまい、申し訳ございません」

			「いえ、お気になさらずに」

			　お互いの苦笑いが交錯する。

			「エルフの村……失礼、エルシエではこんなに美味(おい)しいものを毎日、全員が食べてるのかしら？」

			　口元には笑みを浮かべているが、目には真剣な光が宿り始めていた。

			「今日のは賓客をもてなすためのものです。毎日これだけのごちそうは出せません、年に数回のお祭りぐらいですね」

			「さすがにそうよね。少し驚いたの。これほどの料理はエリンでもなかなか食べられないもの」

			　どこか安(あん)堵(ど)した様子が見て取れる。今の話で安(あん)堵(ど)するとすれば……。

			「そういえば、こういう話がありましてね」

			　俺は雑談をする振りをしながら、探りをいれることにする。

			「遠い昔、貧しい村がありました。その村は、先祖伝来の骨董品をずっと守っていました。非常に歴史的な価値があるもので、買い取ろうと隣の大きな街から何人も商人が訪れましたが、どれだけの大金や素晴らしいものを差し出されても、村人たちは断り続けていました。ご先祖様の残してくれたものを売るわけにはいかないと言ってね」

			　かつての俺が立ち寄った村の話だ。

			「ある日、隣の大きな街の商人がやってきました。その商人は骨董品については何も触れず、タダ同然で柔らかいパンや酒、可愛(かわい)くて着心地のいい服をばら撒(ま)きはじめました」

			　最初、村人たちは喜んだ。今までの辛く貧しい生活が一転して豊かになったからだ。週に一回程度の商人の来訪が二か月も続いた。

			「そして信用を得たころ、急に商人は商品の対価として、村にある貴重な骨董品を要求し始める。もし初日からそんな要求をしていたら、誇(ほこ)りをもって村人たちは突っぱねたでしょうね。だけど、贅(ぜい)沢(たく)を覚えてしまった村人たちは、今さら昔の生活に戻ることに我慢が出来なかった。白いパンが欲しい、綺(き)麗(れい)な服が欲しい、美味(おい)しい酒が飲みたい。村の代表が断ったあと、村人たちは村の倉に忍び込んで、村の骨董品を盗み出して売りとばしてしまった」

			　娯楽というものは知らないからこそ我慢ができる。だが一度、その味を覚えて慣れてしまえば、耐えきれはしない。

			「そのあとはお決まりのパターンですね。村人たちは骨董品を全て売り渡し、対価として支払うものがなくなり、それでも商人のもたらすものを求めた結果、ずっと受け継いできた土地を二束三文で売り払い、商人が連れてきた裕福な街の人間に従う小作人となってしまいました。若者は熱病に浮かされたように村を出て、奴(ど)隷(れい)同然の条件で身売りをはじめた。そうしてその村は武力を振るわれるまでもなく、実効支配をされてしまいましたとさ」

			「シリルさんは博識なのね。興味深い話だったわ」

			　さすがに、こんな世間話で慌てた顔は見せないか。

			　もっとも、隣に居るじいの表情がすごいことになっている。心の声まで聞こえてきそうだ。

			『はわわ、お嬢様、もろばれですよ。もればれ』

			　本当になんでこんな子を隣に置いているんだろう。

			　護衛としての腕前に期待をしているのか？　確かに俺を尾行した腕は見事だった。おそらく俺でなければ、気が付かなかったはずだ。

			「今回の話は指導者への教訓になっていて、文化を軽視してはいけない。文化で侵(しん)略(りやく)されるということを知らないといけない。そして、外敵に備えるためには兵力や食料の備蓄を集めるだけではなく、民の生活を底上げしないといけないということですね」

			「それについては同感ね。エリンが発展したのも、文化よ。エリンに来れば何でもあるから人が集まってくる。集まった人が素晴らしい文化をもたらす、そしてその新しい文化が更なる人を呼ぶ。その好循環がエリンの発展の原動力よ」

			「羨ましい話ですね」

			　人が居るところに人が集まる。周りの村が物を売る時に、当然村に持ち帰るものを買わないといけない。そう考えるとどうしたって、市場の規模が大きいエリンを第一の選択肢として考えざるを得ない。

			　実際に俺自身、手に入れた金の全てをエリンで使っている。これからもエリンは発展し続けていくだろう。

			「羨ましがることなんてないわ。エルシエだって、あなたの判断一つでエリンの庇(ひ)護(ご)下に入れるのよ。お昼にも言ったけど、ちゃんと砦(とりで)の防衛のための人だって出すし、エルシエの運営だって私の責任できっちりとやるわ。定期的に行商人にも来させるようにする。あなたが例に出したようなあくどいことはしないわ。やろうと思っても出来ないでしょうし、適正価格で販売するわよ。メープルシロップとエルシエワインの他にも魅(み)力(りよく)的なものがあるなら買ってもいいわ。その代金で欲しいものを買う、お互い幸せになれると思うわよ」

			　非常にありがたい話だ。

			　今後のエルシエの特産品として、麻薬を作ったあとに余る麻の葉と茎から安価に大量の紙を作る予定がある。麻は古くから高級な和紙に使われるほど紙に適した材料で、それをエリンで捌(さば)ければエルシエはさらに豊かになれる。他にも麻から軽量プラスチックを作ったりもしてみたい。それでも……。

			「そちらが出発するまでに返事をすると言いましたが、この場で返答させて頂きたいと思います。エルシエはエリンの庇(ひ)護(ご)下に入るつもりはありません」

			　俺はエリンからの申し出を断ると決めた。

			「それは、今後一切エリンで取引をすることができなくなると分かった上で言っているのかしら」

			「ええ、それならそれでなんとかします」

			　食料の問題は、差しあたってエルシエで育てたジャガイモとカブをベル・エルシエに回すことにする。

			　冬の間に試験で火狐にガラスハウスを温めてもらって無理やり成長を早め収穫したジャイガモは元より余剰食料だった。これはいずれしっかりとした防壁を作り、その上で籠(ろう)城(じよう)戦となったうえでの食料として、保存食に加工して備蓄しておきたかったが諦める。

			　そうして稼(かせ)いだ時間で食料の増産計画を立てる。今、麻を育て始めたベル・エルシエの畑のいくつかを潰して、ジャガイモ畑にすることも必要だろう。

			　食料の増産計画の他にも、報(ほう)酬(しゆう)を支払って第三者にエリンで代理購入をさせる試みや、本意ではないがベル・エルシエに居る者の伝手を辿(たど)り、帝国付近にある村の者に金を渡した上で、帝国から購入することだってできる。

			「意外ね」

			「断るとは思いませんでしたか？」

			「いえ、断るならてっきり武力をちらつかせて来ると思っていたわ」

			「まさか、売る相手を選ぶのは自由です。エルシエに売りたくないと言ったからと言って、殴りかかるほど私たちは野蛮ではない」

			　もし、エルシエに攻めてくるようだったらそれもあり得た。

			　だが、あくまでエリンは売らないと言っているだけだ。それを理由に攻めるのは、侵(しん)略(りやく)者と変わらない。あくまでエルシエの立場としては暴虐な帝国に立ち向かうというものだ。

			　その建前があるからベル・エルシエなんてものに難民たちが集まっている。ここでエリンを襲ってしまえば、帝国と同じ侵(しん)略(りやく)者になる。

			　さらに付け加えるなら、防衛ならともかく、こちらから攻めるのは非常に難しい。エリンは一〇万都市である。非常に規模が大きい。戦いの終わりが見えない。街の人間を虐殺することも、エリンのトップを殺すこともできる。だが、それで降伏するとは限らない。

			　泥沼になっている内に帝国が攻めてくれば、エルシエは終わる。帝国とエリンの両方を相手にするなんて悪夢そのものだ。

			「考え直すつもりはない？　あなたたち、帝国から金貨を巻き上げているみたいだけど、エリン相手以外に貨幣を使うようなことはまずないでしょう？　今まで得た資産が全て無駄になるわよ？」

			　言っていることは正しい。エルシエの周辺の村は物々交換が主流で、まともに貨幣が機能していない。

			　今、エルシエには大量の金貨があるが、それがただの綺(き)麗(れい)な石になってしまう。帝国付近までいけば、帝国で使えるという前提に貨幣が通じるが、それも難しい。

			「あなたの言葉を借りれば、『今は』そうなります。私が、ベル・エルシエ、帝国の補給基地の跡地に難民を集めているのをご存じとのこと。私はそこをエリンのような商業都市にするつもりです。各地の村から特産品を集めて、商業の中心にする。そうなる頃には再び貨幣は価値を持つでしょう」

			　もともとは帝国の政策で村ごとに集中的に単一作物を育てさせられていた。酒や酢(す)と言ったものを集中的に作らされている村も多い。そういった村の一つ一つを回って交渉していけば、不可能ではない。

			「ずいぶん、気の長い話ね」

			「五年でそうして見せますよ」

			「残念だわ。あなたなら、私の下について権力とお金を手にすれば、もっと大きなことができたのに」

			「金も権力も要りません。そんなものはその気になれば、いつでも手に入る。それより大事なものを失うわけにはいきませんから」

			　エルシエは俺の夢だ。それを他人に任せるなんて、冗談じゃない。そしてここにはルシエとクウが居る。

			「まだ、時間はあるわ。考えがかわったら教えてね」

			「そのときはお願いします。そして、もう一つ。保護されるつもりはないですし、私自身があなたの部下になるつもりもありません。ですが、製鉄の知識を伝えるのは、やぶさかじゃないですよ」

			　俺の言葉に、アスールは目を見開いた。

			「私が現地で指導することはできませんが、製鉄の手法と工房の図面を起こすことぐらいはしてもいいです。帝国の鎧(よろい)を見れば、彼らの製鉄法はだいたい見当がつきます。それ以上に効率がいいものを用意することを約束します」

			　製鉄の手法を敵対するかもしれない国に教えることは、かなりの危険性がある。それでも妥協できるポイントがあるなら、ここしかない。

			「私はあなた自身に、かなりの価値を感じてあの条件を出したのだけれど、製鉄の方法だけなら、あそこまでしてあげられないわ。あなたは対価に何を求めるの？」

			「エルシエがエリンで商売をする場合においての恒久的な関税の撤廃、それに商店としても機能する大使館を頂ければと思います」

			　俺の言葉にアスールは渋面を作る。

			「お嬢様、いい話じゃないですか！　たった家一つで、帝国以上の製鉄技術が入ってくるんですよ。エルフが払う関税なんてたかが知れてますし、頷(うなず)いちゃいましょうよ。このままじゃ、エルフに意地悪して帰るだけになっちゃって無駄骨です！　一週間エリンを離れるために、何日徹夜して仕事を片付けたと思ってるんですか！」

			「じい、これは非常に危険な話なの。特に、何を作ってもおかしくないエルシエ相手だと。あなたは頭が悪いのだから黙ってくれると嬉しいわ」

			「いつもより辛辣!?」

			　そしてアスールは思案したあと、ゆっくりと口を開いた。

			「時間をちょうだい。今度は私が考えさせていただくわ。ただ、一つだけ聞かせてもらっていいかしら？　その条件だと私が製鉄の手法を聞いてから反故にした場合、あなたは泣き寝入りするしかないと思うのだけれど？」

			「契約で嘘をつく商人は三流です。そしてあなたは言いました。エリンの長であるにはエリンで一番の商人である必要があると。……まさか、エリンで一番の商人が、三流であるはずがないと私は信じているのです」

			「ふっ、まったく、こんなに楽しい食事は久しぶりだわ。お腹も膨(ふく)れたし、部屋に案内していただいてよろしいかしら？」

			「ええ、あとで布とお湯も届けさせていただきますよ」

			「それはありがたいわね。じい、行くわよ」

			「えっ、もう!?　はい、お嬢様」

			　そしてアスールは、慌てて大盛りの二種類のアイスを口に放り込み頭痛を抱えたじいを連れて、部屋を出ていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二人を案内してから外に出る。いつも以上に頭を使ったので、外の空気を吸いたかった。

			　すると、お弁当の入った袋を手にもったユキノの背中が見えた。

			　彼女には客間の掃除を終わらせたらお弁当をもって帰るように言っていたが、きっとぎりぎりまで掃除を頑張ってくれたのだろう。

			　声をかけようと思ったが、空になった牛乳瓶の回収で家を回っていた黄色の火狐のケミンと黒い火狐のクロネがユキノに向かって駆け寄って来たので、反射的に隠れてしまった。

			「ユキノちゃん、元気になって良かったの」

			「最近落ち込んでいたから、心配してたわ」

			　二人の言うとおり、ユキノはベル・エルシエで、帝国の四大公爵の一人であるヴォルデックに言われたことを気にして落ち込んでいた。やはり親友だと気が付くのだろう。　

			「二人とも心配をかけてごめん。ユキノはもう大丈夫」

			　どことなく誇(ほこ)らしげに、ユキノが二人に向かって言葉を放つ。

			　何かを言いたくて仕方がない様子だ。

			「ユキノちゃん、もしかしてシリル兄様と何かあったの？」

			　クロネがそう言うと、ユキノの耳がぴくぴくと動いた。

			「その反応、もしかして、本当にもしかしてだけど、シリル兄様とふぉっくすしたの？」

			　おそるおそると言った様子で、ケミンが問いかける。

			　すると、ユキノは顔を少し赤くしてゆっくりと首を縦に振った。

			「今日、シリル兄様とふぉっくすした」

			「「きゃあ、きゃあ、きゃあ」」

			　クロネとケミンはきゃあきゃあ黄色い声をあげながら跳び回る。

			　それを見てユキノの顔がさらに赤くなった。ふぉっくす？　ずっとどういう意味か気になっていたが、ここでわかるかもしれない。

			「ユキノちゃん、大人なの」

			「さすが銀色ね、私たちとは一味違うわ」

			「二人とも、大げさ」

			「ぜんぜん大げさじゃないの。ふぉっくすなんて、クロ、羨ましいの」

			「もう、こんこんした？」

			「こんこんはまだ」

			「「きゃあ、きゃあ、きゃあ」」

			　まだと言ったにもかかわらず、二人が騒ぐ。

			　さっきから興奮が最高潮だ。今度はこんこん？　火狐に対する謎が深まる。

			「クロネ、私たちもはやく良い人見つけないとね」

			「クロもシリル兄様がいい」

			「シリル兄様もそろそろ限界だと思うわ。そもそもクウ姉様のお婿様相手にふぉっくすなんて」

			「クロ、死にたくないの。ユキノちゃん、すごいの。特攻やろーなの」

			　クロネがそう言った瞬間、ユキノが冷や汗を流した。冷静に考えると、俺も怖くなってきた。一歩間違えれば、一線を越えていたかもしれない。

			「きっと大丈夫、ユキノはふぉっくすしてもらっただけで、ユキノからふぉっくすしてないの。ユキノがシリル兄様のものになっただけで、ユキノはシリル兄様をもらってない。だから、クウ姉様も怒らないと思う。きっと、クウ姉様はいっぱいシリル兄様にふぉっくすしてるし」

			　そう言ってほっとしてすぐに、ユキノはクウとの格差に気が付き、自分の言葉で落ち込んでしまった。俺はユキノの好きだという気持ちは受け取ったが、妹として見ていることもきちんと伝えた。そのことを思い出したのだろう。

			「ユキノちゃん、がんばなの。おかーさん言ってたの。男なんてさきっちょだけって最初は言うけど、少し手を出したら最後までいっちゃう悲しい生き物なの。シリル兄様もそこまでしたらいつか最後までしたくなるの」

			「……クロネのお母さんってそういう人だったね。でも、ユキノは可愛(かわい)いから、きっと大丈夫よ」

			　二人の言葉を噛みしめて、ユキノは頷(うなず)いた。

			「そのいつかが来なくても、ユキノの気持ちは変わらない。だけど、それでも、そのいつかが来て欲しいって願ってる。……でも、シリル兄様は愛妻家、これ以上お嫁さん増やさないみたい」

			　クロネが、ユキノの肩をぽんぽんと叩く。

			「心配しないでいいの。おかーさん言ってたの。本当にしっかりした人は、一度も浮気をしないの。シリル兄様はクウ姉様を受け入れたの。一度でも浮気をした人は、理由をつけて何度も同じことをするの。特に頭のいい人は自分への言い訳がうまいから、浮気をしやすいの。シリル兄様はいっぱい浮気をするタイプなの。おとーさんに似てるからよくわかるの」

			　妹狐の中で、もっとも純真だと思っていたクロネのあまりにもひどい言葉に、ぎょっとする。

			　何が嫌かというと、自分でその言葉に納得している部分があるからだ。

			「……クロネ、それシリル兄様の前でもクウ姉様の前でも言ったらダメよ」

			「言わないの。クロ、かしこいからちゃんと、危ないことをやる時や言う時は場所を選んでるの」

			「クロネって意外と腹黒よね」

			「だって、クロは黒い火狐」

			　そうやって三人の小さな火狐たちは、ユキノを中心にしてわいわい盛り上がっていた。

			「ふぉっくす、するときどうだった？」

			「別にふつう、ただちょっと乱暴で、痛かったけど、その痛いのが温かかった」

			　恥ずかしそうにユキノが言うと、クロネとケミンが顔を合わせて頷(うなず)きあう。

			「クロネ、再現するわよ」

			「ラジャーなの」

			　そしてとことこと近くにあった家の壁まで歩いていき、クロネが壁を背にした。

			「ユキノ、僕の可愛(かわい)い子狐ちゃん、君の全てが欲しいんだ」

			「きゃっ、シリル兄様、そんな恥ずかしい、でもシリル兄様にはクウ姉様が」

			　そして、ケミンがクロネに覆(おお)いかぶさるようになり、どんと壁を叩く。

			「クウなんて関係ない。ユキノの素直な気持ちを聞かせろよ。アレ、して欲しいんだろ？」

			「はっ、はい、ユキノして欲しい」

			「ほら、何をして欲しいか言ってごらん」

			「ふぉっ、ふぉ」

			「それだとわからないな。もう行っちゃうよ？」

			「ふぉっくすして‼　シリル兄様」

			「いい子だ。ふぉっくすしてやるよ」

			　そうしてケミンがクロネの尻尾(しつぽ)を撫(な)でてから、虚空をにぎにぎする。

			　おそらくあれは尻尾(しつぽ)を握っているジェスチャーなのだろう。遊びでも尻尾(しつぽ)は握らない。

			　ようやくわかった。火狐にとって尻尾(しつぽ)を握るのがふぉっくすなんだろう。

			「きゃーユキノちゃん、大胆なの」

			「私も尻尾(しつぽ)ぎゅーってなっちゃった」

			　ケミンとクロネにからかわれて、ユキノの顔は茹でだこのように真っ赤になっていた。
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			「分けてあげない。シリル兄様にもらったご馳走分けてあげない。一人で全部食べちゃう」

			　そして、俺が渡した弁当箱を抱えてダッシュする。

			「ユキノちゃん、ごめんなの。シリル兄様の料理、クロも食べたいの」

			「悪かったわ。ちょっとからかいすぎたわ」

			　そんなユキノを二人が全力で追いかける。

			　それを見て反省した。

			　ユキノにこういう渡し方をすると、毎回二人にも分けてしまうのだろう。

			　今度からきちんと三人分用意することにしよう。

			「まったく、あの子たちは」

			　少しだけ気持ちが軽くなった。

			　あと二日、エルシエの未来をかけた武器を持たない戦い。それに力を注ごう。

		

	
		
			　

			第11話　密談

			　

			　この日、俺は旧村長宅に泊まることにした。監視と諜報が目的だ。

			　賓客としてアスールとじいは客室に泊まっていただき、残りは馬車に泊まってもらっている。

			　兵士たちが泊まる部屋は複数人で泊まることを前提にしていたが、アスールとじいが個室を希望したため、部屋が足りなかった。

			　こちらとしては旧村長宅以外にも部屋を用意すると言ったが、断られてしまった。

			　俺は寝室で横になり、目を閉じ風のマナと意識を合わせる。【知覚拡張】、俺の得意魔術だ。半径三〇〇メートル以内において空気がある空間であれば、視覚情報及び、音声情報を入手できる。

			　女性を覗き見るのはマナー違反だが、今は少しでも情報が欲しい。

			　アスールとじいは二人とも自室でくつろいでいるようだ。

			「あのお嬢様はどこまでの権限と情報を持っている？」

			　普通に考えて、今日のアスールの行動は頭のネジが数十本単位でとんでいるとしか思えない。

			　まず、一方的な商取引の停止。

			　これはいい。あくまでエリンの自治の範(はん)疇(ちゆう)だ。だが、その後の、エルフと取引をした者全てエリンでの商業活動を禁止する。これは完全にやり過ぎであり、経済制裁そのものだ。

			　さらにそれが嫌ならエルシエがエリンの庇(ひ)護(ご)下に入り、技術の提供及び、エルシエの長である俺が部下になることを要求した。その後にわざわざ、武力で攻めるつもりがないのかを聞いて来ている。宣戦布告と取られてもおかしくない。

			　これが独断なら、コリーネ王国の一都市に過ぎないエリンの町長が勝手にエルシエに戦争を仕掛けたことになり、通常なら本国から制裁を受けかねない。

			　もっとも、エルシエ自体が国ではなく、どこにも属していない集落と考えられているなら自治の範疇だと言い張れないこともない。

			「それでも、十分な戦力を持っている相手にすることじゃない。帝国兵五〇〇〇人相手に勝ったと知っているはずなのに」

			　そもそも、命が惜しくないのだろうか？　エルシエ側がアスールを無事に帰さないことだって考えられる。エルシエ側の選択肢として、この場で皆殺しにして、アスールたちは来なかったと言い切ってしまうことだって可能だ。後で山に死体を捨てて山賊や獣(けもの)の仕業に見せかける。

			　今回はたまたま、エルシエにとってプラスになる交渉ができる見込みがあったから、行動に移さなかっただけに過ぎない。

			　他にも洗脳という手段もある。だが、あれはあくまで一定の指針に従って、快感と苦痛を与える魔術に過ぎず、感情と行動を切り離して行動できる者には効果が薄い。

			　イラクサのメンバーはもともと俺に対する恩義や好意があったからこそ、あの魔術をかけても自然に受け入れたが、そうでない相手は異常に気が付く可能性がある。

			「ふんふんふん、良いお湯でした」

			　じいが自分の部屋でほくほく顔をしていた。クウが持ってきた、たっぷりとお湯が入った桶と布で体を拭(ふ)いてご満悦のようだ。今はエルシエが用意した、ゆったりとした寝巻に着替えている。

			　服装ばかりに目が行っていたが、じいはなかなか綺(き)麗(れい)な女性だ。歳は二〇代後半ぐらいで、胸はさほど大きくはないが、きっちりと引き締まった体をしている。茶色がかった髪はくせ毛で、肩甲骨あたりまで伸びていた。

			「エルシエの長のシリルさん、可愛(かわい)かったなー。あんな弟欲しいなー。ああでも、ないない。見た目はともかく、あの性格はないわー。プライベイトではかかわり合いたくないわー」

			　ずいぶんと俺に対して酷(ひど)い印象を持っているようだ。

			「性格に目を瞑(つぶ)って、あの顔でお姉ちゃんって呼ばれてみたい気持ちはありますね。でも、あの子のまわり、随(ずい)分(ぶん)と若い子ばっかりでしたね。一〇代半ばぐらいの子ばっかり。もしかしてロリコン？　んん、でも同じぐらいの歳だし、それが自然か。あの子に私のような大人の魅(み)力(りよく)を理解しろというのは無理かしら。いえ、私ならいける。だって私だってまだまだ若いし、あっ、鏡！」

			　部屋に置いてあった鏡に目ざとく気がついた。

			　あれは、ルシエとクウのために俺が作った試作品だ。工房も手狭になっていたので、誰も使っていない客間に置いていたのだ。

			　そういったもののほとんどはユキノが掃除のときに運び出したのだが、元からの備え付けのものと間違えて、そのままにしてしまったようだ。

			「ほう、すごいですね。凹凸が完全にない、滑らかなガラス板を完全に均一な厚さの薄い銀で覆(おお)ってある。どうしたらこんなのが作れるんだろ？　製法を想像もできないですよ。まあ、報告だけしてお嬢様に考えてもらいましょう。それよりも」

			　にやけ面をしながらじいは鏡の前に立った。

			「せっかく、鏡があるし、色々と試してみないと」

			　そしておもむろに自分の荷物の中から髪留めを取り出した。

			「シリルくんがロリコンだから、私もそれ路線にしないといけませんね」

			　髪止めで自分の髪をまとめはじめる。出来上がった髪型はいわゆるツインテール。二〇代後半のツインテール。それはあまりにも痛々しかった。

			「もう、この髪型はきついと思ってたけど、いける！　やぁん、フレデリカ可愛(かわい)すぎるぅ。全然若い、シリルくんのお嫁さんの中に入っても違和感ない！」
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			　突っ込みをいれたい気持ちを必死に抑える。

			「髪だって全然艶があって、あの子たちにも負けない……いえ、あれと比べちゃ駄目ですよね。そもそも年齢どころか種族が違くて、肌の張りなら！　まあ、女は見た目じゃないんですよ中身ですよ、な・か・み！」

			　なら無理して若作りしようとするなと言いたい。だが、中身重視ということは同感だ。個人的には外見と中身の割合は四対六ぐらいだと思っている。

			　じいはしばらく一人でポージングを何度か決めまくった後、唐突におとなしくなり、ツインテールをほどき、身だしなみを整えた。

			　じいの部屋の扉を叩く音が聞こえた。

			「お嬢様、お待ちしておりました」

			　そして急に真面目な声を出す。今までのはしゃぎようが嘘のようだ。

			　お嬢様が来ると察知したのだろう。凄まじい気配察知能力だ。

			「お邪魔するわ」

			　アスールの表情が硬い。かなり緊張しているように見える。

			「じい、ここは大丈夫なの？」

			「おそらくは。防音の検査をしましたが、よほど大きな声を出さない限り、声が漏れることはないですね。盗み聞きをするための仕掛けもないですし、付近に人の気配もありません。もしこれから近づいてきたとしても、私なら半径五メートル以内に近づけば確実にわかります」

			「そう、なら安心して話せるわね」

			　今のアスールの言葉は意外だった。

			　アスールは自分一人で判断をして、じいを相手に相談をすることはないと思っていたのだ。

			「じい、今日のあれは何？　確かに私は油断させるようにと言ったけど、やりすぎよ。逆に怪しいわ」

			「お嬢様、ごめんなさい。いえね、私の場合気を抜けば、色々とやらかすのでいつも通りを心がけたら、あんなことになっちゃいました。今は反省しています」

			　あの間抜けなキャラクターは意図的にやっていたのか。

			　ただ、少しやりすぎて不自然だった。

			「明日からは少し気を引き締めなさい。それと、あのナイフの件、あれはどういうつもりなの？　他はともかく、あれだけは本気で怒っているのだけれど」

			「理由はあるんですよ。お嬢様はナイフを鍛(か)冶(じ)屋協会に預けていましたが、私にしか調べられないことがあるんです」

			　そう言いながら、じいは手荷物から俺が作り上げた一振りのナイフを取り出す。

			「プロにわからなくて、あなたにわかること……魔術の絡みかしら？」

			「ご名答。このナイフには、きわめて高度な火魔術と土魔術を使用した形跡がありました。良質な火と土のマナの匂いがします」

			　思わず声をあげそうになった。作り上げた物質から使用した魔術の推定？　それは俺でもできない。仕上がりを見て工程を推測はできるが、じいの言ったような魔術の残滓なんて拾えはしない。

			「火は火狐が居るからわかるけど、土？　エルフは土魔術が苦手だし、火狐族も人間よりは適性が高いけど、そこまで高くないわよね？」

			「ええ、だから私は土魔術が得意な連中が協力者に居ると思っていたんですよね。でも、ベル・エルシエに放っている草も、帝国の二重スパイも、これまでの調査でも、土魔術が得意な連中が近づいた形跡を拾えないんです」

			「なら、おかしいじゃない、こんなものがあるなんて」

			「私もありえないと思っていました。だから、私の鼻が鈍ったと思って今まで黙っていたんです。確たる証(しよう)拠(こ)を掴(つか)むまでは黙っていようと」

			「そう、それで今話したということは、何か見つかったのね」

			「肯定です。この村の郊外に極めて頻繁かつ大規模に土魔術が使われた形跡がある工房を見つけました」

			　おそらくは、俺が作った工房のことを言っているのだろう。

			　確かに、村を案内させたクラオから、工房の中には入れなかったがそこに向かったとは聞いている。

			「大規模で頻繁ね。その状況、あなたならマナに食われた体内魔力(オド)の残滓を拾えるんじゃない？」

			「このナイフ一本だと私でも無理でしたが、あれだけのものがあれば、残滓を掴(つか)めます」

			「なら、その体内魔力(オド)の匂いを辿(たど)っていけば、エルフの協力者が見つかるわけね」

			　属性魔術の痕跡だけでも異常なのに、属性魔術を使用する際のマナの呼び水に使うオドの匂いを辿(たど)るだと？　じいは本当に何者だ？　そんな種族、俺の知識の中にすら存在しない。

			「実は、もう見つけているんです」

			「でかしたわ、じい。シリルさんは、本当は鉄を生み出してなくて、その協力者が作っているなら、もっと楽に交渉できるわね。むしろその事実こそがシリルさんを突く武器に！」

			「残念ながらお嬢様、それは難しそうです」

			「どうしてよ？」

			「間違いなく、土のマナが食ったのはシリルさんの体内魔力(オド)です。他にも火、風、水まで、シリルさんは土・火・風・水全属性の大規模かつ強力な魔術を使っていますね。土はノームなみ、火は火狐なみ、風と水はエルフ相(そう)応(おう)のものを。私も初めは自分を疑いましたが、間違いありません」

			「ありえないわ！　全属性の魔術、それも極めて強力なものを使えるなんて、そんなのエルフじゃない！」

			「たぶん、あの人、エルフじゃないです。エルフみたいな何か。私や勇者、それに金色の悪魔、その同系統だと思ってください」

			　それは俺の本質にかなり近い。俺自身は間違いなく普通のエルフだが、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】により様々な俺を呼び出す。

			「いくらなんでも、そんなこと！　だったらなんでそもそも帝国に支配されていたのよ。じいの言うような戦力があるなら、もっと早くから！」

			「それは知りませんよ。ただ、お嬢様に忠告です。死にたくなければ、けして私から一〇メートル以上離れないでください。それ以上離れられると、守れる自信がないです」

			　一切口調を変えずに、何気ないことのように淡々とじいは言った。

			「ねえ、じい、シリルさんは私を殺せるの？」

			「難しい質問ですね。まず感情面ではあの人は殺せる人ですよ。ちなみに私の一番嫌いな人種です」

			「じい、回りくどい言い方はやめて」

			「普通の人って、殺人をわりと特別視しているんですよね。無条件に嫌がったり、逆に人を殺すのが好きだったり、最後の手段だって葛藤したり、他にも殺す判断をする自分に酔ってたり。でもシリルさんみたいな人って、必要だな、じゃあやろうって感じで軽いんですよね。お嬢様も、損得の天秤が傾けば、突然刃を向けられると思います」

			「ずいぶん詳しいのね」

			「珍しいけど、割と見るタイプなんですよね。それに極度の秘密主義者。今日、シリルさんのことについて部下に聞いて回らせたんですよ。そしたら、なんの情報も出てきませんでした」

			「みなの口が堅いだけじゃない？」

			「違いますよ。隠している様子がまったくなくて、そもそも知らないんです。シリルさんのことを誰一人。お嫁さんや、妹だと言っている女の子たちですら。あの人、誰も信じてないんじゃないですか？　ここまで来るとキモイです。顔がいいので遠目に見る分にはいいですけど、妹たちの教育にも悪いし、お近づきにはなりたくないですね」

			　じいの言葉は一々胸に突き刺さる。【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】のこと、前世の知識のこと、エルシエの向かう先、大事なことは誰にも話していない。

			　きっと、話せばルシエもクウも受け入れてくれる。だけど、嫌だった。話すことで異質な存在だと受け止められることが。

			「その情報は参考にさせていただくわ。でも、今日ここにきて、実際にシリルさんが作ったエルシエを見て確信したわ。彼の技術は必要よ。寒い中でも作物が育つガラスハウス、井戸の汲み上げポンプ、信じられない性能の馬車、色々と素晴らしいものが溢れている。全部、この村を豊かにするための素晴らしい発明よ」

			「それも、私が警戒心を強める理由なんですよ」

			「文句のつけようがないと思うけど」

			「技術や発明なんてものは、突然ポンッと飛び出てくるものじゃないんです。既存の技術を積み重ねていかないといけない。本来なら完成品の前には無数の途上品や失敗作、そういったものが溢れているはずなんです。でも、それがない。初めから完成形で洗練されたものばかりが、このエルシエには溢れている。こんなことありえない」

			「だけど、実際にエルシエはそれが出来ているわ」

			「きっと、シリルさんって発明なんてしてないですよ。ただ知っているものを作っているだけ。でも、その知識の出所がわからない。エルフは他の種族と交流なんて五年以上していなかったはずなのに……。ある日、シリルっていうエルフの少年が殺されて、知識が豊富な誰かと入れ替わったとかのほうが、説得力があるぐらいですね」

			　じいに対する警戒心がどんどん強くなっていく。これはなんだ？　あの間抜けな女性がこれほど俺の本質にあたりをつけている。

			「じい、怪しいのは十分わかったわ。それでも私は彼が欲しい。毒でもなんでもエリンが強くなるためなら、利用するわよ。せっかく育てたエリンを馬鹿な兄妹に横取りされないためにもね。だからリスクを冒(おか)してここに居る」

			「お嬢様、その器量はいいです。ですが、心にとめておいてください。お嬢様は、私が居るからエルシエに来ても殺されることがない、私が居るから万が一戦争になっても勝てると思われている。だからこそ、今日の強気の交渉をしたと思います。ですが、それは間違いです」

			「まさか、じいでも勝てないって言うの？」

			「保有魔力量は私のほうが一〇倍上、瞬間解放量は三〇倍上、普通に考えて負けるはずがないですね。でも、それでも、何かある気がするんです。お嬢様を連れて逃げることは可能ですが、戦って勝つことまでは約束できません」

			　そこでアスールが息を呑む。よほど、じいのことを戦闘面では信頼していたらしい。

			　今までの会話だと、少なくとも勇者に匹敵する何かを持っているはずだ。

			「その言葉、胸に刻んだわ」

			「それで、どうします？　鉄だけで我慢しますか？」

			「そこはもう少し粘るわ。関税も、せめて五年周期での変更、そのあたりが妥協の限界ね。でも、無理やりシリルさんを迎えるのは諦めたほうがいいかもしれないわね」

			　妥当な判断だ。メープルシロップの場合、既存の商業と正面切ってはかち合わないが、今後そうならない保証はない。エリンで鉄を作り始めたら、より性能のいい鉄がエルシエから大量に輸出されるなんて事態も考えられる。

			「戦争にならないぐらいにふっかけておくことを勧めます。たぶん、向こうも戦いは望んでないので、割と妥協してくれるかと。幸い、エリンはエルシエが喜ぶものをたくさん持っていますし、差し出すものを増やせばなんとかなるはずです」

			「今日のじいは珍しく頭の回転がいいわね」

			「そりゃ、必死にもなりますよ。普通の戦争ならともかく、私を殺せるかもしれない人と戦うなんて勘(かん)弁(べん)です。状況によってはシリルさんとの殺し合いを避けるために、エルシエ側につきます」

			「それを雇い主の前で言うところがあなたらしいわね」

			「ないとは思いますけどね。その場合は、お嬢様を心底見限ったときです。まあ、そうなってもお嬢様だけは死なないようにしてあげますよ」

			「そう、なら私はあなたが裏切っても、あなたが経営している孤児院の子を見せしめに殺すなんてことはしないわ」

			「まさかの人質宣言!?　可愛(かわい)い妹が盾にされた!?」

			「先に喧(けん)嘩(か)を売ったのはそっちでしょ？」

			　言っていることはひどいが、声は笑っている。どちらも本気ではないようだ。

			「お嬢様ひどい。ほんの冗談なのに」

			「ねえ、どうしてあなたは私の下に来たの？　足手まといの孤児なんて抱えて」

			「いや、まあ、ただの思い付きだったんですよね。今まで欲しいものは殴って奪え、刃向かう奴は皆殺しって爛れた生活でしたからねー。そしたら周りに誰も居なくなって、寂(さび)しさを紛らわすために思いつきで孤児を拾ったら、さすがにこれ教育に悪いなーって。でも、それ以外の生き方もできないですし、だから殴ってお金をもらってありがとうを言われる仕事をって思っていたら、お嬢様に会ったんです。それだけですよ」

			「そんな理由で」

			「普通そういうのは採用前に聞きませんか？」

			「あの時は、理由なんて何でもよくて、飛びつくしかなかったのよ。私の命なんて風前のともしびだったわ」

			「私にたくさん感謝して、減給を無くしてください」

			「それとこれとは話が別。減らしたぶんは、おもちゃかお菓子にして孤児院に送ってあげるわ」

			「いやーーー、あの子たちが贅(ぜい)沢(たく)を覚えるぅぅぅぅ」

			「あなたが浪費しまくっているのだから、たまにはね。あと、明日は少し気合をいれなさい。明日の態度次第で減給期間を短くしてあげる」

			「了解です。ボス」

			　その後、しばらく雑談をしてから、アスールは部屋を去って行った。

			　すると、ぱちんと手で大きな音を鳴らしてじいは口を開く。

			「はい、シリルさん、今までの話聞いていましたよね。一応、お嬢様は武力に訴(うつた)えかけるつもりはないので安心してください。それとなく私も止めます。だから、あまり直接的な手段に出ないでくださいね。そっちが私のお嬢様を狙うつもりなら、こっちもシリルさん以外を狙うことだってありえますから。大事なお嫁さんや妹さんが悲しいことになるのは嫌でしょう？　だからお互い平和的にいきましょう」

			　なっ、こちらに気が付いていたのか？

			「ふっふっふっ、ばれてないとでも思っていました？　さっきから風のマナにシリルさんの匂いが混じっていますよ。エリンでどうして私の尾行が気付かれたのかなーって考えていたんですよね。そしたら魔術以外ないなーって。だからこの部屋に入ってからずっとマナを注視していました」

			　それなのに、あのツインテールを披(ひ)露(ろう)しただと!?

			「さすがの私も、寝顔を見られると乙女の純情がピンチなので、勘(かん)弁(べん)してくださいね。それでは良い夜を。お嬢様のほうは覗いていいですよ」

			　俺はじいの周りの風のマナを解放する。

			　アスールのほうは引き続き監視だ。最悪、監視が外れてから二人で密談される可能性がある。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日、予定通り、行商が行われた。

			　エルシエの一番広い広場に馬車二台分の荷物が一気に広げられる。

			　あらかじめ買うものは決まっており、商品の代金は全て払ってある。

			　あとは、昨日周知した順番に荷物を受け取るだけだ。

			　仕事は全て休みにして、成人のエルフと火狐のほぼ全員が目をきらきらと輝かせて集まっていた。

			　予算は一人につき金貨一枚（六万円）なので、かなりの贅(ぜい)沢(たく)ができるだろう。

			　目玉はなんといっても、エルシエでは作れない綺(き)麗(れい)な布や、度数の高い蒸留酒。それに各種調味料や牛肉だろう。他には都会のセンスで作られたアクセサリー類も人気が高い。

			　俺は大量にハーブ類を買った。タイムやセージの在庫が心許なかったので、大助かりだ。

			「どう、これがエリンの力よ。どれもこれも、エルシエでは作れないものよ」

			　商品の受け渡しがはじまり熱気が生まれてくると、アスールが胸を張ってそう言った。

			「そうですね。娯楽の少ないエルシエにとって、最高にありがたいイベントでした。ありがとうございます」

			　心の底からそう思う。今回で一番良かったのは、みんなが自分で選んだという点だ。どうしても買い出しだと必要なものしか買えなかったが、今回は各々気に入ったものを手に入れている。

			「ふん、その恩を忘れないで欲しいわね」

			「一方的に恩を売ったと思われても困ります。代わりに私たちはメープルシロップを売るし、私が教えたアイスクリームの製法なんて、戻って商売をはじめればすぐに金になると思いますよ？」

			「まったく、口が減らないわね。だからこそ欲しかったわ」

			「結論は出たのですか？」

			「ええ、出たわ。私たちは明日出発する。その前に、最後の交渉をはじめましょうか」

			　憑き物が落ちたような顔で、アスールはそう言った。

		

	
		
			　

			第12話　交渉妥結

			　

			　交渉におけるこちらのカードは製鉄の技術供与。向こうのカードは関税及び商業の権利。これで折り合いがつかなければ、ベル・エルシエの食料確保が非常に厳しくなるし、麻の収穫量を減らさないといけない。

			　アスールにつき従うじいが本当に勇者なみの戦力を持っているのであれば、武力行(こう)使(し)に出ることも難しい。

			　エリンと敵対してしまった時点で、俺が居ないときにじいがエルシエに到着する条件が満たされるだけで、エルシエは滅んでしまうことになる。

			　俺はじいを警戒してエルシエから離れられなくなる。これが非常にまずい。対外的な交渉を任せられる人材がいないので、エルシエはこれ以上の発展が望めなくなるのだ。

			「シリルさん、交渉の前に、あなたにエルシエを案内してもらいたいのだけれど、よろしいかしら？　昨日は案内を代理の方にしてもらったけど、質問にほとんど答えてもらえなかったので、ぜひあなたの話を聞きたいの」

			　一人思案していたところ、青い髪の少女、アスールの声で意識を呼び戻された。

			「別に、構いませんよ。私に答えられることならなんなりと」

			「まずは、弓の訓練場を見せて欲しいわ」

			「さっそく行きましょうか」

			　要望通り、クロスボウの訓練で使っている射撃場にアスールとじいを案内する。そこには、二〇メートル、五〇メートル、一〇〇メートル、二〇〇メートル先に帝国の鉄兜(かぶと)をかぶった木の的が用意されていた。

			「ずいぶんと遠くまで的があるのね」

			「エルフは弓の才能がありますから、今だとほぼ全員一〇〇メートル先の的までは必中、三割ぐらいが二〇〇メートル先を狙えるってところですね」

			　イラクサ以外のメンバーも三日に一度の朝の訓練はずっと続けている。戦いは数だ。少しでも戦える数を増やしておかないといけない。

			「信じられないわね。普通の弓なら一〇〇メートル飛ばすだけで精一杯で、狙いをつけられるのはその半分の五〇メートルいくかいかないかよ。弓がいいのかしら？　それとも腕？」

			「その両方ですね。弓の経験はありますか？」

			「ないわ」

			「なら、試しに撃ってみましょうか」

			　俺はそう言って、クロスボウを取り出す。射撃場を見たいと彼女が言ったときに部下に頼んで持ってこさせていた。

			 これは最近作り始めた改良型で、弦の張力が強すぎて引くのに苦労していた点を改善したものだ。帝国の鎧(よろい)を貫(つらぬ)ける最低限の力を確保した上で、可能な限り威力を落として使いやすくしてある。

			「無理よ。弓なんて、普通何年もかけてやっと使えるようになるものだわ」

			「普通の弓ならそうですね」

			　弓は単純に見えるが、使いこなすのが非常に難しい武器だ。つがえ方、引き方、手を離すタイミング、どこがおかしくなってもまともに飛ばない。アスールが言ったとおり、新兵を弓兵に育てるには数年かかる。

			「この弓、クロスボウなら引き金を引くだけなので簡単なんです」

			　クロスボウを地面に押し付け、両手で弦を引いて矢をセットする。

			「ほら、構えて的に向けてください。一番近い二〇メートル先の的ですよ」

			　おそるおそると言った様子でアスールはクロスボウを的に向ける。

			「あとは、指をかけるところがありますよね。そのトリガーを引いてください」

			「わっ、わかったわ」

			　そして、アスールは引き金を引いて矢を放った。それは惜しくも的を外したが、かなり近いところに飛んだ。

			「ねえ、じい、撃てたわ、私、弓を撃てたわ」

			「お嬢様は天才です。弓を使い始めて三分で撃てるようになるなんて、エリンの兵も全員三分で撃てるようにならないと減給するようにしましょう。戦いのプロが、机の前でふんぞり返っているお嬢様以下なんて恥ですよ。そして、その浮いたお金を私の給料に回してください」

			「じい、最後に本音が出ているわ」

			「これは失敬しました」

			「驚いたわ。ずいぶん簡単に撃てるのね。次は矢をセットするところからはじめていいかしら？　やり方は見ていたからわかるわ」

			「ご自由にどうぞ」

			　アスールは楽しそうに、矢をセットしては放つという動作を繰り返した。

			　そして最後には兜(かぶと)に命中させ、矢が貫(かん)通(つう)したところを見て、よりいっそう笑みを深めた。

			「これ、いいわね。国民の数が戦力に直結するわ。帝国より国民の数が多いコリーネ王国が本格運用すれば、すごいことになるわ」

			「まっ先にそこに目をつけられるとは思いませんでした」

			　アスールが言ったのは、本来のクロスボウのメリットだ。威力や射程よりもそちらのほうがクロスボウの利点として強い。

			「当然よ。このクロスボウなら誰でも一日訓練すれば簡単に人を殺せる兵に仕立てあげられる。街の人たちがあっという間に弓兵よ。普通の弓なら、教育に年数がかかって補充が効かないけど、代わりがいくらでも作れるし、どんどん増やせる。これを新兵にもたせて一列に並べて一斉射するだけで、鉄の鎧(よろい)を着た歴戦の帝国兵が壊(かい)滅(めつ)する。想像しただけで震えがきそう。欲しいわ」

			「その気持ちはわかりますが、無理だと思いますよ」

			「どうして？　製鉄技術を得られれば作れるわよね？」

			「いい鉄を得ることとそれを加工できることはまた別次元の話です。エリンの工作技術であれば、そうですね、このレベルの加工ができるのは三〇年先と言ったところでしょうか」

			　それに加えて、板バネの金属は鉄ではなく、しなりを作るための合金だし、この圧倒的な張力に耐える糸は炭から作ったカーボンファイバーだ。

			　どちらもエリンで作れるとは思えない。だからこそ、俺は安心して製鉄の技術を曝け出せる。

			「なら、あなたはどうやってこの弓を作ったと言うの」

			「魔術を使って加工をしています。製鉄の部分までは工業技術で代用できますが、そこから先は魔術が必要です」

			　ここで嘘を言っても仕方がないので、素直に伝える。そして、それは俺以外誰も作れないということを意味する。

			　土魔術を使った加工をする際、基本的に質量が高いものほど加工が難しい、鉄ぐらいになると、それこそ土の魔石を保有するノーム、そして今の世界には存在しないドワーフクラスの土魔術の適性がないと不可能だ。

			　ノームは実在が疑われているほど人前に出ない種族だし、あまり頭がいい種族でもない。幻と言われるノームを見つけた上で、高度な教育を施(ほどこ)す必要があり、現実的ではない。

			「じい」

			　アスールに声をかけられたじいは首を縦に振る。

			　おそらく、じいの能力を頼りに真偽を確かめたのだろう。

			「そう……わかったわ。でも、本当にこれは欲しいわね。ただ、結構放った矢がぶれるわね。どうしてエルフは遠くの的に当てられるのかしら？」

			　アスールは二〇メートル先の的は何発かに一回は当てられたが、五〇メートル先の的にはまったく当たる気配がなかった。

			「エルフには風の魔術がありますからね。風の抵抗も影響も受けないんですよ。クロスボウは普通の弓に比べて矢が短い分、慣性がかからないし、矢羽も小さいものしかつけられないので、直進性が落ち、風の影響を受けやすいという弱点があって、クロスボウでの遠距離狙(そ)撃(げき)はエルフ以外にはできません」

			「まあ、些(さ)細(さい)な問題ね」

			　アスールはクロスボウを四五度の角度で放ち、矢を山なりに飛ばす。その矢は風の影響で弾道がぶれながらも十分な威力を持ったまま地面に突き刺さった。三〇〇メートルは飛んでいる。

			「威力を保ったまま遠くまで誰でも飛ばせる。これで十分だわ。私たちはエルフと違って人数任せで弾幕を張る運用だから、気にならないわよ。シリルさんなら材料があれば、一日いくつ作れる？」

			「一日に、そうですね、二〇が限界でしょうか？」

			「月に四〇〇個を一年契約で買わせていただけない？　一つ金貨五枚（三〇万円）出すわよ。材料はこちらで用意する。年間金貨二万四〇〇〇枚（一四億四〇〇〇万）の取引、悪くない取引のはずだわ」

			「お嬢様、そんなお金ぽんっと出しちゃっていいんですか!?」

			「いいわよ。人を数年育てるコストに比べたら、一つ金貨五枚（三〇万円）なんて些(さ)細(さい)なものよ」

			　あまりにも男らしい判断に、笑みがこぼれてしまった。

			　確かに兵士を育てるコストを考えれば圧倒的にメリットがあるだろう。

			「そもそも、そのお金を使う先がなくなる瀬戸際なので、こちらとしては何も答えようがないですよ」

			「当たり前だけど、これを売ってもらえるなら取引の停止なんてしないわ」

			「そうですか、わかりました。クロスボウの販売はお断りします」

			　即答で断った。

			　俺の作ったクロスボウは危険すぎる。エルフは距離があれば風で矢を逸らすことができるが、クロスボウで矢を二〇メートル以下の距離で放たれれば、その圧倒的な初速度のせいでエルフの風の魔術でも逸らすことができない。

			　さらにこれは普通の矢と違って、矢をセットしたまま動き回れるから奇襲性が高い。

			　鉄を得たエリンが今日得た発想で劣化品を作るのはいい。そうしてできあがるものは威力も精度も段違いに落ちる。だが、エルシエで作ったものと同じものを渡すのはありえない。

			「これを見せたということは、売る気があると思っていたけど」

			「こちらの手札は鉄しかないので、その価値を認識してもらおうと思って見せただけですよ。同じものは作れなくても、劣(おと)るものは作れると思います」

			「残念だわ。でも、この発想はもらうわよ」

			「ええ、どうぞ」

			　アスールの鉄への欲求がより高まってくれたようだ。

			「私は、こんなものをエリンに導入するのは反対ですね」

			　しかし、そこにじいが横やりを入れた。

			「じい、どういうことかしら？」

			「この弓は人を殺し過ぎます。今までの戦争ってそんなに人が死なないじゃないですか、鎧(よろい)着込んだ兵士たちが、日が暮れるまでチャンバラやって、矢だって鎧をあんまり貫(つらぬ)けないし」

			　じいの言っていることは一理ある。

			　この時代の戦争はあまり人が死なない。鉄の装備は帝国しかないので、矢の先端はほとんどが銅か石、そのため銅や分厚い革の鎧(よろい)をそうそう貫(つらぬ)けないし、剣で戦う人たちもそうそう致(ち)命(めい)傷(しよう)をお互いに与えられない。

			　下手をすれば、同じ相手と剣をうちあっているうちに一日が終わったなんてこともありえる。

			「でも、このクロスボウが出回ったら一変します。今の装備、みんな貫(つらぬ)いちゃいます。撃てば死にます。一瞬で何百人もです。一回の戦争で死ぬ人が数百倍ぐらいになって、戦争をすることの意味がずっと重くなっちゃいます。こんなものは戦場にあってはいけません」

			　ある意味、国力がある国同士の戦争はスポーツのようなものだ。戦いが終わって死傷者は出るが、それほどの数ではない。期限と場所を決めてお互いの全力をぶつけて、その結果で権利と補償金を交渉でやり取りする。

			　負けても人の数が減らないからすぐに戦争できるし、国力もそれほど落ちない。

			　だが、じいが言うとおりクロスボウが出回れば、そんな余裕がなくなる。一瞬で簡単に人が死んでいき、戦争で国が傾くほどのダメージを受けるだろう。

			「じい、そんなことはわかっているわ。でも、既にクロスボウは世に出てしまったのよ。最悪なのは簡単に人を殺せる武器が、エリン以外に先に出回ること。今、クロスボウを一〇〇〇丁そろえた国と戦争したら、確実にエリンは滅びるわね」

			「……お嬢様、出過ぎた真似をしました」

			　じいがアスールに頭を下げた。二人とも間違ったことは言っていない。

			「では、ここはこれぐらいにしておきましょうか。まだ見たいものはありますか？」

			「ガラスハウスを見せてもらえるかしら？」

			　そうして、結局ガラスハウスと馬車を見せることになり、根ほり葉ほり聞かれた。

			　特にガラスハウスのほうにはかなりの関心をもっているようだ。天候によらず安定した食料供給が可能になるということは、統治者として誰もが願うことなので、気持ちはわかる。

			　ここのガラスハウスは一年を通してジャガイモを育てた実績があると話したら、かなりの食いつきを見せた。

			　そして、馬車。アスールの連れてきた馬で俺が作った馬車を引いて走ったのだが、こちらも感動してくれたようだ。重量が従来の半分かつ、プラスチック製タイヤで衝(しよう)撃(げき)吸収能力が優れているので、速度と悪路の踏破力があがり、乗り心地もいい。

			　エリンの長ともなると馬車の移動の機会が増えるので、性能のいい馬車は是が非でも欲しいのだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「今日は、無理を聞いてくれてありがとう。色々と勉強になったわ」

			　旧村長宅の会議室に再度集まる。おそらくこれが最後の交渉になるだろう。

			　この場には、エルシエ側としてクラオ、ルシエ、クウを呼んだ。エリン側は相変わらず、アスールとじいの二人だ。

			「昨日提案をもらった件についてだけど、製鉄の手法と工房の図面をいただけるのであれば、商取引の停止はしないわ。商店として扱える大使館も許可しましょう。それにふさわしい立地を用意します。でも、関税の撤廃だけは許可できないわ。妥協できる限界は、関税を取るタイミングを数年に一度に限定して、事前に周知してあげるぐらいね。サービスで一年間は関税を取らないでおいてあげる」

			　予想通りの反応だ。

			　関税を取るタイミングが数年に一度というだけでもかなりありがたい。関税による商売の妨害を仕掛けられるにしても、かなり時間に余裕ができる。それまで利益を出すことは可能だ。

			　今のままなら、早晩メープルシロップには高い関税がかけられ、エルシエの利益が大幅に減っていただろう。何せ、金貨一枚で売れる高級品だ。それが安酒と同じ関税で扱われるほうがおかしい。

			「それなら、この話はなかったことにしましょう」

			　だが、あくまで強気で押してみる。そのために、鉄の魅(み)力(りよく)を見せつけた。

			「私もこの条件で終わらせるつもりはないわ。エリンとしては、製鉄の手法と工房の図面に加えて、エルシエの馬車を一台、クロスボウを三丁要求するわ」

			　予想の範囲内だ。お手本があれば模倣はしやすい。欲しいという気持ちはよく理解できる。だが……。

			「正気ですか？　今の条件でも断ると言っているのに、要求を増やすなんて」

			「正気よ。こちらが追加で要望を出す以上、差し出すものも増やすわ。あなたたちエルシエが一番欲しいものよ」

		

	
		
			[image: p201.jpg]
		

	
		
			　アスールが自信にあふれた微(び)笑(しよう)を浮かべた。

			「もし、この条件を呑んでもらえるなら、この私、アスール・フェル・コリーネ、コリーネ王族の末席に連なる者として、コリーネ王国がエルフの村をエルシエという国として正式に認め、友好関係を結び、そのことを周辺国に周知することを約束するわ」

			「アスール！」

			　じいが立ち上がり、悲鳴のような怒鳴り声をあげる。じいは初めて、お嬢様ではなくアスールと名前を呼んだ。

			「じい、私にもそれぐらいの権力は残っているわ」

			「できはしますよ!?　だけど、そんなことをすれば！」

			「わかっているわ。でも、エリンのために、必要な投資よ」

			「……っ、覚悟の上なら止めません」

			「ありがとう。あなたにも迷惑をかけることになるわね」

			　エリン側の二人が目と目で語り合う。

			　俺はそんな中、アスールの放った言葉の意味を吟味していた。コリーネ王国に正式な国として認められる。

			　このことは非常に大きな意味を持つ。エルシエはまだ、自分たちで国だと言い張っているだけで、対外的には反乱を起こした、帝国の支配する村としか思われていない。

			　国というのは、他の国から認められ、はじめて国として扱われる。

			　コリーネ王国は帝国に次ぐ、格の高い国だ。しかも、人間至上主義の帝国と違い、多数の種族が共存をしていることから、交友関係も広く信頼もされている。

			　そんなコリーネ王国からのお墨付きを得られる。こんなチャンスは二度とないだろう。

			　だが、問題は……。

			「本当にそんなことが可能なのですか？　帝国に喧(けん)嘩(か)を売っているのと同じですよ？」

			「やってみせるわ。信じられないなら、報(ほう)酬(しゆう)は後払いでいいわよ」

			　アスールの自信にあふれた声と表情。俺は信じてみたくなった。

			「わかりました。それほどの条件を出してもらえるなら、エルシエとして断る理由はない。その条件で行きましょう。ただし、コリーネ王国から正式な周知が出るまで、クロスボウは渡せない。馬車は今日、この場で渡しましょう。そのまま馬を繋いで乗って帰ってもらって構いません」

			「馬車の件、感謝するわ。これで予定より一日はやく帰れるわ。……これで契約成立ね」

			　アスールが立ち上がり握手を求めてきたので、俺はその手を握り返す。

			「お互いの繁(はん)栄(えい)のために、これから協力していきましょう」

			　そして、仮契約が完了した。

			　今日中にエリン側で契約書を作り、署名と捺印をして本契約となる。

			　この場では関税についての詳細だけ決め、話し合いが終了した。

			　また、製鉄の工房については予算と土地の確保が完了したところで、一度俺がエリンに出向き、その後は月に一度、チェックと教育を実施することで話がまとまった。

			「ああ、それとじい、例のものを持ってきて」

			「はい、ただいま」

			　じいが駆け足で部屋を出て行った。

			「交渉に続きがあるのでしょうか？」

			「ちがうわよ。強いて言うなら友好の証(あかし)ね」

			　五分ほど経ってからじいが戻ってきた。部下を引き連れており、それぞれ手に大きな鉢を持っていた。

			「まさか、これは」

			「そうよ。エリンで随(ずい)分(ぶん)と興味を持っていたようだから、用意させたの。これを友好の証(あかし)として贈らせて頂くわ」

			　俺はあまりの喜びに震えていた。

			　その鉢に生えていたのは、セージとタイム、それにバジルの苗木だった。

			　全て薬効が高いハーブで、料理にも薬にも使える。例えばセージなら、肉料理につっこめばなんでも美味(うま)くなるほど使い勝手がいい。

			「本当にもらっていいんですか？」

			「ええ、どうぞ」

			「いや、嬉しいですね。エリンの市場を見て回っても苗木どころか、種も見つかりませんでしたから」

			　エリンに行く度にハーブを買っているが、どれも葉を乾燥させたものばかりだった。

			　必死に種や苗木を探したが、毎回見つからずに肩を落としていた。

			　だが、今日苗木が手に入った以上、どんどん数を増やしていけるし、何より生のフレッシュなハーブを料理に使えるのがいい。

			「失敗したわ。そこまで喜んで頂けるなら、交渉材料にすれば良かったわね」

			「そうすれば、もっと早く私も妥協したかもしれません」

			　アスールと二人、顔を見合わせて笑う。

			「それはもったいないことをしたわ。あと、シリルさんは結婚式をあげるのでしょう？」

			「近日中には」

			「でしたら、私も招待して欲しいわ。エリンの長として、エルシエの長の式に出席したいもの」

			「喜んで」

			　こうして長かった交渉が終わり、エリンとの友好関係が築けた。

			　エルシエにとってかなり魅(み)力(りよく)のある条件を引き出せ、一安心したのだった。

		

	
		
			　

			第13話　【俺】との約束

			　

			　エリンとの交渉は一応のまとまりを見せ、翌日の早朝にアスールたちを見送った。

			　三週間後に結婚式をあげることを伝え、アスールたちは結婚を祝うと同時に、製鉄の技術を書いた指南書と工房の図面を受け取りにまたやってくる。

			　予定では今日、ロレウたちが帰ってくる。今まで連絡がなかったということは、帝国への鉄装備の引き渡しは無事完了しているはずだ。

			「やけに眠いな」

			　早いうちにアスールたちに渡す資料をまとめようと工房で作業していたが、強烈な眠けに襲われた。生理的な欲求にも強い耐性があるが、とても我慢できない。

			　俺は作業を諦め仮眠を取ることにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『やあ、久しぶりだね』

			　何もない白い部屋で、見たことがない優男の姿をした【俺】が話しかけてきた。いつもの、夢での【俺】との邂(かい)逅(こう)だ。今の【俺】の姿は、封印されている五人のうちの一人だろう。

			　急な眠気に納得ができた。こいつが俺を呼んだのだろう。

			「行方不明になっていたと思ったら、急な呼び出しか……。いったい今まで何をしていたんだ？　どうせ、ろくなことじゃないだろう」

			　ここ二か月ほど、【俺】は自分から話しかけることはおろか、呼びかけても返事すらしなかった。【俺】の存在を知ってから、こんなことは初めてだ。

			『ひどいこと言うなぁ。君のために囮をばら撒(ま)いたり、魂(たましい)の波長を偽装したり、色々と悪あがきと時間稼(かせ)ぎに必死だったのに』

			「……あのときの少女から逃げるためか。いったい彼女は何なんだ？」

			　聞いてはみたが予想はつく。【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】で呼び出した俺の一人、大魔導士シュジナ。彼だけは記憶を【俺】によって封印されている。そして、シュジナの名前はかつてハイ・エルフの少女シュラノと共に世界を救った魔術師と同じ名前だ。間違いなく同一人物。

			　今まで不自然なまでにその発想が湧かなかった。おそらくは【俺】が隠していたのだろう。

			『わかっているんだろう？　かつてシュジナはこの世界に生まれて、世界を救った。あの子はシュジナの置き土産(みやげ)だよ。憧れの人と、自分の血液、それにかつてエルフが守護していた世界樹を使って作った娘だ』

			　あの少女の声が聞こえてきたとき、妙な懐かしさを覚えた理由がわかった。あれは漏れ出た【俺】の感情だったのだろう。そういう感情面とは別に、魔術に携わるものとしての疑問がある。

			「人を一人作る、そんな魔術が可能なのか？」

			　俺の使う魔術で、そこまで複雑なことはできない。シュジナを呼び出してもせいぜい精神を弄(いじ)るので精いっぱい、だが【俺】の言う魔術は、それこそお伽噺の魔法の領域に踏み込んでいる。

			『君が思っているほど魔術の底はあさくない。でも、今の君には無理だね。俺は意地悪で制限をかけているわけじゃない。なまじ知識だけあると試そうとしてしまうし、その結果取り返しのつかないことになる。それを避けるための親心っていう奴だ。実際、君は知識の制限を解いた瞬間、猿みたいに飛びついたからね』

			　一瞬言葉に詰まった。確かに【俺】の言うとおり、知識を取り戻してすぐ、火薬を生産し、麻薬の準備をはじめた。その他にも色々と裏で手を回している。

			「必要だからだ！　エルシエが強く、豊かになるために！」

			『本当にそうかな？　もっと他の方法があったんじゃないかな？　自分を殺しうる武器をこの世に放つに値するほど、得たものは大きかったのかな？　俺には君が結局目先の欲に眩んで、未来に火種をまいているように見える』

			　まるで教え子を見る教師のような目で【俺】は微笑(ほほえ)みかけてくる。

			「なら、どうして知識を解放した？　俺が失敗するのを嘲(あざけ)るためか？」

			『まさか!?　俺は君の味方だよ。何度も助けてきただろう？　あの知識はアシュノに対抗するためだよ。あの子は、ハイ・エルフに出来ることは全て出来る』

			「本当なら、その子が敵に回ったらエルシエは終わりだな」

			『仮定の必要はないよ。理由はわからないが、あの子は帝国に協力するつもりだし、帝国のほうも君が脅(おど)したにもかかわらず、せっせと戦争の準備を進めているよ』

			「その情報は魔術で探ったのか？」

			『それは秘密。だからね、時間がある内に魔術なしでも大軍と戦える武器を用意できるようにしてあげたんだ』

			「……俺がもし火薬に手を出さなかったら、どうしてたんだ？」

			『君は単純だから絶対に手を出すって信頼していたよ』

			　ハイ・エルフは様々な特性を持つが、直接的な戦闘能力は勇者と大差ない。厄(やつ)介(かい)なのは、全属性のマナに対する絶対的な支配権を持っていることだ。

			　ハイ・エルフの知覚範囲においては、全てのマナがハイ・エルフに従う。つまり、ハイ・エルフが許可した者だけが、属性魔術を使えるということだ。

			　今のエルフたちは、風の魔術によって矢の命中精度と射程を上昇させているし、索敵もそれに依存している。その両方が封じられれば、人間と大して変わらない。火狐たちは身体能力が優れている分まだましだが、それも焼け石に水だろう。

			　そんな状態で戦いになれば、瞬く間に敗北してしまうのは確実だ。

			　待て、そもそも。

			「その子は説得して味方になってくれないのか？　もともとは娘だろう？」

			　敵に回すのは恐ろしいが、もし味方になってくれれば、エルシエにとってこれほど頼りになる存在はない。

			『【俺】が前面に出るならそれも可能だと思うよ。シリルをやめて、【俺】の一部として生きて行く、そんな覚悟が君にある？』

			「嫌に決まっている。俺は俺として、エルシエでルシエやクウと生きると決めた」

			『俺もそういう君が好きで応援しているんだ。でもね、アシュノが好きなのはあくまでシュジナだ。君じゃない。アシュノは転生のことを知らない。もし気が付けば、彼女にとって君は宝箱になっちゃうだろうね。中に入っている宝物を取り出すためなら、壊しても構わない』

			　アシュノに囚われ、ゆっくりと壊されていく自分を想像して寒気がした。

			「それなら、俺がシュジナの演技をするのはどうだ？　【俺】の記憶があれば、シュジナの振りぐらいはできる」

			『それはありかもしれない。だけど、あの子は嫉妬深いし、寂(さび)しがり屋なんだよ。あの子にとって俺は、父親で、兄で、恋人で、友達なんだ。自分の居場所が他の子に奪われるのは、我慢できないだろうね。少なくとも一番じゃないと気が済まない』

			「我慢できなかったら、どうする？」

			『実力行(こう)使(し)』

			【俺】の言うことが本当なら、婚約者であるルシエとクウ、そして妹のように思っているユキノたちが危ない。友達まで該当なら、最近自信が無くなって来たがロレウもだ。

			「そもそも、どうして【俺】は味方をしてくれる？　【俺】のベースはシュジナだろう。シリルよりもあの子が大事じゃないのか？　シリルの人格を握り潰して、シュジナとして愛する娘と生活したいとは思わないのか？」

			　ただ魔術を極めることだけに執念を燃やしていた【俺】を変えた運命の出会い、それを体験したのがシュジナだ。そのときから【俺】はその時代の俺を乗っ取るのをやめて、裏方に徹するようになった。つまり、【俺】の正体はシュジナに他ならない。

			『確かに、君よりアシュノのほうが愛しい。だけど、いい加減俺はあの子を俺の呪縛から解き放ってあげたい』

			　いつも俺をからかう、上から目線の【俺】が、はじめて真剣な目を見せる。

			『三〇回も転生を繰り返してきた中で、一番の過ちがあるんだ。俺は死に際、一人にしないでと泣くアシュノに、《泣かないで、いつかまた生まれ変わって会いに来るから》、そう約束した。してしまったんだ』

			　世界で唯一、俺だけができる約束。他の奴がすればただの嘘だ。

			『その言葉を言ってしまったことをずっと悔やんでいた。寿命のないあの子は、その言葉を信じて、ずっと俺を待ち続けている。ずっとだ。この前会ったとき、あの子の声を聞いて罪悪感で死にそうになったよ。五〇〇年だ！　五〇〇年！　その間、俺はあの子を縛(しば)り続けた。そして、会って、これからも縛(しば)り続ける。約束を守ってしまったから、その次も期待する。あの子は永遠に俺の影を追い続ける』

			　これまでの人生で何度も別れを繰り返して来たのだろう。だが、死んでも縛(しば)り続けたのは、きっとアシュノだけだ。

			『もうあの子は親離れするべきだ』

			「だから、自分から会おうとしなかったのか」

			『五〇〇年で駄目でも、いずれは俺が言ったことが嘘だと思ってくれると信じていたんだよ』

			　はじめて、この白い部屋に来た時、【俺】は助けて欲しい人がいると言いかけてやめた。それがきっとアシュノのことなのだろう。

			『今日はね、お願いをするために君を呼んだんだ。もし、君がシリルとしてエルシエと、そこに住む大事な人のことだけを考えるなら、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】で、世界を滅ぼした暴食の銀竜、ファルヴを呼べ。あれなら、あの子を殺せる。今の君が呼べる中で、あの子に勝てるのはファルヴだけだ』

			　生唾を飲み込んだ。

			　ファルヴは封印されていない俺の中であれば、間違いなく問答無用の最強の戦力だ。

			　知恵のある体長五〇メートルほどの銀竜であり、マナを喰らい、マナの崩壊現象を利用した超火力でのブレスを使用できる。マナの力を借りるのではなく喰らうのであれば、ハイ・エルフの完全支配も関係ない。

			「ファルヴを呼ぶのか？　あれは危険すぎる」

			　マナの崩壊現象を用いたブレスはいかなる魔術をも超える威力で、対軍どころか、対国魔術に位置づけされ、被害が大きすぎるし細かい制御ができない。

			　その上、循環するはずのマナを破壊するため、世界のマナの総量が減る。

			　それ以外にも問題はある。そんなものを呼び出せば俺がもたない。今の俺でも、もって数十秒だ。その魂(たましい)の格と瞬間的な極大魔力の放出により、一か月は寝たきりで、魔術的な後遺症をかかえ満足に魔術が使えなくなる覚悟が必要だ。

			『封印している五人に比べればましだ。ファルヴに出来るのはたかが一国を滅ぼすぐらいだからね。俺が制御に協力する。後遺症だけは残さないようにしてみせるよ』

			　逆に言えば【俺】が協力しようとも、それ以外は保証できないということ。

			『今のが簡単な解決法だ。ただ、もし、あの子に同情する気持ちがあるなら、出来るならシリルのままであの子に勝って、俺を諦めさせてくれ。もう、シュジナは居ないとわからせてやって欲しい。そのために、魔術を使わずに戦う術は解放する』

			　ハイ・エルフは属性魔術の完全支配以外、戦闘において役立つものをさほど持っていない。

			　マナを支配されても、ため込んだ魔力を一瞬にして放つ魔石を大量に使い潰すことで抑えつけることはできる。その間に属性魔術を使わない戦闘で帝国の兵を叩けば勝つ可能性はある。

			「出来ればと言ったな？　ファルヴを使ってあの子を倒しても構わないのか？」

			『悲しいけど、それも救いだと思っているんだよ。あの子を終わらせてやれるのはきっと、俺たちだけだ』

			【俺】の言葉には様々な感情が渦巻いていた。

			「三つ聞いてもいいか、俺の記憶だと、あの子が今、エルナを抑えつける結界のメンテをしているとある。あの子を殺して本当にいいのか？」

			『些(さ)細(さい)な問題だよ。一〇年ぐらい経てば、うようよ魔物が湧いてくるだろうね。ほら、あの子言ってたよね。お父さんが約束破ったから私も好きにするって、あれからたぶんメンテしてないみたいだから、今のままでもそうなるんじゃないかな？』

			「些(さ)細(さい)な問題じゃないだろう」

			　マナのある世界では、エルナが生まれエルナは魔物に変わる。それはいくつもの世界の常識だ。それをシュジナが張った結界で防ぎ、維持してきたのがアシュノだ。魔物に対する備えがないこの世界で急にそんなものが生まれたら、世界が大混乱に陥る。

			「二つ目だ。アシュノはシュジナを恋人だとも思っていたんだろう？　お前は娘に手を出したのか？」

			『そんなわけないだろう』

			　良かった。もし【俺】が自分の娘に手を出す変態だったら、あまりの気持ち悪さに協力できなくなるところだった。

			「三つ目、【俺】はアシュノに生きて欲しいのか？」

			　死による解放でもいいと【俺】は言った。本当の望みを俺は知りたい。

			『生きているだけなら死んだほうがましだよ。あの子には笑って生きて欲しい。それが親としての望みだ』

			「わかった。約束しよう。俺はアシュノに俺の全てを話した上で賭(か)けをする。次の戦争でエルシエが勝てばアシュノはシュジナを諦める。帝国が勝てばシリルの人格を潰して【俺】に体を明け渡す。シュジナの【制約】の魔術を使って強制力をもたせた上でそうする。話を聞いている限り、乗ってくる性格だし、アシュノも俺を殺せない以上、断れないはずだ。俺が勝って諦めさせて、それからシュジナの友達としてあの子に挨(あい)拶(さつ)するよ」

			『随(ずい)分(ぶん)と優しいんだね』

			「そうでもないさ。全力を尽くして戦う。だけど、危なくなったらファルヴを呼んで帝国の兵ごとアシュノを殺す。それが俺にできる精一杯だ」

			　エルシエの長としての責任が俺にはある。最後の最後にはエルシエを優先せざるをえない。

			　これは保険をもった上での最大限の努力にすぎない。

			『十分だ。ありがとう』

			「礼は要らない。【俺】の力が無かったら最愛の人を失っていたんだ。だから、これは俺の【俺】への恩返しだよ。それにね、【俺】から漏れ出たアシュノへの感情が、俺にそうさせた」

			　今までもらった恩と知識と経験、それに比べたら些(さ)細(さい)なことだ。

			『そろそろ、君が目覚める。お別れだ』

			「言い忘れたことがあった。シュジナの記憶を開放してくれ、アシュノの情報が少しでも欲しい」

			『残念だけど、それはできない』

			「どうして？」

			『この世界には知らないほうが幸せなことが多すぎる』

			　そうして、久しぶりに会った【俺】との会話が終わった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぱちりと目を覚ます。

			　資料に顔をうずめて眠っていた。妙に体が温かい。

			　背中を見ると毛布が掛けられている。

			「ルシエ、毛布をかけてくれたのか？」

			「うん、今日はこっちで仕事するって聞いていたから、差し入れに来たんだ」

			「起こしてくれて良かったのに」

			「ずいぶんと気持ちよさそうに眠っていたから。いい夢でも見てたの？」

			「いい夢ではないかな」

			　あれがいい夢であってたまるものか。めんどくさい仕事がたくさん増えた。

			「ルシエ、ロレウたちはもう帰ってきているかな？」

			　外を見ると太陽が沈みかけていた。ずいぶんと長い間眠っていたようだ。

			「戻ってきてるよ。みんな無事で、ちゃんとうまくいったみたい」

			「そうか、良かった。なら、さっそくで悪いけど、ロレウとクラオ、それにクウを旧村長宅の会議室に呼んでくれないかな？」

			「何をするつもり？」

			「エルシエの方針会議。エリンとの友好関係を前提に、ちょっと大胆なことをしようと思ってね」

			【俺】との会話が本当なら、今すぐ動かないといけないことがたくさんある。

			　そのためには少しでもはやく指示を出さないといけない。

		

	
		
			　

			第14話　防壁

			　

			「集まってもらったのは他でもない。エルシエの運営の方針変更についてだ」

			　いつもの会議室に、イラクサの隊長としてのロレウ、火狐の代表としてのクウ、俺が不在時にエルシエを任せているクラオ、代々エルフの村を取り仕切っていた有力者たち。そしてルシエを呼んでいた。

			「シリル様、方針変更というのは具体的にどういうことでしょうか？」

			　クラオが興味津々といった様子で質問をしてきた。

			「エルシエは基本的には、作物を増やしたり、家畜を殖やしたりと、これまで豊かになることに重点を置いて来た。だが、これからしばらくの間は防衛力の強化を重点的に行う」

			　今までイラクサなど一部を除いてエルシエ全体の負担になるほどのリソースを軍事には割いてこなかった。だが、少なくともハイ・エルフと同じ能力をもつ相手が居る以上は、そうも言っていられない。

			「シリル、防衛力の強化って何をするの？」

			　ルシエが不安そうに聞いて来た。

			「エルシエ全体を囲う防壁を作る。少なくとも三か月以内に完成させる必要がある。そのために、エルシエの男の労働力はほぼ全て防壁の工事に回す」

			「シリルくん、そんなことをしたら、火狐が育てているジャガイモはともかく、麦が育てられなくなっちゃいます」

			「うん、それは諦めた。ガラスハウスを増築して、手間のかからないジャガイモ作りを火狐のみんなに今まで以上に頑張ってもらって、麦のほうは耕(たがや)す面積を三分の一に絞り込んでエルフの女性だけでやってもらう。ヤギと鶏は今まで通りかな」

			「長、それだと、エルシエ全員を養いきれないぞ。今年の冬を越せねえ」

			　ロレウの心配はもっともだ。エルシエの男ほぼ全ての労働力を防壁の工事に回すのだから、当然と言える。

			「だから三週間後、エリンの長、アスールが結婚式に来るまでにエリンで大量に食料を買い込んで、食べきれない分は保存食に加工して、ため込んでおく。籠(ろう)城(じよう)戦が出来るように、最低でも一年間はエルシエ全員が食べていけるだけの保存食を用意する」

			　少なくとも三週間はエリンでの商売が確実に出来る。将来的にエリンがこちらを裏切るつもりがあっても、製鉄の技術を資料にするのに必要だと俺が言った三週間の間は、絶対に裏切れない。

			　俺はアスールのことを信じている。それでも、国や都市というのは得体のしれない化け物だ。個人の思惑なんて簡単に塗り潰される。

			　だからこそ、確実に安全だと思われる期間に保険を作る。一年分の保存食があれば、万が一エリンで食料の補給ができなくても、食料が切れる前に、ベル・エルシエ単体で食料の自給自足ができる状態を作れる。

			　そう考えて、今回のことがなくても保存食の備蓄を実施することは決めていた。

			「シリル、どうしてそんなことするの？　帝国が攻めて来ても、イラクサの皆でこの前みたいにエルシエにつく前に倒しちゃえばいいと私は思う。もちろん、エルシエを守る防壁がいらないなんて言わないよ。でも無理せずゆっくり作って行こうよ」

			「まだ未確定の情報だけど、次の戦い、属性魔術を使えなくする厄(やつ)介(かい)な敵が来る可能性がある。イラクサがあの作戦を実行できたのは、風の魔術による圧倒的な索敵能力と、長距離狙(そ)撃(げき)能力があったからだよ。その強みを生かせない以上、少数でこちらから攻めるのは自殺行為だ」

			「本当なら怖いですね。今まで怖がらないでよかった帝国の矢も脅(きよう)威(い)になります。シリルくん、その情報はどこで得ました？　もしかして二重スパイの方からですか？」

			　二重スパイというのは、ベル・エルシエに帝国が忍ばせたスパイのことだ。ベル・エルシエは難民を相当数受け入れているので、そこにエルシエを警戒している国や都市からのスパイが紛れ込んでいる。

			　その中の帝国のスパイを魔術と大麻を使わない試作品の薬物で壊してから、飴を与えて二重スパイに仕立てた。他にもエリンからのスパイも居たが、今のところは、都合のいい情報を流すために有効活用させていただいている。

			「クウ、そっちからの情報じゃないけど、信憑性はかなり高いよ。だけど、裏はきちんと取るつもりだ」

			　ここに居る面々の顔を見ると、かなりの危機感があった。

			　それも当然だ。こちらの強みがほぼなくなるのだから、風の魔術で矢の妨害ができず、敵が数任せに放った矢の弾幕が届く、そしてこちらの矢は今までのような命中精度と射程はない。待ち伏せに気付くことができないから、奇襲もかなり危険だ。

			　勝る点は矢の威力と、イラクサ全員が身体強化を使えることぐらいしかない。

			　クロスボウに手榴弾を付けて放てば、帝国以上の殲滅力を発揮することはできるが、そんなもの数十倍の人数で一斉に矢を放たれれば覆(くつがえ)されてしまうし、風の魔術なしで、ただでさえ風の影響を受けやすいクロスボウの矢に手榴弾を付ければ、狙いがつけられる距離は五〇メートルもない。それは帝国の矢の射程でもある。

			「長、勝てるのか？」

			「勝てるよ。ちゃんとした設備と装備が用意できれば。ただ、はっきり言って地の利を生かせる状況での籠(ろう)城(じよう)戦以外に、勝ち目はないと思っている」

			　それが現実だ。彼我の戦闘力に差がないなら後は数の差が決定的な要因になってくる。そして、帝国に数で勝つなんてどうあがいても不可能だ。戦力差を埋めるには、有利な場所で戦うしかない。

			　ルシエが手をあげると、おずおずと口を開いた。

			「ねえ、シリル。感情だけの話だけど、食べるものを最初から自分たちで作るのは諦めて、買ったものだけを当てにするなんて嫌だよ」

			「長、それは俺も思うな、それは結局エリンに弱みを見せるってことだろう？」

			　ルシエとロレウ、意外に二人ともよく考えている。

			　ルシエは食料自給率の低下に不安を覚えている。ロレウの言葉は一国に自分たちの生命線を握らせることの危険性を述べている。

			「二人とも間違っていないよ。恒久的にそうしようとは思っていない。一年だけの話だ。来年からはきっちりと自分たちで食料を作るよ。だけど、今は時間と労働力が足りない。俺たちが買うのは食料じゃない。時間だ」

			　今はそれが最善だ。そして、それ以外に道がない。それでもまだ足りないとさえ思っている。いっそのこと、エルシエの治安悪化は避けられないが、トラブルを抱え込んでしまってでもベル・エルシエから数十人連れてきて労働力を確保することすら検討している。

			「シリルくん、教えてください。イラクサでの防衛を考えているということは、ベル・エルシエが落とされることを前提に考えているんですか？」

			「あそこが落ちることはまずないよ。あの手榴弾の威力を見ただろう？　加えて帝国が本気で作った要塞で防壁の強度がすごい。落とすには相当の被害を覚悟する必要がある。帝国は迂(う)回(かい)するはずだよ」

			「迂(う)回(かい)されちゃうなんて、ベル・エルシエって実はあんまり役に立たないんですね」

			「違うよ。迂(う)回(かい)する必要があるってだけで意味がある。あそこを迂(う)回(かい)しようとすると、かなり険しくて、細いけもの道を通らないといけない。ましてや大軍で大荷物かかえてだったら二～三週間は足が遅れる。その足が遅れた分、食料と水が必要になって、荷物が増えて余計に足が遅くなる。ベル・エルシエは存在するだけで帝国を縛(しば)ってくれているんだ」

			　付け加えて言うなら、あの立地にある要塞をこちらが抑えていることがもっとも重要だ。

			「危険なのはわかったよ。でも、シリルがそこまでしようとするなんて、よっぽど信頼できる筋からの情報なんだね」

			「ああ、性格は悪いけど嘘は言わない奴なんだ」

			【俺】は今まで一度たりとも嘘はついていない。【俺】曰(いわ)く、【俺】は意図的に勘違いを生むような断片的な情報を与えたり、思わせぶりな態度はとるが、嘘はつかないらしい。

			「さっきも言ったけど、きっちりと確認はしたいと思うよ」

			「どうやって確認するの？」

			「変装して帝国に忍び込む。実際にこの目で見れば、戦いの準備をしているかどうかはわかる。あれだけボロ負けして、それでも戦うなら確実な勝算がある場合だけだから、裏を取ったことになる」

			　帝国は既に三度も大敗をして大規模な損害を受けている。それでもまだ戦うなら、確実に勝てる根拠を求める。

			　それこそ、アシュノのような存在を味方にするか、勇者を戦争に投入することぐらいだ。

			「長、わかったぜ。イラクサの隊長として長の意見に賛同する。そんなやばい奴がいるなら、徹底的に守りを固めないとな」

			「うん、エルシエを守らないと」

			　ルシエとロレウが覚悟を決めた目をした。そんな中、クウだけがどこか落ち着かない様子だ。

			「クウ、どうしたんだ？　不安なのか？」

			「はい、不安です」

			「俺は負けないよ。今度も勝つさ」

			「いえ、そこは疑ってないです。だって、私の旦那様は世界で一番頼りになりますから」

			　クウが何気なく放った言葉に照れてしまう。

			「ごほん、惚気(のろけ)るのは後にしてもらえませんか？」

			　ルシエではなく、クラオがなぜかクウに食って掛かった。どうして男のお前がクウに嫉妬する。

			「クウは何が怖いんだ？」

			「属性魔術なしで勝てることが怖いんですよ」

			　俺ははじめ、クウの言っている意味がわからなかった。

			「今までシリルくんが作ったものや戦術って、風の魔術とか、火の魔術とか、私たちにしかできない能力を活かすことが前提だったんです。でも、今回は違います。属性魔術を使えない状態で数百倍の戦力に勝てる武器や戦術をシリルくんが用意します。それって誰でも使える、誰でも真似できる技術や戦術ってことですよね。それが本当に怖いです。いつか、エルシエの皆にその刃が向けられるんじゃないかって」

			　俺は一瞬言葉を失った。その怖さを想像してしまったからだ。今回勝って、その先に何があるのかを。

			「あっ、ごめんなさい。忘れてください。今はまだいいですよね。勝てないと終わりなんです。勝った後のことなんて、早いですよね」

			「ううん、クウは間違っていないよ。そこまで考えて色々準備する。ありがとう、クウ」

			「はい、少しでも力になれたら光栄です」

			　クウが控えめな笑みを浮かべた。

			「うん、じゃあ急いでこの話は皆にしよう。少しでも早く伝達しないと、種を無駄にするし、余計な仕事をさせちゃうからね」

			　重くなった空気を払しょくするように、ルシエが明るく言った。

			「クウちゃん残念だね。また結婚式延びちゃう。そんなことしている場合じゃないし」

			「うん、ルシエちゃんの言うとおりですね。神様は意地悪です」

			　二人の嫁が落ち込んでいる。だから俺は笑みを浮かべて口を開いた。

			「三週間後の休日、結婚式は予定通りにやるよ。俺ができる最高のご馳走を用意して、盛大にね。帝国に潜入して情報を集めるのはその後だ」

			　俺がそう言った途端、二人とも輝かんばかりの笑みを浮かべてくれた。

			「嬉しいけど、本当に嬉しいけど、いいの？」

			「うん、一日だけだし、エリンの長にも案内はしているからね。それに俺が一日も早く二人のウェディングドレスを見たい。それを見る前に帝国になんか行ってたまるか」

			　心残りは少しでもなくしておきたい。

			「俺、帝国から戻ったら結婚式をあげるんだ」なんてギャグにしかならない。

			　そこから、防壁作りや食料の買い込みの具体的なプランを煮詰め、その場はお開きになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　会議室から出て、クウを呼びとめた。　

			「クウ、少しだけ手合せをしてくれないか？」

			「いいですよ。でも、シリルくんから言い出すなんて珍しいですね」

			「試したいことがあるんだ。今までの戦績はどんな感じだったかな」

			「私が一二勝、シリルくんが二二勝です」

			　少し不満そうに頬を膨(ふく)らませるクウ。

			　実は、俺が純粋な体術で勝ったのはたった五勝に過ぎない。残りは【プログラム】と【知覚拡張】の複合魔術を使い、情報量を増やして最適行動を割り出した作業で拾った勝利だ。

			　それで勝っても俺自身の成長はないので、あまり使いたくないが、使わないとクウが手加減をしていると言って不機嫌になるので、あまり手合せをしないようにしていた。

			　魔術なしではクウのほうが強い。だからこそ、いい実験になる。

			「クウ、本気で来てくれ」

			「何を今更、一度も手を抜いたことはないですよ」

			　お互い手に布を巻きつける。俺たちの拳を本気で振り抜けば相手を殺しかねない。だから、こうやって威力を軽減させる代わりに綺(き)麗(れい)に当たれば終わりというルールにしていた。

			「【磁場生成】、【体内電流強化】」

			　新たな魔術を起動させる。

			【俺】が勇者を喰らったことにより、解(かい)析(せき)し、新たに得た体内魔力(オド)の電気変換の術式を使った魔術だ。

			　アシュノが敵に回った戦いでは、帝国兵相手に属性魔術を使わずに勝つだけではまだ足りない。誰かが、アシュノを、勇者と同等の戦力を持つ彼女を抑えてくれることが前提になる。

			　それが出来るのは俺だけだ。

			　体内魔力(オド)だけでも、【プログラム】と【身体強化】は起動できるが、それだけでは不十分だ。勇者と以前戦ったときはそれに加えて、情報量を圧倒的に引き上げる風の魔術、【知覚拡張】。そして【身体強化】で上昇した身体能力、風を纏(まと)うことでさらに水増しする【風の鎧(よろい)】を使ってようやく対抗できた。

			　最低でも、【知覚拡張】と【風の鎧(よろい)】を補うだけの魔術を体内魔力(オド)だけで起動させないと話にならない。

			「行きますよ」

			　クウの姿が消えた。そう思うほどの素早い踏み込み。

			　そして、最短距離で襲いかかるクウの右の貫手、愚直なまでに真っ直ぐだが、一切の無駄がない最速の動き。目では捉(とら)えきれない。だが、体は反応する。

			「シッ」

			　俺の右手が跳ね上がり、クウの抜き手を弾いた。それを予想していたのか流れるような動きで、姿勢を低くして視界から消えたクウの下段蹴り。だが、それも最小限の歩法で躱(かわ)す。

			　そして次は、火狐特有の柔軟性が可能にする無理な姿勢からの爆発的な加速、一瞬で背後に回りこんで繰り出された攻撃。俺はそれを振り返ることなく受けとめ、その手を絡め取り、捩じりあげながら関節を極めた。

			「また、私の負けです。いつも思うんですけど、シリルくんの反応速度はおかしいです、人のそれとは思えません」

			「人をやめているからね。実は今回色々と戦闘方法を変えているんだけど、いつもの俺と比べてどうだった？」

			　人の限界を超えた反応速度を思考を介さないことで得る魔術を使っている。

			　クウが人の動きとは思えないと言うのも、ある意味当然だ。

			「いつも通り、化け物みたいでしたが、化け物ぶりが控えめでした」

			「やっぱりそうか。もう少し慣れておきたいから、今日はあと少しだけ付き合ってくれないか？」

			「いいですよ。シリルくんのためだったら、なんだってしますから」

			「ありがとう、助かるよ」

			　俺はクウの言葉に甘えて何度も組み手をした。

			【磁場生成】はその名のとおり磁場を発生させる魔術。そこに鉄粉を撒(ま)き、領域内に外部からの力がかかることで、鉄粉が動き磁場も変化する。その変化から外部の動きを演算し、最適行動で体を動かす【プログラム】。

			　まだ、使い慣れた【知覚拡張】ほどの精度も即応性も発揮できないし、範囲も劣(おと)る。その上、魔力消費も激しい。風の属性魔術を使う場合、一の体内魔力(オド)を使ってマナを呼べば一〇の力が返って来たのに、全て自前で補うので負荷が大きい。

			　他にも、【プログラム】で全身に送られる電力信号の高速化や、身体能力そのものを電気信号で強化する魔術【体内電流強化】も合わせて使っている。もちろんこちらも魔力消費が激しい。

			　クウと戦いながら、体内魔力(オド)だけで戦うスタイル、その模索を続けるのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クウ、助かったよ。おかげでだいぶ感覚が掴(つか)めた」

			「私は自信をなくしそうです。せめて、一回ぐらい勝ちたかったです」

			「俺は色々と魔術でズルしているからね」

			「私も魔術使っていいですか？　半径数十メートルを火の海にしたら勝てると思うんです」

			「それ、もう体術は関係ないよね？」

			　クウがあまりの連敗に落ち込んでいた。

			　だが、その甲(か)斐(い)あってなんとか形にはなった。でもやはり、前のスタイルよりは劣(おと)る。これは解決していかないといけない。

			「シリルくん、あの場で言えなかったことを言わせてください」

			「クウの頼みなら、だいたいのことは聞くよ」

			「帝国に潜入なんて危ないことをしないでください。そんなの、他の誰かに任せればいいじゃないですか」

			「それはできないよ。俺よりも適任が居ない。それに、エルシエの長である俺が帝国の本当の姿を見ておく必要がある」

			「なら、私も連れて行ってください」

			「ごめん、それも無理だ。火狐の特徴は目立ちすぎる。ずっと、その耳と尻尾(しつぽ)を隠し続けるのは無理だよ」

			「嫌な予感がするんです。一緒に連れて行ってもらえるなら、目立つ尻尾(しつぽ)は切り落としても構いません。耳だけなら簡単に隠せます」

			　心底驚いた。火狐にとって尻尾(しつぽ)は何よりも大切なもののはずだ。そのこだわりを俺はずっと間近で見てきた。

			「そんなことはして欲しくないよ。命の次に大事なものだろう？」

			「私にとっては五番目です。大事な順に言うと、一番目がシリルくんで、一つ飛ばして三番目が妹たちで、四番目が命で、五番目が尻尾(しつぽ)です」

			　クウの目に嘘はなかった。本当に今にも切り落としそうな勢いだ。

			「それでも、尻尾(しつぽ)を切り落とすなんて駄目だ。俺はクウの尻尾(しつぽ)が大好きだから」

			「シリルくんの意地悪。私がこんなに頼んでも、行くのをやめてくれないし、連れて行ってもくれないなんてひどいです」

			「滅多に頼みごとをしないクウのお願いだから聞いてあげたいんだけど。これは譲れないんだ」

			　今回帝国の視察をするのは戦いに備えることだけが目的ではない。

			　エルシエにまだ敵対するなら、あらゆる手段をもって潰す。その判断が必要だ。

			　戦わない人間を大量に巻き込む判断。そこは絶対に間違ってはいけない。だから俺が行く。

			「シリルくんにはエルシエに居て欲しいんです。だって……いえ、なんでもないです」

			　クウはお腹をさすりながら、なんでもないと言った。

			「絶対に帰ってきてくださいね。結婚式を挙げたばかりで未亡人なんて嫌ですから」

			「約束するよ。世界樹とエルフの始祖に誓ってもいい」

			「シリルくんってそういうのは信じてなさそうなので、ルシエちゃんにでも誓ってください」

			「それは確かに裏切れないね。でも、ルシエと約束するときは何に誓えばいいんだ？」

			「そのときは私に誓ってください」

			　俺はクウの言葉が面白くて声をあげて笑ってしまった。

			　何があっても帰ってこないといけない。ルシエとクウが居るエルシエに。

		

	
		
			　

			第15話　人造魔石

			　

			　会議の次の日から、本格的にエルシエ全体を囲う防壁作りが始まった。

			　それに伴い、火狐たちの新居もエルシエ内に用意されはじめた。防壁を工房があるところまで広げるのは無駄が多いし、さすがにいつまでもエルシエの外に集団で暮らしているわけにはいかない。

			　もう火狐たちが来て半年になり、エルフと火狐の壁がなくなって来ていることもある。

			　最近では俺とクウが婚約したことで、エルフと火狐のカップルもちらほらと出始めていた。今まではそういうカップルも別々に暮らしていたが、今後は同居を推(すい)奨(しよう)していくのもいいだろう。そんな風潮なのに、肝(かん)心(じん)の異種族間カップル第一号である俺とクウがうまく行っていない。嫌われているわけではないようだが、夫婦の営みを拒否されるようになった上、その理由を教えてくれない。クウに断られる度に男としての自信がなくなってくる。

			　いくらクウに聞いても、

			「まだ確定しているわけじゃないので、ごめんなさい」

			　と言ってはぐらかされる。おかげで色々と溜まっている。ルシエは拒否しないが、イラクサの訓練で疲れていそうな日は俺が遠慮してしまうし、ユキノが一緒に暮らしていることもあり、なかなか機会が訪れないのだ。

			「ユキノは可愛(かわい)いな」

			　俺の布団の中に入り込んでいるユキノの頭をそっと撫(な)でる。

			　彼女は長くてふさふさの尻尾(しつぽ)を両足の間から前に通し、尻尾(しつぽ)に抱き着いて眠っている。俺はそんなユキノをぎゅっと抱きしめる。彼女の体温と匂いが腕の中に広がり幸せな気持ちになる。

			　ユキノが寝ぼけたまま抱き返してきて、俺の胸元に顔を擦り付けてきた。本当に俺に懐いてくれている。密着度が上がってきたことで、ユキノの柔らかさが伝わり、幸せ成分以外に、色々な感情が湧きあがってくる。

			「いや、それは人として駄目だろう」

			　邪な気持ちに蓋(ふた)をする。ユキノは可愛(かわい)い妹だ。こうして俺を信頼して無防備な姿を見せてくれているのだから、裏切ってはいけない。俺は彼女の可愛(かわい)い寝顔を見て、父性を全力でひねり出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ユキノは朝になった途端、俺の布団から抜け出して、隣のルシエの布団に入り込む。

			　寝るときはいつもルシエの布団に入って眠るのだが、ルシエがあまりにも強く抱きしめるものだから寝辛いらしく、ルシエが寝込むのを見計らって俺の布団に逃げ込んでいた。

			　だが、ルシエは起きた時にユキノが居ないと不機嫌になるので、こうして早起きしてルシエが起きる前に布団を移動しているのだ。……そういう気を遣うぐらいには、ルシエのことを大事に思っているらしい。

			「結構ユキノは気を遣うよな」

			　普段の仕事ぶりも細かいところまでよく気が付くし、日常生活でも俺とルシエがそういう気分になったとき、それとなく空気を読んで火狐の住む工房に帰ったりしてくれる。

			　……そういう気遣いのさせ方をしてしまうこと自体、問題があるのかもしれない。俺も改善が必要だろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クラオ、ルシエ、工事の進捗はどうかな」

			　俺は防壁工事の進捗を確認しに来ていた。現場の指揮は長代理のクラオが取り、補佐をルシエにさせていた。

			　初めは工事の指導まで俺がしていたが、図面の読み方を二人に教え終わって以降は、こうしてたまに見に来る程度に控えていた。

			「はい、シリル様の書かれた図面の通り、無事進んでいますよ。予定されていた工期よりも三日ほど前倒しになっていますね」

			　長の代理、クラオが嬉しそうに報告してきた。

			　工事が始まって三週間。まだまだ完成には程遠いが、だいぶ形になってきた。

			　防壁は今回の件で作ることを早めたが、そもそもないほうがおかしいものだ。

			　例えば、日本の本土には城を守る城壁は多数あったが、都市全体を囲う市壁はほとんどなかった。それは、日本には単一の民族が多く暮らしており、そこの住人は、統治する者が変わっても生活がさほど変わらずに新たな支配者を素直に受け入れられたからだ。

			　為政者にとって住人は資源なので傷つける必要がなく、統治者が居る城だけを守ればよかった。

			　だが、西洋では都市全体を囲う防壁がいくつも残っている。それは一つの大陸に複数の民族が存在し、住人たちは統治者が変わったからと言って、簡単には受け入れられない。だからこそ、侵(しん)略(りやく)者の攻撃対象になり、侵(しん)略(りやく)されれば殺されるか奴(ど)隷(れい)にされる。

			　統治者だけを守る城壁だけでは不十分で都市の財産である住人を守ることが必要とされ、都市を丸ごと防壁で囲うというのが常識となった。

			　エルシエはもちろん後者だ。帝国にとってエルシエの民は魅(み)力(りよく)的な商品であり、それを奪うために敵は攻めてくる。

			「そうか、皆頑張ってくれているんだね。ありがたいことだ」

			「うん、本当に皆、頑張ってるよ。きっとシリルが育てた今のエルシエが好きなんだよ」

			　ルシエが嬉しいことを言ってくれる。

			　防壁作りは単純だが、ひどく単調な重労働だ。やる気と根気がなければ作業はまったく進まない。たった一〇〇人強でここまでやってくれることに俺は驚いていた。

			　今回作る防壁は、木で簡単な枠組みを作ったあと、粘土と砂と石を混ぜたものを盛って踏み固め、最後に火狐の炎で焼くことで硬度を増すという至極単純なものだ。

			　エルシエ全体を囲うだけの材料を確保するために、日夜問わず、森から土を運び出す作業だけでも気の遠くなるほどの労力を必要としていた。

			「でも、シリル。こんな防壁でいいの？　ベル・エルシエの防壁はもっと高かったよ」

			「これぐらいの高さで問題ないよ。低いって言っても七メートルもあれば、そうそう乗り越えられないからね」

			「けど不思議だね。あんまり高くない割にすごく分厚いね」

			「高さと厚さは何を重要視するかによって決まるんだ。ルシエ、防壁をどうして高くするかわかるかな？」

			　俺が設計した防壁は、高さが七メートルほどしかないくせに、厚さは一〇メートルもある。帝国やエリンの防壁のように厚さが二メートル、高さが二〇メートルほどあるのが一般的だから、その真逆を行っていることになる。

			「高いほうが乗り越えにくいからと、弓矢や投石は高いところから放ったほうが射程も、威力もあがるからだよね？」

			「正解。逆に言えば乗り越えられなければ、あまり高くする必要がない。それに高い位置でなくても十分な射程と攻撃力が確保できれば高さは要らないんだよ。あと、高くすればするほど、構築が難しくなるし時間もかかる。エルシエの皆に二〇メートル以上の防壁を作る技術はないよ」

			　高さがない分、色々と工夫してある。純粋な高さではなく、構造を台形にして上りにくくし、さらに有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)を頂点に配置し、非常時には高圧の電気を流せるようにする予定だ。素手で握っても鎧(よろい)越しでも、剣で有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)を除去しようとしても感電死する。防壁の周辺を掘って地面を低くすることで高さの水増し等の小細工も施(ほどこ)す。

			　有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)に接続するバッテリーは科学的なものではなく魔術的なものを作った。材料は人造の魔石で、魔石内を魔力が円を描くように循環し、外に魔力が漏れない、【俺】が解(かい)析(せき)した勇者が使っていた電気変換の術式を魔石そのものに刻むことで、ため込んだ魔力が解放されると同時に電気に変換される。

			　現状、人造魔石は【俺】の知識とドワーフのクイーロの技量を用いても、俺の全魔力の五倍ほどしか魔力を保持できない。

			　この人造魔石はアシュノと戦う際の直接的な武器にも使用できるが、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の時間制限のせいで一つ作るのに五日はかかり通常運用と予備の二つしか作れていない。

			　口には出さなかったが低い防壁にはもちろんデメリットもあり、壁が低いと、放物線を描く攻撃、例えば投石器などの攻撃で壁を簡単に乗り越えられて壁の中を攻撃される恐れはある。だが、それは防壁以外で対応するつもりだ。

			「そして、もう一つ問題をだそうか。どうして防壁を厚くするのかわかるかい？」

			「貫(つらぬ)かれないようにするためだよね？」

			「それも正解。今は二メートルぐらいの厚さがあれば十分だと考えられているけど、近い将来、そんな壁だとあっさり貫(つらぬ)かれるようになるよ。最低でも一〇メートルはないと不安だ」

			　帝国からエルシエまでの舗装路は火狐たちの土魔術で徹底的に壊したため非常に走破性が悪く、幸い、山間部の森の中にあるおかげで、大規模な攻城兵器で攻められることもない。

			　だがそれは今の話だ。すぐに携帯性にすぐれた貫(かん)通(つう)力の高い兵器が生まれる。

			　俺が懸(け)念(ねん)しているのは大砲だ。火薬というものを世に放った以上、現れるのは時間の問題だ。地球では大砲が実用化されたばかりのとき、それまでの防壁のほとんどが簡単に貫(つらぬ)かれ、意味を無くした。

			　だが、厚さ一〇メートルの壁なら大砲が実用化されてもそうそう打ち抜かれることはない。石と砂を混ぜた粘土というのは硬いだけではなく、衝(しよう)撃(げき)を吸収する柔軟性もあるし、上りにくさをあげるための傾斜は衝(しよう)撃(げき)を逸らすという効果も生む。

			「シリルとかなら、一〇メートルあっても簡単に貫(つらぬ)いちゃいそうだね」

			　冗談めかしてルシエが言った。

			　俺はそれに苦笑いを返した。実際に出来てしまう。シリルのままでは無理だが、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】をすればそれが可能な俺が数人いる。

			　そして、今回の敵であるアシュノは、それと同等以上の力を持っているはずだ。今回の作戦の大前提は、俺が彼女を足止めすること。はたして本当にそれが俺に出来るのか。

			「ルシエ。俺がルシエの目の前で突然見た目が変わって、別人みたいになったらどう思う？　そうだね、例えばお伽噺の化け物みたいになっちゃうとか」

			「シリル、急にどうしたの？」

			　脈絡のない問いかけに、ルシエが怪(け)訝(げん)そうな顔をした。

			「ごめん、なんでもないよ。ただの冗談だよ」

			　そう言って誤(ご)魔(ま)化(か)した。

			　今までルシエをはじめとしたエルシエの皆の前では【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使わなかったし、そもそも前世の記憶を得たことも話していない。

			　純粋に怖かった。ルシエにとってのシリルじゃなくなることが。俺自身、本当に自分がシリルなのか、【俺】によって歪(ゆが)められた別の誰かになってしまったのか、わからなくなるときがある。

			「きっと、すっごく驚くと思うよ」

			「そっ、そうか」

			　不安で少し声が裏返っていた。今回はルシエたちの前で【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使わないといけない状況が来るかもしれない。そのときに彼女に拒絶されたら、俺は……。

			「でも、どんな姿になっても、目を合わせて言葉を交わしたら、やっぱりシリルだって納得しちゃいそう」

			　しかし、続く言葉でその不安が消えた。

			「ありがとう。ルシエ。その言葉を聞いて安心したよ」

			　いつか、ルシエになら俺の秘密を話してもいい。そう思った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　工房で作り上げた人造魔石に魔力を流し込む。

			　魂(たましい)を喰らえば喰らうほど、魔力の貯蔵量が増え、魔力の回復量もあがる。だが、ゲームのように使い切った魔力が一日で全て回復というわけにはいかない。

			　俺の場合、一度空になった魔力を回復させるのに、理想的な体調で、七〇時間はかかる。

			　そして、この人造魔石は俺五人分の魔力が溜められるため、最大まで補充するのに約二週間。一つ作るのに五日かかるから、合計で三週間かかる計算だ。

			　それでも、アシュノと戦う切り札になるので用意しないといけない。

			　感覚でわかるのだが、人間数百人と勇者を喰らったことで俺の魔力容量は魂(たましい)が許容する限界まで膨(ふく)れ上がっていて、これ以上は増やせそうになかった。一度に放出できる魔力量もほぼ限界値、技量についても、前世の経験を引き継いでいるのでほとんど頭打ち、急にこれ以上強くなることは難しい。

			　そんな俺がアシュノに対抗するには武器がいる。例えば、この人造魔石は、本物の魔石のように属性魔術の効果を高めることはできないが、ため込んだ魔力を瞬間放出することで、俺五人分の魔力を瞬時に全開放しつつ即座に電気に変換することが可能だ。

			　ようやく【俺】がアシュノに関する知識の一部を開放したのでわかったが、彼女は、正真正銘の規格外の存在だ。この人造魔石も足止め以上の効果は期待できない。

			「まだ足りない。強くなりたい。シリルのまま強くなる方法……あったな。俺の、シリルだけの魔術が欲しい」

			　この魔石を作れたのは、クイーロの固有魔術があったからこそだ。

			　クイーロが器用で、土と火のマナに愛され、道具の精製に天才的なセンスを持っているのは種族としての性質に過ぎない。

			　クイーロの固有魔術は、自身の製作物へ汎用魔術式を埋め込めること。属性魔術は対応していないが、自分が使用できる汎用魔術なら、ほぼ全て自作の道具に刻み込める。

			　これがあるから魔力を流したときに特定の魔術が発動するという道具が作れる。ドワーフの力ではなく、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】と同じ、クイーロだけの固有魔術。

			　クイーロの願い。『俺だけしか作れないものを後世に残し、歴史に名を刻みたい』。その狂おしいほどの渇望が、クイーロという存在に方向性を与え、数十年かけてクイーロはこの固有魔術【魔術刻印】を手に入れた。

			　固有魔術は欲しいからと言ってすぐに手に入るものではない。

			　実際、固有魔術を得た俺はそれほど多くない。全体の三割程度だ。

			　そもそも、俺に、シリルに、全存在をかけてまで得たい渇望があるのか？

			　こんなふうに考えている時点で、その資格がないんだろう。

			「ないものねだりはやめよう。今は少しでも武器を用意しないと」

			　人造魔石があれば、マナに依存しない戦い方の幅が広がる。高出力の電気を扱えるというのは、かなり応用が利く。

			　せっかく、クイーロの力を使えば簡単に作れる防壁を、エルシエの皆に作ってもらっているのだ。そのことで得た自由な時間と魔力で、少しでも勝利の可能性をあげないといけない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリルくん、入っていいですか」

			　人造魔石に全ての魔力を注ぎ込んだあと、倦怠感に耐えながら紙に兵器の案をまとめていると、クウが工房の扉をノックして声をかけてきた。

			「入っていいよ。クウがここに来るのは久しぶりだね」

			「はい、その、ここに来るのは、そういうことをするときでしたから」

			　さすがに火狐に貸している工房や、旧村長宅、ルシエの家等でことに及ぶのは躊躇(ためら)われる。だから、クウと愛し合うのはこの俺個人の工房か外というのがルールだった。

			「今日はどうして来たのかな？」

			「その、シリルくんに、伝えたいことがあって来ました」

			　クウが真剣な顔をして、まっすぐにこちらの目を見つめる。その瞳には、不安が浮かんでいた。クウが不安を覚える俺との話。

			　俺の脳裏に、クウに見捨てられた自分の姿が浮かんだ。クウが最近、俺を拒絶するのはそういうことだったのか。仕方がないかもしれない。俺は世界で二番目に好きなんて悪びれずに言っている。クウだって一番愛してくれる人がいいに決まっている。

			「そうか、クウ、ごめん。大丈夫、心配いらない。火狐のことはクウと別れてもきちんと面倒を見るから。私情は挟まないよ」

			「シリルくん、何を言っているんですか!?」

			　クウが顔を真っ赤にして詰め寄ってくる。

			「結婚式直前になって、やっぱり俺との結婚が嫌になったんだろう？　でも、長の俺に嫌われて火狐が冷遇されるのが怖くて今まで黙っていた。言わなくてもわかるよ。気付かなくてごめん」

			　三日後に三人の結婚式が控えている。アスールのところにも、食料の買い出しに行かせたロレウたちに、招待状を届けさせている。

			　このタイミングでクウの我慢の限界が来たのだろう。

			「……何をどうしたら、そんな的外れな答えが出て来るんですか!?　怒りますよ！」

			「違うんだ？」

			「違います！　何度も言ってるじゃないですか。私はシリルくんのことが大好きだって。大好きじゃない人に、尻尾(しつぽ)を握らせたり体を許したりしないです」

			「クウなら、火狐の皆のためにそうしそうじゃないか」

			「……それは否定しませんけど、でも違うんです。シリルくんが好きだから、ずっと一緒に居るって決めたんです」

			　クウは自分よりも周りを大事にする。もし、エルシエの長が俺じゃなくて、下種野郎で、火狐を受け入れる代わりにクウ自身を要求していたとしても、彼女は妹たちのため、それに従っただろう。

			「なら、どうして拒絶するんだ」

			「……本当は黙っているつもりだったんです。ぬか喜びだったら嫌だから。でも、ユキノが『シリル兄様がクウ姉様に嫌われていると思って落ち込んでる。クウ姉様、シリル兄様を嫌いになったの？』って毎日、訓練の度に泣きそうな顔で言うんですよ？　だから全部話すことにしました」

			　……エルシエ一かもしれない気配り上手のユキノが裏で動いていたらしい。今度、ユキノを思いっきり甘えさせてあげよう。

			　そう言えば、帝国との戦争のときに約束したご褒(ほう)美(び)も、ユキノがなかなか要求してこないから、そのままになっている。もう、こちらで勝手に決めて何かしてやったほうがいいかもしれない。

			「その、出来たかもしれません。先月から、来ないんです」

			「何が？」

			　クウが顔をさらに赤くした。

			「子供が出来たかもしれません。生理が来ないんです」

			　見ているのが可哀相なぐらいに限界まで真っ赤になって、蚊の鳴くような声でクウが漏らした。

			「だから、しばらくはそういうの避けたかったんです！　悪影響があったら嫌じゃないですか。それに、もしこんなこと言って、ただ生理がたまたま来なかっただけだったらシリルくんをがっかりさせちゃうって思って、言えなかったんです！」

			　一瞬、俺は目の前が真っ白になった。

			　だが、気がつけば彼女を持ち上げ、ぐるぐると回っていた。

			「そうか、子供か、クウ、よくやった」

			　笑いながらぐるぐる回る。クウが目をまるくして慌てはじめる。そんなクウも可愛(かわい)い。

			「しっ、しりる、くん、やめて、怖いです」

			「大丈夫、落としたりしないから」

			「いえ、怖いのはそっちじゃなくて、流産です」

			　彼女が放った言葉で一瞬にして我に返り、優しくおろす。

			「その、クウ、ごめん」

			「いえ、喜んでくれて嬉しいです。言えなかったのは、ルシエちゃんより先に出来たことを気にされて、今回は堕ろせとか言われるんじゃないかって不安もあったからなんです。シリルくん、エルシエの長だし、私は二番目だし」

			「俺やルシエがそんなひどいことを言うと思うか？」

			「二人はそうですけど、長じゃないですか！」

			　時として立場というのは個人の意志を無視する。だけど、エルシエは違う。

			「大丈夫だよ。エルシエでは俺がルールだ」

			「それを言い切っちゃうことに私は、少しの不安を覚えます」

			「冗談だよ。本気じゃない。でも、そんなことを気にする人はいないから安心して」

			　そうか、子供か。名前は何にしようか？　男の子なら……。

			「それと、あくまでまだ来なかっただけですから、違うかもしれないですよ。喜んでくれたことは嬉しいですけど、違ったら本当にごめんなさい」

			「今は無理だけど、あと半月も経てば俺なら診察すればわかると思う。そのときに正式な発表をしようか」

			「発表はギリギリまで待ってください」

			「どうして？」

			「たぶん、本当に妊娠していて火狐の皆がそれを知れば、私を監禁して外にも出してくれなくなります……何かあったらダメだからって」

			「クウは愛されているからな」

			「はい。身の回りの世話とかに数人が常に張り付いて、すごく行動しにくくなります。ユキノの訓練もさせてくれなくなるかもしれません。ユキノは今、一番成長している時期なので、すごく楽しいんですよ。ユキノはすごいです。昨日なんて、本当に綺(き)麗(れい)な一発をもらっちゃいました。私に一発入れたのは、シリルくん以外には兄様とレラぐらいです」

			「クウ、ユキノの訓練はクウの師匠のレラに任せよう」

			「言ってるそばから!?　シリルくんのいけず」

			　火狐の訓練は実戦形式だ。さすがにまずい。綺(き)麗(れい)な一発がクウのお腹に当たれば、目も当てられない。

			「子供の安全が第一だよ。生まれてくるのは、どっちがいいかな？」

			「できれば女の子がいいですね」

			「女の子のほうが可愛(かわい)いから？」

			「いえ、私とシリルくんの子供で火狐の男の子だったら、火狐の皆でものすごい取り合いになっちゃいそうです」

			　俺はその光景を想像して、笑ってしまった。

			　そう言えば、クロネとケミンもクウの子供が火狐の王子様で、お婿にするって冗談めかして言っていたのを思い出した。きっと男の子が産まれたら、俺以上の女難が待ち構えているだろう。

			「クウ、本当に子供が出来ているといいな」

			　俺の言葉を聞いてクウが目を輝かせて、

			「はい！」

			　そう頷(うなず)いた。

			　そして、子供に影響なさそうな範囲で久しぶりにクウといちゃついた。

		

	
		
			　

			第16話　高炉

			　

			「よく来てくれましたね」

			　俺は微笑(ほほえ)んで、コリーネ王国の商業都市エリンの長である青い髪の少女、アスールに握手を求めた。それに応えた彼女は、ずいぶんとやつれたように見えた。

			「ええ、友好国の長の晴れの舞台。何をおいても参加するわ」

			「流石(さすが)ですお嬢様、自分を振った相手にも献身的なんて！」

			「じい、何を言っているのかしら？　またお給料減らされたいのかしら？」

			「ひいぃ、冗談です。あれですよ、あれ、お仕事の話ですよ。ヘッドハンティングを失敗したことを言っているのです」

			「もういいわ。それと、これをあなたに」

			　アスールは封筒を取り出し、俺に手渡す。この時代では考えられないほど良質な紙に、コリーネ王国の判が押されていた。さっそく、中に入っていた紙を取り出す。

			「あなた、共通語は読めるのかしら？」

			「問題ないですよ」

			　帝国やコリーネ王国はもともと一つの国だったため、言語や文字はほぼ同じものが使われている。そのため、この二国で使われているものが共通語として広く使われている。一般に文字が読めるというのは共通語が読めるということを意味する。

			　記載されていた内容は、エルシエをコリーネ王国が正式に国として認め、国交を持つというものだった。ご丁寧に、コリーネ王国の王の直筆のサイン入り。

			　これがもし偽造であれば、この文書の流通にかかわった者全ての首が物理的に飛ぶほどの重罪だ。

			「流石(さすが)ですね。アスール様、まさか、本当に実現するとは」

			　普通なら、アスールは殺されている。

			　エルシエと国交を結ぶというのは、帝国と敵対するのと同義だ。さらに、帝国に敵対するということは、その支援国まで敵に回すということになる。

			　一都市の長が独断でこんなことを決めれば、殺されて当然だ。俺だって長代理のクラオがある日いきなり隣の国に宣戦布告をしたなんて言い出せば、断固とした対応を取るしかない。

			「お父様は、私には甘いのよ。身内に甘い王が統べる国なんて、不安になるわね」

			「それに私が居ますしね。お嬢様、最後には脅(おど)したじゃないですか」

			「人聞きの悪いことを言わないで欲しいわね。あれは交渉よ」

			「認めないなら、私を連れてエリンごと、エルシエに亡命するって言ったときは、あっ、お嬢様死んだなって思いましたよ」

			「今生きているわ」

			「先週、暗殺者が一ダース以上押しかけてきましたよ。皆、口が固くて、依頼主は吐きませんでしたけど、たぶん依頼主、お嬢様の兄妹たちですね。後始末で寝不足で肌が荒れて大変なんですから！」

			「あの人たちは臆病だからしょうがないわ。ちゃんと見返りもあげたし、代償も払ったのに何が不満なのかしら」

			「お嬢様が生きていることがじゃないですか？」

			「なるほど、じい、たまにはいいこと言うわね」

			「そこまで強引にしたのか！」

			　俺は思わず声を荒らげた。何がアスールをそこまでさせるのだろうか？

			　そして、なぜじいはアスールに忠誠を誓っているのか。アスールがここまで無茶をして生きているのは、じいが居るからに他ならない。

			　勇者レベルの力を持つ個人の価値は非常に高い。さすがに兵の全てを皆殺しにすることは出来なくても、その気になれば単独で突っ込ませるだけで王の首を取れる。

			　だからこそ、帝国はいかなる場合も帝の傍に勇者を控えさせている。

			　勇者を持っていないだけで著(いちじる)しく交渉が不利になるし、勇者を保有している者同士は簡単には戦争をしない。なぜなら、勇者同士がぶつかって自国の勇者を失う可能性があるからだ。そうなれば勇者を保有している他の国に滅ぼされる。

			　逆説的に考えると、アスールがここまでの無茶が出来た以上、コリーネ王国にはじい以外に勇者レベルの人間がいない可能性がある。

			　だとすれば、じいにはいくらでも破格の条件での勧誘があるはずだ。なぜ、こんな面倒な女に給料を減らすと脅(おど)されながら付き従っているのかが不思議でならない。

			　孤児の妹たちを人質にされている？　ありえない。そんなわかりやすいものが弱点なら、アスールの敵対者がとっくに攫(さら)ってじいを脅(おど)している。

			「シリルさん、さっきからじろじろ私を見て、もしかして私に惚れました？　きゃあ、結婚式当日に新郎さんの心を奪うなんて、自分の美貌が怖い。出来る女オーラが怖い。ううう、でもごめんなさい。見た目は好きだけど、シリルさんは生理的に無理なんですぅ」

			「いえ、そんなつもりは毛頭ありませんよ」

			　何気に生理的に無理と言われたことは落ち込む。

			　思えば、初めてあったときからじいは俺に対して悪印象をもっているし、じいからさまざまな暴言を受けている。何か理由があるのかもしれない。

			「じい、仮にも相手は友好国の長よ。発言には気を付けて」

			「お嬢様、申し訳ございません。つい本音が」

			「あなた、わざとやっているのかしら？　シリルさん、多少強引な手を使ったけど、あなたが気にすることではないわ。もともと人間至上主義の帝国と、多種族の共存を掲げるコリーネ王国は険悪だったし、私の目指す国を作るために必要だったからしただけよ。私は約束を果たしたわ」

			　続く言葉は口にしなかったが、十分伝わってきた。

			「もちろん、俺も約束は守ります。きちんと製鉄の手法と工房の図面は用意しました。エリンの工業技術でも実現できる範囲で、最大限の効率を保証します。結婚式が終わればエリンに行って三日間はそちらの用意したスタッフに指導し、以降は月に一度、三日間、サポートに行きましょう」

			　初歩的な高炉を設計しており、そのミニチュア版というべきものを工房の隣に作ってある。実演したほうが心証がいいだろうし、俺自身、実証実験が必要だと判断してクイーロの力で作った。エリンでは近くに鉱山があり、砂鉄よりも鉄鉱石が手に入りやすいとアスールが言っていたのも高炉を選んだ理由だ。

			「助かるわ。私が用意したスタッフは優秀よ。あなたの指導をすぐに吸収するわ」

			「それは助かります」

			　そして、俺が教えた技術を乗り超えるつもりだろう。

			　エリンは活気に満ち、次々に新しいものが出来ている。そういう考えが出て当然だ。警戒はしないといけない。

			「あなた、疑わないのね」

			「この封筒の中身が本当に諸外国に出回っているのかをですか？」

			「そうよ」

			「下手な嘘はつかないと信じているんですよ。あなたはそこまで馬鹿じゃない」

			　エルシエは、ベル・エルシエに忍び込んだスパイを利用して、諸外国の情報を断片的に集めている。流石(さすが)に、詳細な情報とまではいかないが、コリーネ王国がエルシエと国交を持ったという情報がまったく入ってこないということはありえない。

			「ありがとう。そう言ってもらえて嬉しいわ。あと、あなたはその敬語をやめなさい。私は対等な立場だと思っているわ。あなたがそれを続けるなら、私もそういう口調にしないといけなくなるのよ」

			「失礼。今後は話しやすい口調で話させてもらう」

			　そちらのほうが俺も気が楽だ。

			「じい、祝いの品を」

			「かしこまりました、お嬢様」

			　じいが馬車から木箱を運び出し、その場で開封して見せた。

			　中身は青磁の陶器、魂(たましい)が吸われるような透明感のある鮮やかな蒼。それでいて、ひどく自然な色だ。一目見て業物だとわかる。この器一つで城一つの価値があるだろう。

			「ありがちな贈り物だけど夫婦茶碗よ。ただ、あなたのところは二人の嫁に、妹が一人居るから四つ用意したわ」

			「ありがとう。大事に使わせていただくよ」

			「えっ、使っちゃうんですか？　大事に飾っておきましょうよ」

			「じい、道具は使ってこそ意味があるのよ。たとえどんな芸術品でもね」

			　俺もそれには同感だ。道具は使ってこそ輝く。

			「結婚式は昼食の時間に開く。まだ時間があるので、試作した製鉄用の高炉に案内しよう。アスールたちも実際に製鉄するところを見たほうが安心できるだろう？」

			「お言葉に甘えさせてもらうわ。……それにしてもあなた、実演するためだけに一つ高炉を作ったの？」

			「普段は魔術を使って作るから、実証実験をせずに図面を渡すのは不安だったんだ」

			　ドワーフであるクイーロの特性は土と鉱物の完全制御。煉瓦製や金属製のものであれば、図面さえ完(かん)璧(ぺき)なら、土と炎の魔術で溶かした金属を操ることで作れてしまう。

			「……ねえ、シリルさん。図面を渡すなんて面倒なことをしないで、あなたがエリンで高炉を作ればいいのではないかしら？」

			「もし、高炉が未来永劫一つでいいのならそうするよ。俺も三日も指導する手間が省ける」

			　とは言ったが、敵地で【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使いたくない。魔力のほとんどを消費するし、一二時間に一度という制限がある以上、クイーロを呼び出した後に、じいから襲(しゆう)撃(げき)を受ければ死ぬ可能性が高い。保険は常に用意しておきたい。

			「そうね、愚問だったわ。一つの高炉を手に入れるより、いくらでも高炉を作れる知識のほうが得難いわね」

			「わかってくれて嬉しいよ」

			「……でも、とりあえず一つぐらいは早急にあったほうが嬉しいわ」

			「関税の永久撤廃を約束してくれるなら考えよう」

			「残念、最初にここまで条件を付けておくべきだったわね」

			　アスールは両手をあげて、お手上げというポーズをして笑った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、俺が物置に使っている工房の隣に建設した製鉄用の高炉に案内し、鉄鉱石と石灰を使った製鉄を実演した。

			　高炉は主に耐火レンガで出来ており、長い煙突がそびえ立っている。

			　とりあえず、金型に鉄を流し鋳造で剣を作るところまで見せた。鉄鉱石を溶かしながら不純物を取り除き、溶かした鉄を金型に入れるだけの作業だ。

			　火を焚(た)いて、石灰と鉄鉱石を入れる口にそれぞれの材料を入れるだけなので、さして時間はかからない。

			　今の時代、石炭自体は見つかっており、エリンでも見かけたので、燃料として石炭を使った。燃える石として少量だが出回っていたのを、備蓄用の食料を買い出しに行かせたロレウに買わせてあった。

			　木炭でもできなくはないが、効率が悪すぎるし、帝国のように周辺の山を全て禿山にしてしまうリスクがある。

			「こんなに簡単に鉄の剣が手に入るのね」

			「お嬢様、すごいですね。銅の剣だって、もっとめんどくさい手順を踏んでますよ」

			「簡単に作れるようにするために、どれほどの工夫がこの炉にあるのかしら」

			「それは、資料を読み解けばわかるよ」

			「でも、石炭がいるのよね。結構お金がかかるわ。それに、この黒い煙、エリンが煤(すす)だらけになりそうだし、体にも悪そうね。木炭とかじゃだめかしら？」

			「出来なくはないが、石炭を掘りに行かせたほうが結果的に安上がりになるし、木だと必要な量が多すぎて、せっかくのエリンの近くのいい山が、あっという間に禿げて森の恵みを受け取ることができなくなる」

			「そう、うまくいかないものね。どこかに安価で、それでいて煤(すす)なんてでなくてエリンが汚れない、そんな燃料はないかしら」

			「そんなものはないよ。高炉はエリンの郊外に作ることをお勧めする」

			　これでもこの高炉は可能な限り煙を出さず、煤塵をフィルターで取り除くように配慮している。

			　だが、限界はある。まったく周囲に影響を与えない製鉄なんて、魔術でも使わない限り不可能だ。石炭を燃やして黒い煤塵を撒(ま)き散らすか、木を大量に切り倒すかしか道はない。

			「シリル兄様、そろそろ着付けをしたいってクラオ様が呼んでる」

			　そこに銀色の火狐のユキノが現れた。俺がデザインしたメイド服をいつものように身に纏(まと)っている。ただ、いつもと違って可愛(かわい)い髪飾りを身につけていた。俺の結婚式がある日だから、お洒落をしてくれているのだろう。

			「ユキノ、呼びに来てくれてありがとう。もう少ししたら行くよ」

			「うん、早く来て」

			　ユキノが隣に立って、くいくいと俺の袖(そで)を引っ張った。俺がほとんど無意識に彼女の頭を撫(な)でると、ユキノは尻尾(しつぽ)を振りながら目を細める。

			「シリルさん、可愛(かわい)い妹さんが呼びに来たところ申し訳ないけど、もう一度だけ実演してくれないかしら？」

			「それは構わないが……。残念、石炭の在庫が今ので尽きた。木炭で代用するしかないな。それだと時間がかかるが構わないか？」

			「ええ、いいわ」

			「なら木炭をとってくる。少し待っていてくれ」

			　俺は、その場を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　高炉に戻ると、炉に火が入っていた。

			「どうして火が？　まさか、ユキノ!?」

			「シリル兄様、作るところ見たいなら、ユキノがやる。ユキノなら石炭なんていらないし、ずっと早い。これでシリル兄様がはやく結婚式の準備ができる」

			　ユキノは鉄鉱石と石灰をそれぞれの投入口に放り込み、石炭ではなく自らの魔術で炎を起こすことで製鉄をはじめていた。

			　ユキノは、この高炉での俺の作業を見て覚えていたので、流れるような手つきだ。

			　ユキノの炎は石炭以上の熱量で燃え上がり、一瞬で鉄を溶かし、高炉はその機能を存分に発揮して不純物を取り除いた。その溶けた鉄が金型に流し込まれる。

			　頭を抱えたくなった。これは俺のミスだ。

			　ユキノを一人残すべきではなかった。

			「すごい。これなら、コストはほとんどかからないし、エリンも汚れないわ」

			　今まで以上の感動を込めた視線をアスールは高炉とユキノの両方に送った。

			「シリル兄様、終わった。行こう？」

			「ちょっと待ってね。ユキノ、もう少しだけお話をするから」

			　俺は気持ちを落ち着けて、ゆっくりと口を開く。

			「アスール、考えていることはわかるが、俺は絶対にそれを許さない」

			「何を許さないというのかしら？」

			「火狐の力を利用することだ。言っておくが、高炉に必要なだけの火力を安定して供給することは特別に強い力を持つ金と銀の火狐、この子と、妻のクウにしかできない。そして俺は二人を手放すつもりはない」

			「それは一人でならという条件付きよね。数人がかりで、交替で行えばいいじゃない」

			　確かに三人がかりで炎を燃やし、一時間後に、次の三人に交替なんて方法を取ればできるだろう。

			　それに、火狐じゃなくても大量に火の魔石を用意すれば普通の人間でも可能だ。

			「怖い顔しないで、別に私は無理に攫(さら)おうなんて思っていないわ。ただ、エリンで暮らしたい子が居るなら、勧誘して仕事を用意するぐらいのことはできるわ」

			「火狐たちは普通の街では暮らせない。いずれ、必ず不幸になる。変な誘惑をすること自体、俺は許さない」

			「それは、あなたの思い込みだわ。水精族の私はエリンで幸せに暮らしているし、ちゃんと守ってあげるわよ」

			「アスールには権力による庇(ひ)護(ご)があるし、そもそも水精族自体がマイナーだ。もし、エルシエの民に手を出すなら、協力関係はなしだ」

			「ひどいわね。私には国として認めさせておいて、反古にするなんて」

			「それでもだ。たとえ、コリーネ王国と戦争になっても俺は認めない」

			「わかったわ。石炭や木炭でも代替が利くのなら、あなたを敵に回したくないもの。私からは勧誘しない」

			「その言葉を信じよう」

			　少なくとも、アスールは平然と約束を破るタイプではない。まずは信じていいだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は旧村長宅の一室でクラオに着替えを手伝ってもらっていた。

			　エルフの村に代々伝わる礼服、俺の父親も使った由緒正しいものなのだが、構造的に一人では着られない。鮮やかな緑と黒を基調とした服で、材質は俺にもわからない。

			　こんな物質は、過去の俺ですら見たことがない。ただ、わかるのは素材が生きていること。

			　そして、クラオが俺の身体に合わせてサイズ調整までしてくれていた。怖いのが、一度も俺の身体を測ったことがないはずなのに、これ以上ないほど、ぴったりとフィットしている。それにどう見ても無理にサイズを弄(いじ)ったようには見えない。新品のようにさえ見える。

			　いったい、どれほどの執念と根気でこの服を直したのだろう。

			「シリル様、お似合いですよ。このクラオ、シリル様が結婚すると聞いてから毎晩、徹夜で頑張った甲(か)斐(い)がありました」

			「ありがとうクラオ。クラオにはいつも助けられてばかりだ。いつかお礼をしないとね」

			「いえいえ、とんでもない。シリル様からはたくさんの教えを頂いております故、お礼など」

			「そういうわけにはいかないよ。頑張っている人にはそれ相(そう)応(おう)の褒(ほう)美(び)を与えないとね。これも長としての仕事だよ」

			　エルシエは脳筋が多い、頭を使う仕事を任せられるのは、クラオ以外には、ルシエとクウ、それにクウの師匠であるレラしかいない。嫁の二人を要職につけるのは、俺が贔屓(ひいき)をしてしまうから避けなければならない。もし、ルシエやクウが罪を犯しても、俺はきっと許してしまう。

			　そして、レラには何度かクラオの補佐をして欲しいと依頼したが、毎回断られている。話をしてその思慮深さと知識を感じ取れた俺は、どうしても彼女の力が欲しくて諦めきれていない。

			「ならば、シリル様の教えの応用編を頂けませんか？　頂いた長の心得には基本編と銘打ってあります。ならば、応用編があるはずです」

			「確かに作るつもりはあったけど、それはクラオへのご褒(ほう)美(び)じゃなくて、仕事に必要な資料じゃないか」

			「いえ、ご褒(ほう)美(び)です。何卒、何卒、シリル様が帝国に出かけられている間、その間の心の穴を埋めるために何卒」

			　クラオが土下座までしはじめた。俺はため息をつく。

			　そこまで言ってくれるなら応用編を用意しよう。もともと作るつもりだったものだ。俺の知識が少しでも役に立つのなら、悩む理由はない。俺が居なくなった後の道しるべにもなる。

			「クラオ、俺は結婚式の後、エリンに出発して、その後帝国に行くと伝えてあったな。エリン行きの馬車の中で応用編を書き上げて、ロレウに渡しておくから、奴から受け取ってくれ」

			「シリル様、ありがとうございます。わざわざ私ごときのために、シリル様の予定を変更してくださって。シリル様の残してくださる応用編をシリル様自身と思い、帰りを待たせて頂きます」

			　クラオが涙を流して俺にしがみ付いてきた。

			　俺は苦笑して、話題を変えることにした。このままだといつまでたっても、クラオが離れてくれない。

			「ルシエとクウは準備が終わったかな」

			　ルシエとクウは別室で着替えている。

			　二人のウェディングドレスは、当日までの秘密ということで見せてもらっていない。すごく楽しみだ。できるなら、それを夜でも有効活用したい。

			「ずいぶん早くから準備されているので、大丈夫でしょう。シリル様が異常なんですよ。こういう日までお仕事なんて」

			「長だからね」

			　アスールたちがわざわざこっちに来る機会は少ないし、あまり長く拘(こう)束(そく)できない。どうしても式の前に視察を終わらせておきたかった。

			「それと、シリル様、ずっと思っていたことがあるのです」

			「何かな？」

			「シリル様って良い匂いがしますよね」

			　俺は、久しぶりに本気で身の危険を感じた。

			　どうして、ロレウといいクラオといい、エルシエの男は変わり者が多いのだろうか。

		

	
		
			　

			エピローグ　結婚式

			　

			　珍しく俺は時間を持て余していた。

			　旧村長宅の一室、一人で出番が来るのを待つ。

			　ルシエとクウは別室で待機している。長代理のクラオは会場で準備をしてくれていて、ユキノは数人の火狐と共に今日の料理を仕上げてくれていた。

			　昨日の夜に徹夜で料理の仕込みは終わらせていたが、作り立ての美味(おい)しさを出すために仕上げは任せてある。ユキノにはうちに来てから暇(ひま)さえあれば料理を指導したていので、レシピさえあれば彼女に任せて問題ない。

			「俺は、いい長なのか」

			　たまに自問自答する。

			　エルシエは強く豊かになった。だが、俺がいい長なのかは話が別だ。

			　俺にとっての理想の長は父だ。

			　父はかつて、いい長の条件とは民に夢を見せること。一人一人に、この人についていけば明日はもっと幸せになれると信じさせること。そんな長になれと俺に言った。

			　俺はそこを目指して来た。だけど、エルシエのみんなは本当に俺についていけば幸せになれると思ってくれているのか、不安になることがある。

			　そして……。

			「俺はいい夫になれるのかな」

			　最高の嫁を二人も手に入れる。俺はその二人に見合う男なのだろうか。

			　ルシエとクウのことを心の底から愛している。だけど、どう言い繕っても二股をかけていることに変わりはない。

			　彼女たちだって本音を言えば、自分だけを愛して欲しいだろう。

			　でも、俺は二人とも欲しかった。誰にも渡したくなかった。彼女たちに他の男が触れることが我慢できない。

			　自分の判断を後悔していない。だからせめて全力で幸せにするしかない。そして、これ以上二人を裏切るようなことをしない。それが俺の義務だ。

			「シリル兄様、結婚式がはじまる。来て」

			　妹分である銀色の火狐、ユキノが部屋に入ってきた。

			　相変わらずのメイド服に、今日だけのお洒落な髪飾りをつけている。それに、今朝会ったときよりも尻尾(しつぽ)の毛先が整っている。ブラッシングして来たのだろう。

			「料理はきちんと仕上がっているかい？」

			「うん、シリル兄様に教えてもらった通り、きちんとできた」

			　まだ薄い胸を張って誇(ほこ)らしげにユキノは言った。

			「さすがユキノだ。今日のユキノはいつもより可愛(かわい)いね。髪飾りがよく似合っているよ」

			「この髪飾りはお気に入り、クウ姉様が届けてくれた。お母さんの形見。大事なときだけ、つけることにしてる」

			　それをつけてくれたということは、俺とルシエとクウの結婚式をよほど大事に思ってくれているのだろう。

			「ルシエとクウは？」

			「ケミンとクロネが呼びに行ってる。シリル兄様のところにはユキノが来たかったから、譲ってもらった」

			「そうなんだ。ユキノ、ありがとう。二人には秘密だけどね、俺もユキノが来てくれたほうが嬉しいよ」

			　どうしても三人の中でユキノを贔屓(ひいき)してしまう。一緒に居る時間が長いので、情がわいてしまう。

			　いや、違うな。俺にくっついて料理や家事を必死に覚えたり、イラクサの訓練やクウの稽古を頑張っているユキノを見たことで、どんどんユキノを応援したくなっている。彼女みたいな頑張り屋さんが純粋に好きだ。

			「シリル兄様、ケミンとクロネに言ったら落ち込むからユキノは絶対に言わない。シリル兄様とユキノだけの、……二人だけの秘密」

			　二人だけの秘密と言ったとき、ユキノは上機嫌に尻尾(しつぽ)をぱたぱたと振った。時折見せる、こういう子供らしいところも愛おしく思う。

			「行こうか。あんまりみんなを待たせると悪いし」

			　会場のエルフや火狐たちは、お腹を空かせて今か今かと結婚式のはじまりを待っているだろう。

			　立ち上がり、歩き出す。すると、ユキノが後ろから抱き着いてきた。

			「どうしたんだ、ユキノ？　抱き着かれたら歩きにくいよ」

			「ごめんなさい。シリル兄様。自分でもわからないの。気がついたらこうしてた」

			　後ろから回してくるユキノの手が震えていた。

			「シリル兄様が遠くに行っちゃう気がして、寂(さび)しくて、悲しくて、体が勝手に動いた」

			「きっとね、ユキノは無意識のうちに、俺が結婚したら構ってくれなくなるんじゃないかって思っているんだよ。心配しないで。結婚してからも、今まで通りユキノと接するから」

			「ちがっ……ううん、なんでもない。シリル兄様、引き留めてごめんなさい」

			　ユキノの手がゆっくりと離れていく。ユキノの可愛(かわい)らしいわがままに俺の頬は緩(ゆる)んでいた。

			「気にしないで良いさ。そういうふうに甘えてくれると兄として嬉しいよ。でも、甘えてばかりも居られないかもね。ユキノにだけは教えるけどね。新しい家族が増えるんだ」

			　クウの話を聞いてから、毎日、俺はクウの体を調べていた。そして、昨日ようやく妊娠していると確証がとれた。

			　本人に伝えてあり、そのときクウは口を押さえてポロポロと涙を流しながら、良かったと繰り返した。

			「新しい家族？」

			「まだ誰にも言ったらダメだよ。クウが俺の子を宿してる」

			「すごい！　クウ姉様の子供！　新しい火狐が生まれる！」

			　火狐たちはせっかく火狐の村のみんなのおかげでエルシエに逃げてきたのに、血を絶やしてしまうことをずっと恐れていた。

			　新しい命、それも長のクウの子供というのは非常に喜ばしいことだ。

			「だけど、俺はどうしても留守にしないといけない。だから、ユキノにお願いがあるんだ。クウを守ってあげてくれ」

			「うん、頑張る。絶対にクウ姉様を守る。帝国兵が来ても、勇者が来ても、ユキノの命に替えても守ってみせる」

			　それだけの気構えがあれば安心だ。実際に命をかけてもらう必要はないが。

			「ありがとう。お姉ちゃん」

			「お姉ちゃん？」

			「そう、ユキノには子供の面倒も見て欲しいんだ。産まれてくる子供のお姉ちゃんになってくれないか。ユキノなら安心して任せられる」

			「任せてシリル兄様。クウ姉様の子供、一流の火狐の戦士に育てあげる。クウ姉様のやり方じゃ温いから、レラ式で徹底的にやる」

			「……それはまだ、気が早いかな？」

			　クウが妊娠したかもしれないとわかってから、ユキノの訓練はクウの師匠のレラに頼むようになった。

			　クウの訓練も相当スパルタだったが、それを温いと言わせるレラの訓練とは、いったいなんなのだろうか。

			「気を取り直して行こうか」

			「うん、シリル兄様」

			　ユキノが手を伸ばしてくる。俺はそれを取り握りしめた。そして、ユキノが俺を引っ張って歩き出す。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　旧村長宅の玄関で、ウェディングドレスを着たルシエとクウが待っていてくれた。

			　珍しく二人とも薄化粧をしている。そして何より、

			「二人ともすごく綺(き)麗(れい)だ」

			　純白のシルクのドレスを着た二人は、非常に美しかった。
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			　ドレス自体は非常にシンプルで、飾り付けも最低限に抑えられている。だが、シンプル故に仕事のきめ細かさ、使われた最高級の絹のすばらしさ、何よりそれを着る二人の魅(み)力(りよく)が引き出されていた。

			　きっと、服単体でみればもっといいドレスはあるだろう。だが、ここまでルシエとクウが着たときに美しいドレスはこの世に二つとない。

			　今更ながら、エリンの服屋の店主の腕には驚かされる。

			「シリルもカッコいいよ。その服、エルフの村に伝わる礼服だよね」

			「よくお似合いです。でも、どうしてシリルくんは、エリンで服を仕立てなかったんですか？」

			　クウの質問もある意味当然だ。

			　俺が着ている先祖伝来の礼服は、俺もわからない不思議な素材で出来ているので劣化しない。それでも派手さにかけるところはある。エリンで仕立てたほうが、結婚式には良かったと思う。

			　それでも、この服を結婚式に着ようと思ったのは、金をケチったわけじゃない。

			「俺の父、先々代のエルフの長は結婚式のときにはじめて、この服を着て言ったんだ。『俺が長になったからには、妻も幸せにするけど、おまえ等も全員幸せにする』って。俺は母からこの惚気話を毎日のように聞かされて育った。だから、俺は子供の頃から夢だったんだよ。結婚式にこの服を着て、みんなを幸せにするって言うのが」

			　一度は諦めた子供の頃からの夢。

			「シリルって、やっぱりロマンチストだね」

			「でも、私はシリルくんのそういうところが好きです」

			　ルシエとクウが微笑(ほほえ)ましそうな目で、俺を見て笑った。

			「式が始まる前に言っておきたいことがあるんだ。ルシエ、俺を見捨てないでくれてありがとう」

			　全てを諦めていた頃、俺はクズだった。何もせずただ流されているだけ。

			　そんなダメ男、普通ならとっくに見限って当然だ。ルシエだけが俺を信じていてくれた。

			　だから、立ち上がることが出来た。その延長に今のエルシエがある。

			　それだけじゃない。諦めようとしたときは、いつもルシエが背中を押してくれた。

			「クウ、二番目に好きだなんて言ったのに、そばに居てくれて、こんな不誠実な男を好きになってくれてありがとう」

			　俺の一番はルシエだ。クウが俺のことを好きと言ったとき、俺はルシエが一番好きだけど、クウのことも好きだから誰にも渡したくない、傍に居てくれと言った。

			　クウはそんな俺を愛してくれると言って受け入れてくれた。

			そのことに俺は感謝している。

			　エルシエの運営も、家族や友達を失って辛い中、ずっと前向きに頑張ってくれた。彼女が居なければ二度目の戦いは勝てなかっただろう。

			　ルシエとクウ、二人とも最高の俺の嫁だ。

			「シリル、私もありがとう。私が好きなシリルで居てくれてありがとう。お婿さんがシリルだから私は世界で一番幸せなお嫁さんになれるよ」

			「私もです。こんなめんどくさい女の子をもらってくれるのはシリルくんぐらいです。シリルくんには私自身も、火狐の皆も数えきれないぐらいたくさん助けてもらって感謝しています。シリルくんが居なかったら、お父様たちが命がけで戦った意味も分からなかったし、兄様たちの仇(かたき)うちもできなかった」

			　俺たち三人は、自然に抱き合った。

			　柔らかな抱擁だ。それだけで自然と心が満たされる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　旧村長宅の扉から出て広場を目指す。

			　広場には、エルシエの民の他にエリンから来たアスールに執事服を来たじい、ベル・エルシエの五大長が来ていた。

			　民衆の真ん中に道が開いており、そこに赤い布が敷き詰められている。俺たちは、ユキノ、ケミン、クロネの三人にそれぞれ手を引かれて歩く。

			　両サイドからおめでとうという大きな声と拍手の音が鳴り響く。

			　そして一段高い舞台にたどり着く。そこでユキノ、ケミン、クロネは手を離し、俺とルシエとクウだけが壇上にあがる。俺が真ん中で三人横一列になった。

			　その途端、声と拍手が止んだ。

			　舞台には、仕立てのいい服を着たクラオが居た。

			「今日ここで、世界樹の祝福のもと挙式を行います」

			　エルフに伝わる婚礼の祝詞(のりと)。

			「新郎、シリルよ。逆風が吹き荒れようと、飢(う)えや病に蝕まれようと、ルシエ、クウの両名を愛し、共にあることを誓うか？」

			「誓う」

			　俺は頷(うなず)く。どんなときだろうと二人の手を離さない。

			　その気持ちは絶対に変わらない。

			「新婦、ルシエ、クウよ。逆風が吹き荒れようと、飢(う)えや病に蝕まれようと、シリルを愛し、共にあることを誓うか？」

			「誓うよ」

			「誓います」

			　ルシエとクウも俺と同じ気持ちで誓ってくれた。

			「それでは誓いの口づけを」

			　俺はまずルシエとキスをしてから、クウとキスをした。

			　唇の感触が違うのだなと、そんなことが頭に浮かぶ。

			「これにて誓約は結ばれた。三人が末永く幸せであることを祈る」

			　クラオの言葉で誓いは終わり、ケミンとクロネが舞台にあがり、ブーケをルシエとクウに手渡す。二人がブーケを受け取ると、一斉に拍手と歓声が鳴り響いた。

			「みんな、俺たちの式に来てくれてありがとう。俺はこの場で誓う。よき夫となり、ルシエとクウを幸せにする。そして、長として皆に誓う。エルシエに居る皆を幸せにする」

			　拍手の音がより一層大きくなった。この激しい拍手は俺のことを信じているからだろう。

			　俺はいい長なのか？　その問いの答えがようやく返ってきて、胸に熱いものが込みあげる。

			「俺たちから幸せのお裾分けだ」

			「みんな行くよ」

			「幸せを受け取ってください」

			　そう言った瞬間、男性陣や既婚の女性陣が二歩後ろに下がり、逆に未婚の女性陣が前に来る。

			　ブーケトスだ。エルフも火狐も不思議とこういう風習があった。ブーケを受け取った者が次に結婚できるというものだ。

			　ふとユキノを見ると、目をぎらぎらさせている女性陣を醒めた目で見ながら、一歩引いた位置に居た。

			　子供が欲しいと言っていたから結婚に興味があると思っていたが、そうでもないのか？

			　そんなことを考えていると、二人の手からブーケが放たれた。

			　放物線を描き、ルシエの投げた花束は、必死に手を伸ばしてジャンプをしたエルフの少女、コンナがもぎ取った。イラクサの訓練の成果だろう。

			　クウが投げたブーケは、ブーケをもぎ取ろうとする女性たちによる激しい空中戦で弾かれ、もう一度空に跳ね上がり、それが奇跡的な確率で何度か繰り返された後、後方でぼんやりと立っていたユキノの手にストンと収まった。

			　ユキノは目を丸くする。そして、複雑な表情を浮かべ、それが切なげな表情に変わるとブーケを抱きしめた。

			「式は終わりだ。ここからはパーティだ。向こうのテーブルにとびっきりのご馳走を用意した。エリンから来てくれたアスールが贈ってくれた上等で珍しい酒も並べてある。思う存分楽しんでくれ」

			　歓声があがり、皆が料理のあるテーブルに向かっていく。

			　今までで一番のご馳走と、美味(うま)い酒がそこにある。

			　火狐たちの要望で初めて火狐たちが来たときに振る舞ったイノシシのスープ、ヤギ肉の香草入りハンバーグや、イノシシ肉のステーキ、鶏一羽を使ったロースト、ハーブを使ったイワナの蒸し焼き、それらの材料を包むことができる手巻きクレープの皮。

			　酒は、エルシエワインはもちろん、アスールから今日届けられた上等なものが並ぶ。

			　今日は盛大に盛り上がるだろう。

			「やっと夢が叶(かな)った」

			　幼い頃からずっと描き続けた夢、父のような長になる。一度は諦めた夢。それがやっと叶(かな)った。最高の人生の伴侶も傍にいる。

			　これからは掴(つか)んだ幸せを失わないように、守って積み重ねて、いや違う、もっと幸せにならないといけない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「みんな、見てくれ」

			　パーティがはじまって二時間、そろそろ料理が尽きる頃、俺は満面のドヤ顔で最終兵器を取り出した。

			　それはウェディングケーキだ。

			　それも三段の特大サイズ。出席者全員に一カットずつ切り分けられる量を用意した。

			　イギリス式等と違って特に段ごとの意味はない。作り易さだけなら大きな一段だが、こっちのほうが見栄えがいいという理由でそうした。

			　普通は入刀する部分だけが本物で後は偽物だが、これは全て本物だ。強度を確保するための土台すら使っていない。

			　崩れないようにするために、ジャガイモから水あめを作り、それで表面をコーティングしてから積み上げ、ヤギの乳とメープルシロップで作ったホイップクリーム、仕上げに飴細工で、豪華に飾り付けた。

			「なにこれ、すごい。こんなのエリンでも見たことがないわ」

			　さすがのアスールもこんなふざけたものは見たことがないようで、驚いていた。

			「ルシエ、クウ、夫婦で最初の共同作業だ。このデザートを切り分けて皆に配ろう」

			「シリル、夜居ないと思ったらこんなの作ってたんだ」

			「お菓子で出来た塔みたいです」

			　二人とも、感心したような呆れたような不思議な表情だ。それでも心の底では楽しんでいるのがわかる。

			　俺たちは三人で手を重ねて、微笑(ほほえ)みながらウェディングケーキに入刀する。

			　これが俺たち夫婦としての、はじまりの作業だ。

		

	
		
			　

			番外編　新婚旅行とシリルの固有魔術

			　

			　結婚式の翌日、朝から俺とルシエは二人きりで外に出ていた。

			　行先は近くの森で、日帰りのささやかな新婚旅行だ。

			　本当はもっと遠出して贅(ぜい)沢(たく)をさせてあげたかったけど、今の俺とエルシエにはその時間がない。

			　クウも連れてくるか迷ったが、彼女とはまた後日行くことにした。たぶん、ルシエもクウも新婚旅行は二人きりがいいだろうと考えてのことだ。

			「シリル、久しぶりだね。こうして森の中を歩くの」

			　隣を歩くルシエが声をかけてくる。

			　彼女はイラクサの訓練で鍛(きた)えているのでまったく息が切れていない。

			「そうだな、ずっと忙しかったから」

			「シリル、大変だったもんね」

			　帝国との戦い。食糧不足の解決、火狐たちの受け入れ、難民を集めたベル・エルシエの運営。

			　俺はずっと、走り続けた。ほとんどプライベイトの時間なんてとれていない。

			「ずっと、構ってやれなくて悪かったな」

			「あやまることじゃないよ。シリルが一生懸命だって知ってるし。エルシエのみんなが幸せに暮らせるのもシリルのおかげだってわかってる」

			　ルシエがにこやかに笑いかけてくる。少し救われた気がした。

			　俺がぼけっとしていると、ルシエが言葉を続ける。

			「でも、やっぱり寂(さび)しいって思う時もあるから。いつかさ、ごたごたが片付いたら、もっと一緒に居るようにしてね」

			「もちろんだ。俺もルシエとたくさんデートしたいよ」

			「楽しみにしてるよ。約束だからね」

			　ルシエはそう言って手のひらを前に突き出した。これはエルフにおける指切りげんまんの合図。

			　俺は手のひらをそっと合わせて指を絡める。

			「ああ、世界樹の祝福のもと、俺は誓う」

			　そう言って絡めた指先を離し、最後に親指同士を押し当てる。

			　エルフの村において、今は存在しない世界樹の名を持ち出すこの約束を破るのは、最大の恥辱とされる。この約束は絶対に破れない。

			　もっとも誓いなんてしなくても約束を破るつもりはない。これは俺の望みでもあるのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ルシエと二人でやってきたのは森を流れる川の上流だ。岩に腰かけて二人で釣り糸を垂らす。

			　ここは小さな頃から二人でくる釣りの穴場で、友達にも秘密にしている。

			　ここからでも魚影が見えるぐらいに魚たちが多く、警戒心も薄い。

			　かつては、仕事がない日はよくこうして二人で釣り糸を垂らして、のんびりすることが多かった。

			「シリル。この釣り場、懐かしいね」

			「最後にここに来たの、いつだったかな？」

			「もう、三年ぐらい来てないよ。シリルも私も大好きな場所だったのに」

			　ルシエと何気ない話をしながら、ただ川の流れを見つめる。

			　ぴくぴくっと、釣竿の先端が揺れた。

			「来たな。大物だ」

			　感触で大物だとわかる。なんとしても釣り上げたい。

			　竿を引き上げたい気持ちをなんとか堪える。餌(えさ)をちゃんと呑み込まないうちに引き上げると逃げられる。

			　小さな引きが続き、その後、一気に引き込まれる感触があった。よし、今だ！

			　手早く竿を引き上げる。

			「釣れたな。三五センチのイワナ。幸先がいい」

			「本当だ。おっきいし美味(おい)しそう。でも、私も負けないから！」

			　釣り上げたイワナから針を外し、地面を掘って作った生(い)け簀(す)に放す。

			　イワナは小さな生(い)け簀(す)ですいすいと泳ぎ始めた。こうすると魚が傷まない。

			　今度は、ルシエの竿に魚がかかり、竿の先端が揺れる。

			　しかし、焦ったルシエは魚が完全に餌(えさ)を呑み込む前に竿を引いてしまい、逃げられてしまった。

			「あっ、やっちゃった。久しぶりだから難しいよ」

			「久しぶりだからって言うより、ルシエが焦りすぎたのが原因だと思うよ。まだ時間はあるさ」

			「むう。リードしてるからって、その余裕。すぐに追い抜くから！」

			　ルシエが再び、釣り糸を垂らし始めた。

			　肩に力が入っている。この様子だとまた失敗しそうだ。

			　俺の竿にまたあたりが来た。ルシエには悪いがさらに差を付けさせてもらおう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから一時間ほどが過ぎた。釣果は俺が四匹、ルシエが二匹といったところだ。

			　そろそろお腹も減ってきた。

			　一度切り上げて、食事にしようかと考えていたところ、ルシエが口を開いた。

			「ねえ、シリル。最近何かに悩んでるよね。私に話せることなら聞くよ？」

			　その言葉で一瞬動揺してしまった。確かに俺は悩んでいることがある。

			「顔には出さないようにしていたけど、やっぱりルシエにはばれちゃうみたいだね」

			「顔に出てなくてもなんとなくわかるよ。シリルのことずっと見てきたもん」

			　俺は苦笑する。やっぱりルシエには勝てない。

			「実はさ、固有魔術を見つけられないかを試行錯誤しているんだけど、うまくいかなくて」

			「固有魔術？」

			　ルシエが首をかしげる。そういえば、話をしたことがなかった気がする。

			「普通の魔術っていうのは、鍛(きた)えればある程度誰でも使えるようなもの。自分で術式を組み上げて使うものだ。だけど、固有魔術は違う。一人一人の魂(たましい)の発現。自分だけの魔術で、術式を組み上げる必要すらない。ただ、己をさらけ出せばいい」

			　それが固有魔術。俺が今どうしても手に入れたいもの。

			　俺が使う【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】は固有魔術だ。だが、かつての俺のうち何人かは【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の他にその時代の自分だけの固有魔術を手に入れたものが居た。俺が知る限り、固有魔術を複数もった魔術師というのは、かつての俺たち以外に存在しない。

			　だからこそ、シリルだけの固有魔術も得ることは不可能ではないはずだ。

			「そんな魔術があるんだ」

			「ああ。だけど、それを発現できるのはほんの一握りだよ。自分の魂(たましい)の叫びに耳を傾けて受け入れればいいだけだ。でも、人は自分のことをわかっているつもりで、わかっていないんだ。実際、俺自身わかってないなしね。ルシエにだったらわかるかな？」

			　ありとあらゆることを試したが、結局、シリルだけの固有魔術は手に入らなかった。

			　正体が見当もつかない。

			　もし、発現できればアシュノとの戦いで手札の一枚になれるのに。

			「うーん、シリルの魂(たましい)からの叫びか……」

			　ルシエがしばらく考え込んだあと、口を開いた。

			「私から見たシリルはね、贅(ぜい)沢(たく)なんかいらないから、ささやかで平和な日常がずっと続くように、そんなことを願っているって思うんだ。シリルは今が幸せで、大好きなの」

			　ルシエの言葉は俺の胸に響いた。

			　確かにそうだ。

			　今の俺に、かつての大魔導士シュジナのように魔術を極めようという熱い情熱はない。

			　鍛(か)冶(じ)師(し)のクイーロのように、後世に名を残す剣を作りたいという名誉への渇望もない。

			　吸血鬼のグラムディールのように、娘を奪った人間どもを食らいつくそうという怨(えん)嗟(さ)もない。

			　ただ、俺は愛する人が居て、優しい人に囲まれて、穏やかで幸せな今がずっと続けばいいと思っている。

			　特別なことなんていらない。ただの日常がずっと続くという【特別】が欲しいんだ。

			　そうか、それが、それこそが。俺の、シリルの、魂(たましい)の底からの叫び。

			　自覚した瞬間、俺の中で何かが震えた。

			　胸の奥が高鳴る。

			「どうしたのシリル？　顔が青いよ」

			「大丈夫、なんでもない。いや……いい予兆があったんだ」

			　まだ固有魔術には至っていない。

			　だが、その入り口を見つけられる予感がある。ルシエのおかげだ。

			　また、彼女に背中を押された。彼女はいつも俺の幸運の女神だ。

			「とりあえず、お昼ごはんにしようか。お腹がぺこぺこだ」

			「そうだね、私もお腹空いちゃった。はやくお魚さんを食べちゃおう」

			　高鳴る鼓(こ)動(どう)を抑えつけ、俺は昼食の準備を始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　釣った魚をその場で食べる。

			　それが俺たちの楽しみだった。

			　内臓を取り出したイワナを串にさし、焚(た)き火の周りに並べる。

			　脂が弾ける音がぱちぱちと鳴り、香ばしい匂いが食欲を誘う。

			　そして、もう一つ。

			　自生している竹を切り、竹筒の中にイワナと山菜を入れ、灰の中に沈めた。こちらは蒸し焼きだ。

			「シリル、もういいかな？」

			「串焼きのほうはもういけるよ。食べようか」

			　俺がそう言うと、ルシエは目を輝かせて串がついたままのイワナにかぶりついた。

			　彼女は美味(おい)しそうに頬を緩(ゆる)める。

			　俺も彼女にならい、イワナにかぶりつく。

			　いい味だ。サイズが大きく脂が乗っている。釣ったばかりなので鮮度も抜群だ。

			「やっぱり、お魚はとれたてがいいよね。ここでしか出来ない贅(ぜい)沢(たく)だよ」

			　ルシエが頬張りながら、幸せそうな声をあげる。

			「だね。釣り人の特権だ。……そろそろ竹筒のほうもいいかな」

			　灰の中から竹筒を取り出し、ナイフでばっくりと割る。

			　すると、竹の瑞々しい香りが溢れ出た。

			　笹で出来た皿に盛りつけ、塩を振ってルシエに渡す。

			「さっき、シリルが作ってた奴だよね。いつもは串焼きだけだったけど、こっちはどんな味かな」

			「それは食べてからのお楽しみ」

			　俺はそう言いながら、自分の分の竹筒を灰の中から取り出した。

			　ルシエはフォークを取り出して器用に身をほぐし、口に運ぶ。

			「あっ、これもいいね。すごく美味(おい)しい。身がしっとりしてる」

			「イワナは身がぱさつくからね。蒸して、竹のエキスをたっぷり吸うとそうなるんだ」

			　脂が乗っているおかげで気になりにくいが、やっぱり川魚は身がぱさぱさしている。それを炙ると余計に水分が飛ぶ。

			　だが、竹筒での蒸し焼きは違う。

			　水分が飛ぶのを避けられるし、竹からしみだしたエキスをイワナが身に吸収し、しっとりとする上に、旨みが増す。

			　香ばしさこそないが、そこは竹の芳しい香りが補ってくれる。

			「これ、すごい好き。でも、串焼きも捨てがたいし……悩んじゃう」

			「どっちも食べればいいだけだよ。どっちかを選ぶ必要なんてない」

			　竹筒での蒸しは素晴らしい調理法だが、焚(た)き火で炙ったイワナもそれはそれで美味(うま)い。香ばしさという点では蒸し焼きよりも圧倒的に上だし、イワナの味を純粋に楽しめる。

			　それぞれ違った良さがある。だから、順番なんて付けずに両方食べればいいのだ。

			「どっちも食べればいいか。私とクウの両方を選んだシリルらしいね」

			「ぶっ」

			　不意打ちに口にしていたイワナを噴(ふ)いてしまった。

			　まったく油断できない。

			「冗談だよ。今日は連れてきてくれてありがとう。シリルは、近場で申し訳なさそうにしてたけど、私はここを選んでくれたことが一番嬉しかったよ。私とシリルらしくて、すごく素敵。贅(ぜい)沢(たく)とか珍しいことより、ゆっくり話して、のんびりできるほうが好きなんだ」

			　ルシエが微笑(ほほえ)む。

			　それはずっと変わらない、いつも隣にあった、俺が好きな優しい笑顔。

			　どうしようもなくルシエが愛しくなり、反射的にキスをした。

			　ちょっと魚の味がする。

			　彼女は一瞬驚いて目を見開いたが、すぐに受け入れてくれた。

			「もう、シリル、魚くさいよ」

			「そっちだって」

			　二人で声を上げて笑った。

			　ルシエのこの笑顔を守りたい。こんな幸せな時間がずっと続けばいい。

			　その気持ちが俺の中で明確になり、どんどん強くなっていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、たっぷりと昼食を楽しみ、午後も釣りを楽しんで、たくさん話してからエルシエに戻った。

			　午後の釣果はみんなへのお土産(みやげ)だ。きっと喜んでくれるだろう。

			　エルシエに戻った俺は一人、工房に向かった。

			　それは、今日のルシエとの会話の中で見つけた心の叫び、やっと入り口を見つけた俺だけの固有魔術を形にするため。

			　何度も、何度も、魔術の行(こう)使(し)を繰り返す。

			　俺は固有魔術の行(こう)使(し)を感覚で知っている。入り口さえ知れば、形にするのは容易(たやす)い。

			　普通なら、行(こう)使(し)するための感覚を見つけるのにも何十年もの歳月がかかるが、俺だけは例外だ。

			　そして、日が暮れ始めた頃、ついに一つの魔術が完成した。

			「これが俺の、俺だけの魔術」

			　震える声で呟(つぶや)く。

			　発現した魔術は、いかにも俺らしい魔術だった。

			　声を上げて笑いそうになる。

			　まったく、くだらない。だけど俺らしい。こんなもの、俺だけしか使わないだろう。

			「使えるな」

			　その魔術は、切り札になり得るだろう。

			　魔術が完成したので、愛する人が待つ家に戻る。

			　自然と足が速まる。

			　早く彼女たちの顔を見たい、今はただ、ルシエとクウとの幸せな時間を噛みしめたい。

			　そんな気分になっていた。

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			『エルフ転生からのチート建国記④』を読んでいただき、ありがとうございました。

			　著者の『月夜　涙』です。

			　この四巻では、今まで帝国とエルシエしか見えていなかったシリルが、広い世界に意識を向け自分の夢に気付きます。そして、今まで禁(きん)忌(き)としていた発明や戦術に手を出し、引き返せないところにまで突き進みます。新規キャラと新しい舞台。そして一巻からちょこちょこ張っていた伏線が動いたりする節目の巻となります。

			　また、エルフ転生も次の巻で最後になります。最高に熱いクライマックス。最高のハッピーエンドを目指して最後まで走り抜けますので、どうぞお付き合いを頂ければと思います。

			　打ち切りではなく、自分が望むゴールまでエルフ転生がたどり着けたのは読者の皆様のおかげです。心の底から感謝すると同時に、その御恩に報いる作品を書いてみせます。

			　

			宣伝

			　

			　エルフ転生の最終巻である五巻は、冬頃発売の予定です。

			　また、モンスター文庫でエルフ転生と平行して連載しているシリーズ『チート魔術で運命をねじ伏せる』も三巻が八月末に出版されます。シリルをはじめとした、エルフ転生シリーズのキャラが出てきます。エルフ転生を知っていればにやっとできます。

			　秋には、単行本のほうで新シリーズ、『お菓子職人の成り上がり』を始めます。菓子作りでみんなを幸せにするお話です。気になったのなら是非。

			　

			謝辞

			　

			　ＧＵＮＰ先生の素晴らしいイラストに今回も感謝です。カバーイラストのルシエとクウの笑顔は、ひどく魅(み)力(りよく)的で、見惚れてしまいました。多分野でご活躍されているのを見て、自分のことのように喜んでおります。

			　担当編集の荒田様。エルフ転生をはじめとした作品にご協力いただきありがとうございます。

			　モンスター文庫編集部と関係者の皆様。デザインを担当して頂いたサトモト様、ここまで読んでくださった読者様にたくさんの感謝を！　ありがとうございました。

			　

			２０１６年７月　月夜　涙

		

	
		
			月夜涙（つきよ　るい）

			ライトノベル作家。キャラクターを可愛く書くことに命をかけています。キツネとエルフが大好き。読者様が楽しんでくれることを祈っています。（二〇一六年八月現在）

			　

			イラストレーション

			ＧＵＮＰ（ガンプ）

			名古屋在住のユニット漫画家＆イラストレーター。『艦これ、一航戦、出ます！」（角川スニーカー文庫）『ＣＨＡＯＳ；ＨＥＡＤ　らぶＣｈｕ☆Ｃｈｕ！』（ファミ通クリアコミックス）『瞳のフォトグラフ』（Ｆｌｅｘ　Ｃｏｍｉｘ）他オリジナル作品進行中。（二〇一六年八月現在）

		

	
		
			エルフ転(てん)生(せい)からのチート建(けん)国(こく)記(き)④

			発行日：２０１６年７月31日

			著　者：月(つき)夜(よ)涙(るい)

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Rui Tsukiyo 2015

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『エルフ転生からのチート建国記④』（２０１６年８月２日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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